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　気づくと、私は雲の海の上にいました。

　夢……ではありません。

　金色の翼よく竜りゆう──リンドヴルムのジグに乗って、空を飛んでいるのです。

「アンジュ」

　不意に誰かに肩かたを揺ゆすられて、私は息を吞のみました。

「レックス……様？」

　私の肩を揺すったのは、アホタレです。

　全身傷だらけで顔にも疲労の色が濃こく滲にじんでいるアホタレの後ろには、トモエさんの姿すがたがありました。

　いつもは頭の両りよう脇わきで結っている髪かみを下ろし、素す肌はだの上に私の貸したマントを羽は織おっているトモエさんも、顔色は冴さえません。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アンジュ」

「は、はい……」

　徐じよ々じよに頭を覆おおっていた靄もやが晴れてきました。

　私は──私たちは今、逃げている最中なのです。

　レイヴェン様から。

　振り返った私は、無意識のうちに奥歯を嚙かみしめていました。

　マオの空中遺い跡せきはもう、輪りん郭かくさえはっきりと見て取れないほどに遠ざかっていました。

　あの場所で、私たちはトモエさんとヒナギクの対決と和解を見届け、ソーマ＝サイフォスと戦い、そして。

　そして──。

　凄せい惨さんな光景が脳裏をよぎりました。

　それは、銀の毛並みと金こん剛ごうの爪つめを持つ巨きよ大だいなドラゴンが切り刻まれ、息絶える光景。

《竜殺しドラゴンキラー》の名を持つ長大な剣けんを振るい、銀ぎん竜りゆうユランを惨ざん殺さつしたレイヴェン様は、笑っていました。

　笑い声を高らかに響かせながら、レイヴェン様はユランの首の付け根に緋ひ色いろの刃やいばを突つき立て深く肉を切り裂さくと、そこに手を挿さし入れ──ごぼごぼとあふれ出る血の中から、ある物を取り出したのです。

　珠たまです。

　子供の拳こぶしほどの大きさの──美しい銀色の珠。

「なるほど。これが竜宝玉カーバンクルか」

　レイヴェン様は血にまみれた手の上にあるその珠を軽く掲かかげて、目を細めました。

　私は混乱していました。

　なぜ、レイヴェン様がマオの空中遺い跡せきにいるのか。

　なぜ、レイヴェン様が銀ぎん竜りゆうユランを殺したのか。

　ユランは人間を愚おろかな生き物として蔑さげすみながらも、人間の英知の結晶である空中遺い跡せきを高く評価していました。

　彼は空中遺跡を守るために、人間に姿すがたを変え、天空観測所を組織しました。

　そうして、長い間、数々の空中遺跡を保全してきたのです。

　人間と共に空中遺跡を守ってきたユランは、そのうちに、人間を愛するようになっていました。

　当人は否定していましたが、彼は間違いなく人間を愛していたはずです。

　けれど、フェブロニアが天空観測所を占せん拠きよし、空中遺跡を荒らしたために、ユランの人間への愛情は憎にくしみへと変わりました。

　ユランは、フェブロニアの帝てい都とデンドロビウムにマオの空中遺跡を落とすと宣言しました。

　しかし、それは彼の本心ではなかったはずです。たとえ本心だったとしても、彼にそんな凶きよう行こうを実行することはできなかったでしょう。

　ユランは心優しいドラゴンでした。

　私はユランに命を助けられました。死にたくなければ、これ以上〝完全燃焼アラミタマ〟を使うなとも警告してくれました。

　人間への憎にくしみを口にしていたとしても、銀竜ユランは本質的に心優しいドラゴンだったのです。

　戦う必要なんて、ましてや殺す必要なんてなかったはずなんです。

　それなのに。

「どう、して……ですか……？」

　返り血に染まったレイヴェン様の美び貌ぼうが、問いを口にした私に向けられました。

「どうして、ユランを……」

「ドラゴンだからだよ」

　答えたのは、レイヴェン様ではありませんでした。

「全すべてのドラゴンは、レイヴェンにとって憎むべき敵なんだ。アタシにとってもね」

　レイヴェン様が踏ふみつけているユランの頭の陰から現れた筆ふで頭あたまの女性が、言いました。

「驚かせてすまないね。でもね、これがアタシたちなんだ」

「ユーシス……」

　軍服の上に羽は織おった白衣のポケットに両手を入れて、『天球』のユーシスはため息に似た息を一つ、吐はき出しました。

　よもや、彼女までこの場に現れるとは。

　ユーシスの背後──銀竜ユランの頭のさらに後方で、大きな生き物が羽を動かしました。

　ワイバーンです。数は二体。

　レイヴェン様もユーシスも、そして、アホタレの額に剣けん先さきを突つきつけているもう一人──ヒュルケン＝ミディア＝キグナス百人隊長も、あのワイバーンに乗ってここまでやってきたのでしょう。

「アタシの姉……ユーリアが死んでるって話は、したよね？」

　ユーシスは私たちのほうに数歩歩み寄って言いました。

「ユーリアはね、殺されたの。ドラゴンに……ね」

「え……？」

「より正確に言えば、竜王ドラゴンロードシグルドの手下のドラゴンに殺されたの」

　私はますます混乱しました。

　ユーリアさんはドラゴンに殺された。

　そのドラゴンは竜王シグルドの手下である。

　それって、つまり。

　ユーリアさんは、竜王シグルドに殺された……と？

「シグルドはね、ある目的のために手下を使ってユーリアを殺したの。アタシとレイヴェンの目の前でね」

　ユーシスの声には、目には、静かながらも深い怒いかりが漲みなぎっていました。

「アタシはシグルドを許さない」

　私はユーシスの斜ななめ後ろ──レイヴェン様が手にしている剣へと視線を向けました。

「では、あなたはシグルドへの復ふく讐しゆうのためにその剣を……？」

『剣けん聖せい』『剣の国の大いなる剣』の異名を取るレイヴェン様は、紛まぎれもなくランドール……いえ、大陸一の剣けん士しです。

　とはいえ、いかにレイヴェン様といえど、四天竜ノーブルドラゴンである銀ぎん竜りゆうユランにああも容易に勝てるはずがありません。

　しかし、レイヴェン様は人智を超えた力を持つはずのユランを、赤子の手を捻ひねるように簡単に殺してしまいました。

　そんな離はなれ業を可能にしたのは、レイヴェン様が手にしている剣の力です。

《竜殺しドラゴンキラー》の名を持つその剣は──使い手であるレイヴェン様の背せ丈たけをも超える長さの緋ひ色いろの刃やいばは、一いち撃げきごとにユランの力と命を大きく削そぎ取っていきました。

　そして、レイヴェン様は言っていました。

《竜殺し》はユーシスの手によって作られた物である、と。

「そうだよ。ユーリアが……姉ねえさんが死んだあの日、アタシとレイヴェンは約束したんだ。ふたりでシグルドを殺そうって」

　ユーシスは言います。

「シグルドを殺すために、レイヴェンは強くなった。アタシはシグルドを殺せる武器を作った」

「ユランは！」

　私は叫さけばずにはいられませんでした。

「ユランはシグルドじゃありません！　関係のないユランをどうして!?」

　ユーシスは顔だけを振り向かせてユランの骸なきがらを一いち瞥べつしました。

「関係あるさ。あいつはドラゴンで……ましてや、シグルドの子供だ」

「でも！」

「それに、あいつはこのマオの空中遺い跡せきを帝てい都とに落とすつもりだったんだろ？　殺して正解じゃないか」

　鼻で嗤わらったユーシスに、私はさらに叫びをぶつけました。

「違います！　ユランはそんなことができる人じゃありません！　彼は空中遺跡を荒らした人間に怒いかりながら、それでも人間への愛着を捨てきれずにいました！」

　自分が体力の限界を迎えていたことを忘れて大きな声を出し続けた私は、目眩めまいを覚えて膝ひざから崩くずれ落ちました。

　咄とつ嗟さにアホタレが受け止めてくれなければ、硬かたい地面に倒れ込んで、そのまま意識を失っていたかもしれません。

　アホタレの腕うでに支えられながら、私はユーシスへの言葉を続けました。

「ユランは……彼は、ハイネ所長だったんですよ？」

「知ってるよ」

「ハイネ所長は、死にかけていた私を助けてくれました。ユーシス……あなたと一いつ緒しよにです。私は彼にもあなたにも、感謝していました」

　ユーシスは肩かたを竦すくめました。

「ハイネは、無ぶ愛あい想そでぶっきらぼうだったけど、好いい奴やつだったよ。アタシの部下や知り合いにも、あいつの医術のおかげで助かった奴がいる。……でもね、あいつはドラゴンだった」

「ドラゴンはみんな敵……なんですか？」

「そうだよ。少なくとも、アタシにとってはね」

「ユーシス……」

　そこで、アホタレが口を開きました。

「兄貴はどうなんだ？」

　さっきまでアホタレの額に突つきつけられていたキグナス候こうの剣けんは、今は首筋に宛あてがわれています。

「兄貴も、ドラゴンはみんな敵だって思ってるのか？」

　レイヴェン様は、「ふむ」と小さく唸うなって答えました。

「私はユーシスのように全すべてのドラゴンを憎にくく思っているわけではないよ。けれど、ドラゴンを殺すのに良心が痛むことは、ないね」

「憎にくいわけでもないのに、ユランを殺したのか」

「必要だったからね」

　レイヴェン様は竜宝玉カーバンクルをまた軽く掲かかげてみせました。

「竜王ドラゴンロードシグルドに会うために」

「竜宝玉は！」

　叫さけぶと目眩めまいがしましたが、かまいませんでした。

「竜宝玉は、殺さなくても手に入ります！　ナブラスカ山の金きん竜りゆうオルリスは、彼女自身の意志で、私たちに竜宝玉を託たくしてくれました！」

　レイヴェン様は返り血に染まった美び貌ぼうに、小さな苦笑を浮かべました。

「シグルドに会う方法は、一つじゃないということだよ。アンジュ」

「え……？」

「四天竜ノーブルドラゴンはシグルドの子供だ。子供を殺されて怒おこらない親はいない。それはドラゴンだって同じだよ。……それにね、ユーシスの作ったこの《竜殺しドラゴンキラー》の試し切りもしておきたかったんだ」

　レイヴェン様は竜宝玉に代わって《竜殺し》を掲げてみせました。

「結果はご覧のとおりさ。ユーシスは本当に素晴らしい物を作ってくれたよ。四天竜さえ容易に屠ほふったこの剣けんなら、シグルドにも通じるだろうね」

　レイヴェン様の口く調ちようは、まるでここがお茶の席であるかのように穏おだやかでした。

　ユランを……私の命の恩人を殺したことに対して、本当に、これっぽっちも罪の意識を感じてはいないのです。

「レックス」

　レイヴェン様は掲げていた《竜殺し》を下ろすと、アホタレに声をかけました。

「おまえの持っているオルリスの竜宝玉をこちらに渡してくれないかな」

「なんに使う気だよ？」

「もちろん、シグルドに会うためだよ。私はなんとしてもシグルドに会わなければならないからね。そのための手段は一つでも多く持っておきたいんだ。だから、レックス」

「嫌いやだ……って言ったら？」

　アホタレの首に宛あてがわれていたキグナス候の剣が、私の額ひたいに下りてきました。

「将軍に従ってください、レックス様」

　キグナス候の静かな声には、明確な殺意が込められていました。

　レイヴェン様に従って竜宝玉を渡さなければ殺すと、キグナス候はそう言っているのです。そして、殺害の対象はアホタレではありません。私です。

　ソーマ＝サイフォスとの戦いで限界まで消しよう耗もうしている今のアホタレに、ランドールでも屈くつ指しの剣士であるキグナス候を退しりぞけるだけの力はありません。

　それは、私もトモエさんも同じでした。

　アホタレは観念したように肩かたを下ろして息を吐はくと、首をもたげて──声を張りました。

「ジグ！」

　魔ま王おうの娘むすめ・アイネイアの僕しもべであり親友であり、私たちをここまで運んでくれたリンドヴルムのジグが、咆ほう吼こうとともに金色の巨きよ体たいを躍おどらせました。

　視界が目まぐるしく変化して、私は半ば意識を失い──気づいたときには、雲の海の上にいました。

　思考できなくなってはいたものの、気絶していたわけではありませんから、状況は理解できています。

　私たちはジグのおかげであの場から逃げ出すことができたのです。

　アホタレの腰こしには、オルリスの竜宝玉カーバンクルの入った布ぬの袋ぶくろがしっかりと括くくりつけられています。

　レイヴェン様たちは、どうやら追いかけてはきていないようです。

　追うつもりがないのか、追いつけないとわかっているから追いかけてこないのか。

　ジグはドラゴン族の中でも最速のリンドヴルムですから、ワイバーンでは決して追いつけません。

「なんで、こんなことに……」

　レイヴェン様とユーシスは、ユーリアさんを殺した竜王ドラゴンロードシグルドを憎にくみ、殺そうとしている。

「わけが、わかりません……」

　呟つぶやいた私の声には、涙なみだが交じっていました。

「……夢じゃ、ないんですよね……？」

　噓うそでもいいから、誰か。

「夢だって言ってください……」

　アホタレに肩かたを抱だき寄せられて、私は彼の肩に顔を埋うずめました。

「お願いです、どうか……」

　けれど、アホタレもトモエさんも誰も、夢だとは言ってくれませんでした。




　フェブロニアの帝てい都とデンドロビウムは、大きく分けて三つの区画に分かれます。

　まずは、女じよ帝ていティアマリアの居城──アマリリスが位置している太たい陽よう区画。次に、下級貴族と準貴族である大商人たちが住まう月げつ光こう区画。最後に、一般民衆の暮らす星せい雲うん区画の三つです。

　太陽区画を中心に、月光区画が太陽区画を囲い、星雲区画が月光区画を囲い──各区画は分ぶ厚あつく背の高い壁によって仕切られています。

　星雲区画のさらに外側には大量の難民が無数の集落を成していて、実質的に区画の数は四つになっていました。が、もちろん、正式な区画としては認められていません。

　都市の周りに難民が集まるのは我がランドールでも見た光景ですが、デンドロビウム周辺の難民の数は桁けたが違っていました。

　フェブロニアの侵略行為によって家を、財産を、あるいは命以外の全すべてを失った人々が、せめてマモノの脅きよう威いから逃れようと身を寄せ合っているのです。

　恒こう久きゆう平和の実現を掲かかげて大陸制せい覇はに乗り出したフェブロニアの、これが現実でした。




　私たちが帝てい都とデンドロビウムに入ってから、既すでに三日という時間が流れていました。

　戦時下ということもあって、帝都の出入りは厳しく制限されています。帝都民でもなければ正式な許可証を持つ商人でもない私たちが、正面から入ることはできません。

　ここでも、ジグが活かつ躍やくしてくれました。

　つまり、私たちは空から帝都に侵しん入にゆうしたのです。といっても、ジグに乗ったままではどうしても目立ってしまいますから、ある程度の高さから物体の落下速度を操あやつる魔ま法ほうを使って、私たち三人だけで降り立ったのです。

　ジグには、帝都から一番近くの森での待たい機きをお願いしました。

　私たちが帝都に入ったのには、二つ理由があります。

　一つは体力的な問題です。

　アホタレも私もトモエさんも、ソーマ＝サイフォスとの戦いで疲れきっていました。休む必要がありました。そして、マオの空中遺い跡せきから一番近い街が、帝都デンドロビウムだったのです。

　もう一つの理由は、竜宝玉カーバンクルです。

　黒こく竜りゆうヴリトラである『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人──『蛇だ蝎かつ』のジェイドは、自らの竜宝玉を主君であるティアマリアに忠誠の証あかしとして捧ささげたと言っていました。そして、私たちは竜王ドラゴンロードシグルドに会うために竜宝玉を必要としています。黒竜ヴリトラの竜宝玉を手に入れるために、私たちはティアマリアに会わなければならないのです。

　帝都に入ってから三日──。

　体力は回復したものの、ティアマリアには会えていませんでした。

　なにしろ、ティアマリアはフェブロニアの皇こう帝ていです。ランドールの人間である私たちが簡単に会える相手ではありません。

　ティアマリアに会う方法を考えるのは、私の仕事です。が、未だ一つとして可能性のある方法を提案できずにいました。

　頭が、まったく働かないのです。

　考えようとすると、レイヴェン様が──ユランを切り刻むレイヴェン様の姿すがたが脳裏に浮かび上がってきて、頭が考えることを拒きよ否ひしてしまうのです。

　レイヴェン様は……。

　アホタレと私に魔ま王おう打倒を命じたレイヴェン様は、ユーリアさんを殺した竜王シグルドを憎にくみ、殺そうとしている……。

　レイヴェン様は、魔ま王おう打倒を命じれば、私たちがシグルドに会うために竜宝玉カーバンクルを集めようとすることがわかっていたのでしょうか。

　レイヴェン様は、私たちを騙だまして利用していたのでしょうか。

　レイヴェン様は将軍で、私は一いつ介かいの王宮魔ま術じゆつ士しです。レイヴェン様には私を利用する権利があります。

　けれど、個人的な憎にくしみのために、ましてや騙だましてまでなんて。そんなのは……あんまりです……。

　レイヴェン様の真意が、私にはわかりません。

　私や、アホタレを、本当にただ利用していただけなのか。

　私たちなら魔王を打ち倒せると信じているという言葉は、噓うそ偽いつわりだったのか。

　そもそも、なぜ竜王ドラゴンロードシグルドがユーリアさんを殺したのか。

　アホタレは、ユーリアさんがドラゴンに殺されたことは知っていましたが、ユーリアさんを殺したドラゴンがシグルドの手下であるという話は初耳だと言っていました。トモエさんも同じです。

　わからないことだらけです。

　信じていたはずのレイヴェン様が、私たちを騙して利用していたかもしれなくて……私の命の恩人であるハイネ氏──銀ぎん竜りゆうユランを殺して……私は、もうどうすればいいのか……。

　私たちのこれまでの旅は、一体なんだったのか……。

　そんなことを思うと身体からだからも力が抜けてきてしまって……。

　この三日間、私は宿の部屋から一歩も外に出ずにいました。

　我ながら情けない限りですが、レイヴェン様に裏切られたという事実に、私の心はこっぴどく打ちのめされていたのです。

　コンコン、とドアがノックされたのは、私が何度目ともつかないため息をつきながらベッドに横たわったときでした。

「おーい、アンジュー」

　アホタレの声です。

　身体を起こすのも返事をするのも億おつ劫くうでしたが、アホタレは一応、私の主あるじです。無視するわけにもいきません。

　仕方なく、私は起きて歩き、ドアを開けました。

「……なんでしょう？」

「もう三日目だぜ、アンジュ」

　開口一番、アホタレはそう言いました。

「……用がないのでしたら、一人にしてください」

　ドアを閉めようとすると、アホタレはさっと身体を割り込ませてきました。

「昼間っから一人でカーテン締しめ切った部屋に引きこもって元気が出るなら、別にそれでもいいんだけどさ。どうだ？　元気、出たか？」

「……」

　私が肯こう定ていできずにいると、アホタレは「だろ？」と言ってドアノブを握にぎっていた私の手に手を掛けてきました。

「オレの部屋に行こう」

　アホタレは真顔でそう言うと、私を部屋の外へと引っ張り出しました。

「レ、レックス様？　な、なにを……」

「なにって、決まってるだろ？」

　アホタレは真顔を崩くずして、ニヤリと笑いました。

「ふたりで気持ちのいいことをするのさ」

「……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、緊きん張ちようしなくても。オレはほら、こう見えて慣れてるからさ。痛いこととかはなにもないし、安心して身を任せてくれよ」

「な、なな、ななな、なななな、ななななな──！」

　私は狼狽うろたえました。それはもう狼狽えました。

　部屋で、ふたりで、気持ちのいいことって。それって。ま、まま、まさか。

　まさか──！

「だ、だだ、ダメです！　そ、そんな、こ、こっ、心の準備が……っ！」

「いらないって、そんなの」

　逃げ出そうとした私は、アホタレに後ろから抱だきつかれて、ひょいっと抱かかえ上げられてしまいました。

「だ、だだ、ダメ！　ダメダメ、ダメです！　下ろして！　いやー！　おばあちゃーん！」

　叫さけんで両手足をジタバタさせてもアホタレは下ろしてくれず、私はあえなくそのまま拉ら致ちされてしまったのでした。




　無理やり私を自分の部屋に連れ込んだアホタレは、半ば放り投げるようにして私をベッドに横たわらせると、ズカズカと窓へと歩き、カーテンを閉めました。

「どうしてカーテンを閉めるんですかっ!?」

「どうしてって、西日が眩まぶしいからに決まってるだろ。眩しいと描かき辛づらいじゃん？」

「へ……？」

　か、描き……？

　アホタレはベッドの上で硬こう直ちよくしている私を尻しり目めに、自分の荷に袋ぶくろからスケッチブックとペンを取り出しました。そして、それを私に差し出したのです。

「絵」

「え？」

　アホタレは深く頷うなずいて、それからニッと歯を見せて笑いました。

「絵、描かこうぜ。オレと一いつ緒しよにさ」

「え……？　絵……なんですか？　ふ、ふたりでする、き、気持ちのいいことって……？」

「もちろん。……なんだと思ってたんだよ？」

　アホタレは眉まゆ根ねを寄せて小首を傾かしげました。

「な、なにって、私は、また、その、てっきり……」

「てっきり？　ってか、なんで真まっ赤かになってるんだよ」

　言われて、私は自分の頰ほおに手を当ててみました。……熱くなっています。

「あ、もしかして、あれか。アンジュお得意のエロエロな妄もうそ──おうっ！」

　私の鉄てつ拳けんを鼻っ柱にくらって、アホタレは大きく仰のけ反ぞりました。

「破は廉れん恥ちなことを言わないでください！」

「す、すびばせん……」

「まったく……」

　絵を描くなら描くで、最初からそう言えばいいものを。

　気持ちのいいことだの身を任せろだのと紛まぎらわしいことを言うから、わ、私ともあろうものが、ありえない想像をしてしまったじゃないですか！

　私がアホタレと……なんて。

　頭をぶんぶんと振ってみても、一度湧わき上がってきた妄……想像はそう簡単には消えてくれません。

「ト、トモエさんはどうしたんです？」

　まともにアホタレの顔を見れなくなってしまった私は、顔を背けつつ訊たずねました。

　宿に泊まる場合、いつもは男性であるアホタレと女性である私とトモエさんで部屋を分けていました。今回は一人になりたいという私の我わが儘ままで、トモエさんにはアホタレと同じ部屋に泊まってもらっていたのです。

　しかし、今、部屋にトモエさんの姿すがたは見当たりません。

「ああ、トモエなら頭のアレを買いに行ってる」

「頭のアレ？」

「トモエがいっつも頭に付けてる、白いヒラヒラだよ」

「ヘッドドレスのことですか？」

「そう、それ。メイド服の替えはあるけど、そのヘッドなんちゃらの替えがないらしくてさ」

　なるほど。

　トモエさんはマオの空中遺い跡せきでの戦いで、トレードマークであるメイド服とヘッドドレスを失っていました。

「いつもの格好じゃないと落ち着かないんですね」

「トモエにとっては、あれが一番気合いの入る格好なんだとさ。……ほい」

　背けていた顔の前に、アホタレが改めてスケッチブックとペンを差し出してきました。

「絵、描かこうぜ」

　私は横目でアホタレを見ました。

　アホタレは笑っていました。

「絵は……描けません」

「なんでだ？」

「絵なんて、ちゃんと描いたこと、ありませんから……」

「なら、ちょうどいい機会じゃん」

「……私、こう見えて手先が器用じゃないんです。不器用なんです。上う手まくいかないってわかりきっていることを、やりたくはありません」

　アホタレは「うーん」と唸うなりました。

「下へ手たでもいいじゃん。上手いか下手かは関係ないって」

「……どうして、急に私に絵を描かせようだなんて思ったんです？」

　答える前に、アホタレは私の隣となりに腰こしを下ろしました。

「頭がさ、からっぽになるんだよ」

「……はい？」

　アホタレは横目で私を見て、笑いました。

「絵を描いてるとさ、だんだん、頭の中がからっぽになってくるんだ。悩みとか、嫌いやなこととか、全部どうでもよくなってきてさ、すげースッキリするんだよ」

「はぁ……」

「ま、オレの頭の中なんて、いつだってからっぽなんだけどさ」

　アホタレは自分で言って笑いました。……こういうところは、大物だと思います。

「とにかくさ、騙だまされたと思って描いてみろって」

　アホタレは、「よっと」とベッドから下りると、部屋の真ん中にある小さなテーブルの傍かたわらに立って、テーブルの上に置かれていた紙かみ袋ぶくろから、果くだ物ものを取り出しました。

　初めて見る果物です。形はリンゴによく似ていますが、柑橘みかんのような橙だいだい色いろをしています。この地方の特産品でしょうか。

　アホタレは果物をテーブルの上に置いて、言いました。

「こいつを描いてみてくれよ」

「……どうしても、描かないとダメですか？」

　こんな時とはいえ、アホタレは私の主あるじですから、命令されてしまうと逆らえません。

「うん。どうしても、だな」

　アホタレは腕うでを組み、歯を見せて頷うなずきました。

「……わかりました。描かきます」

　絵なんてこれっぽっちも描きたい気分じゃありませんが、仕方ありません。

　私はアホタレが三度差し出してきたスケッチブックとペンを受け取りました。

「……下へ手たでも、笑わないでくださいよ」

「笑わないって」

「約束ですよ？」

「オレを信じろって」

　アホタレは頭の後ろで手を組んで、へらへらと笑っていました。

　とても信じられそうにありませんでしたが、私は意を決して被ひ写しや体たいを睨にらみ、スケッチをブックを開きました。




　そして……。




「うっひゃひゃひゃひゃひゃ！」

「わ、笑わないって言ったじゃないですか！」

　案の定というかなんというか。

　私が描いた果くだ物ものを見るや、アホタレはお腹なかを抱かかえて爆ばく笑しようしやがりました。

「だ、だってさ、なんであのリンゴっぽい果物が、こんな、岩に手足が生はえたみたいな化け物になっちまうんだよ」

「て、手足なんて生えていませんよ！　ただちょっと線が歪ゆがんだだけです！」

「ちょっと歪んだだけでこうはならねーって！　アンジュすげーよ！　これはもう下手を通り越して、逆の意味で才能あるよ！」

　そしてまた、「うひゃひゃひゃ！」と声をあげて笑いました。

「だから、嫌いやだって言ったんです……っ！」

　騙だまされました。

　笑わないって言ったのに笑うし、頭の中がからっぽになるっていうのも噓うそじゃないですか。

　ぜんっぜん思うとおりに描けなくて、終始イライラしっぱなしでしたよ！

「これはお返しします！」

　私はスケッチブックを閉じてアホタレに突つき返しました。

「気分転換どころか、自分の不器用さに絶望して余計に落ち込みました。ありがとうございました」

「怒おこるなって。笑ったのは謝るからさ」

　アホタレは苦笑いを浮かべて、私の隣となりに腰こしを下ろしました。

「もっかい描かいてみようぜ。リベンジリベンジ」

「もう絵はこりごりです」

「そう言うなって。今度はオレが教えるからさ」

　言いながら、アホタレはスケッチブックを開いて、私の膝ひざの上に置きました。

「ほい」

　そして差し出されたペンを、私は思わず受け取ってしまいました。

「い、嫌いやですよ。いくら教えてもらったって……あっ」

　ペンを置こうとした私の手を、アホタレの手が包み込みました。

「オレの言うとおりにすれば、大だい丈じよう夫ぶ」

「……！」

　アホタレが身体からだを寄せてきて、私の腕うでにアホタレの胸が当たりました。

　顔も息がかかるぐらいに近づいています。

「手の力、抜いて」

　アホタレが喋しやべると実際に温かな息が耳たぶにかかって、私は座ったまま飛び上がりそうになってしまいました。

「アンジュはさ、筆ひつ圧あつが強すぎるんだよ」

　とてもじゃありませんが、手からもどこからも力を抜けそうにありませんでした。もう全身カチンコチンです。

「それに、アンジュは被ひ写しや体たいを正確に模写しようとしすぎてるんだと思う。要するに、力りきみすぎだな」

　ペンを握にぎりしめていた私の手を、アホタレの手が動かしはじめました。

　自分でもどうしようもないぐらいに硬こう直ちよくしていた私の手は、まったく不思議なことに、アホタレの手には素直に従って動きました。

「適当でいいんだよ」

　アホタレの手は、まるで魔ま法ほうのように私の手を操あやつって、被写体である果くだ物ものの姿を紙の上に再現しました。

　……いえ、再現というほど正確ではありません。アホタレの言ったとおりかなり適当な感じではありますが、それでもアホタレの手が私の手に描かせた果物は、被写体の果物と同一のものであることがちゃんとわかりました。それに、鉛筆だけで描かれたにもかかわらず、本物と同じかそれ以上に瑞みず々みずしく見えました。

「な？　適当でいいんだよ」

　声をかけられて、私はカチンコチンに強こわ張ばっていた身体からだからいつの間にか力が抜けていたことに気づきました。

「今度は、アンジュ一人で描かいてみてくれよ」

　アホタレの手と身体からだが、私から離はなれました。

「は、はい……」

　絵なんてもうこりごりだと思っていたのに、私は頷うなずいてスケッチブックのページをめくっていました。

　アホタレのアドバイスを肝きもに銘めいじて、再挑ちよう戦せん。

「おお、イイ感じじゃん」

　描き上がったタイミングで、アホタレが横からスケッチブックを覗のぞき込んで言いました。

「そ、そうですか？」

「ああ。ちゃんと美う味まそうに見える」

「あ、ありがとうございます」

　上う手まいとはとても言えません。美お味いしそうに見えるというアホタレの感想も、お世せ辞じでしょう。それでも、たしかに、アホタレのアドバイスに従って描いた果くだ物ものは、ちゃんと果物に見えました。

「レ、レックス様の言ったとおりです。私は被ひ写しや体たいを正確に模写しようとしすぎていたみたいです。そのせいで手にも余計な力が入って……」

「頭、からっぽになったか？」

「えっ？　……あっ」

　問われて、私は絵に挑戦したそもそもの目的を思い出しました。

　思い出したということは、忘れていたということです。

　果物をスケッチしていた間、私はなにを考えていたのか。

　アホタレのアドバイスはずっと頭にありましたが、それ以外にはなにも考えていなかったような気がします。

「からっぽに……なっていたかもしれません」

「そっか」

「それに……」

「うん？」

　小首を傾かしげたアホタレから視線をずらして、私は言葉の続きを口にしました。

「楽しかった……です」

　視線を外していたからアホタレの顔は見えませんが、それでもアホタレが笑ったのが気配でわかりました。

「楽しんでもらえて、なによりだよ。オレも楽しかったしさ」

「レックス様も？」

「ああ。オレもスケッチしてたんだ」

　私は外していた視線をアホタレに戻しました。

「いつの間に？」

「アンジュが描かいてる間にだよ」

「全然、気づきませんでした……」

「ほら、これだよ」

　アホタレは小こ脇わきに抱かかえていたスケッチブックを開いて、差し出してきました。

　受け取り、見て、私は思わず「あ……」と声に出して驚いてしまいました。

　アホタレのスケッチブックに描えがかれていたのは、私だったのです。

「似てるだろ？」

　返答に困りました。

　似ているか似ていないかということで言えば、似ているでしょう。

　……が、如何いかんとしたことか……。

　アホタレが描いた私は、凜り々りしい表情をしているわけでも穏おだやかに微笑ほほえんでいるわけでもなく、怒いかり顔で杖つえを振りかぶっていたのです。

「あ、あの、これは……？」

「ああ、それ、アンジュのイメージ」
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「わ、私のイメージ……？」

　目眩めまいがしました。

「わ、私って、そんなに怒おこってばかりいますか……？」

　問うておいてなんですが、答えは私自身が誰よりも知っていました。

　王都にいた頃も、旅立ってからも、たしかに私は怒ってばかりいました。

　王都にいた頃は私を見下す貴族たちに。旅立ってからはだらしのないアホタレに。

「私、いつもこんな顔をしているんですね……」

「そーだなー。でも……」

　スケッチブックを閉じてため息をついた私に、アホタレは言いました。

「オレは、アンジュの怒ってる顔、好きだぜ」

「へっ？」

「アンジュがいっつも怒ってるのは、いつだって一いつ生しよう懸けん命めいな証しよう拠こだもんな。だから、オレはアンジュの怒った顔、好きだぜ。オレはこんなんだからさ、アンジュみたいにいつだって一生懸命なヤツってさ、ホント、スゲェって思うよ」

「い、いっしょう、けん……？」

　私の顔は、今にも火を噴ふきそうなぐらいに熱くなっていました。

　初めてでした。

　怒った顔が一生懸命な証拠だなんて言われたのは。

　怒った顔を好きだなんて言われたのは。

　そもそも、男性に『好き』と言われた経験自体が初めてなのです。

　もちろん、アホタレの言う『好き』がいわゆる恋愛的な意味での『好き』とは違うということは、わかっています。

　でも。わかっていても、それでも『好き』という言葉には、凄すさまじい破は壊かい力りよくがありました。

　いえ、もちろん破壊力というのは比ひ喩ゆ表現であって実際になにかが破壊されたというわけではないのですががががが。

　と、とにかく！

「へ、へへ、変なことを言わないでください！」

「ん？　オレ、変なこと言ったか？」

「い、言いましたよ！　言いましたとも！　怒った顔が、す、す、す──」

「好き？」

「そう、それです！」

「好きがダメなのか？」

「駄だ目めです！　金こん輪りん際ざい、禁止です！」

「可愛かわいいがダメとか好きがダメとか、アンジュはダメな言葉が多いなー」

　アホタレはため息交じりに言って──それから、小さく苦笑しました。

「ま、いいや。アンジュらしくなってきた」

　アホタレのその言葉に、私は喉のどから今にも飛び出しそうになっていた次の怒ど声せいを吞のみ込みました。

「ど、どういう意味ですか？　それは」

「いつもの調子が戻ってきたってことだよ」

　あ……。

　言われてみれば、たしかに。

　ついさっきまで、私は一人きりの部屋で塞ふさぎ込んでいました。

　アホタレを怒ど鳴なる気力さえありませんでした。

　でも今は、こうしていつものようにアホタレを怒鳴りつけています。

　いつものように。

　アホタレのおかげで、私はいつもの私を取り戻すことができたのです。

「がんばろうぜ、アンジュ」

　アホタレが言いました。

「兄貴がなにを考えていようとさ、オレたちのやることは変わんねーよ」

「そう……なんでしょうか」

　私は、この三日間抱かかえ続けた不安を口にしました。

「もし、レイヴェン様が私たちを利用して竜宝玉カーバンクルを集めようとしていたのだとしたら、レイヴェン様は私たちが魔ま王おうを倒せるなんて、本当はこれっぽっちも思っていないのかもしれませんよ……？　魔王打倒の命令は、あくまでも方便にすぎないのかも……」

「それは、ないと思うぞ」

　アホタレは窓のほうに歩いて、カーテンを開けました。

　西日は夕日に変わっていて、橙だいだい色いろの光が室内を満たしました。

「ああ見えて、兄貴は噓うそは言わないんだ。都合の悪いことを黙だまってるってのはしょっちゅうだけどな」

「では、レイヴェン様は……」

「兄貴が、オレたちなら魔王をやっつけられるって言ったんなら、兄貴はホントにそう思ってるんだと思う。それにさ、竜王ドラゴンロードに会うために竜宝玉を集めるって決めたのは、オレたち……ってか、アンジュだろ？」

「え、ええ……」

　たしかに、私たちはレイヴェン様に魔王の打倒を命じられはしましたが、その方法についてはなんの指示も受けてはいません。竜王シグルドに協力を求めることを決めたのも、そのために竜宝玉を集めると決めたのも、他ほかならぬ私たち自身なのです。

「オレさ、ちょっと後悔してるよ」

　横顔を夕日の色に染めたアホタレが、小さなため息をつきました。

「もっとちゃんと、兄貴と話をすればよかった。兄貴がなにを考えてるのか、よくわかんねーんだよなぁ……」

「ユーリアさんの復ふく讐しゆうではないのですか？」

　うーん、と唸うなってアホタレは首の後ろをさすりました。

「それはそうなんだろうけど……なんとなく、他ほかにも理由がある気がするんだよな」

「他の理由……というと？」

　アホタレは浅くうつむいて首を横に振りました。

「わかんねー。ユーリアがなんで殺されたのかもわかんねーし」

「そうですね……」

　竜王ドラゴンロードシグルドほどの存在が、なぜユーリアさんを殺したのか。それは、大きな謎なぞです。

「ユーシスは、本当に、竜王が憎にくいだけだと思うんだ。でも、兄貴はたぶん、他に理由がある。……勘かんだけどな」

「レックス様の勘は当たりますから……レックス様がそうお思いなら、きっとそうなのでしょう」

　正直、私にはよくわかりません。

　ユーシスがシグルドを憎んでいるのは、間違いないでしょう。彼女の口振りや表情には、お姉ねえさんを殺したシグルドに対する押さえきれない憎ぞう悪おが滲にじみ出ていました。

　レイヴェン様も……。

　ユランを切り刻んだレイヴェン様の剣けんに、躊躇ためらいは感じられませんでした。ドラゴンを殺すことに、レイヴェン様が良心の呵か責しやくを覚えていないことは間違いないでしょう。

　ユーリアさんを殺したシグルドを、レイヴェン様は憎んでいます。

　ですが、アホタレは復讐だけがレイヴェン様の目的ではないと言います。

「次に会ったら、ちゃんと話さないとなー」

「……そうですね」

　レイヴェン様もユーシスも、逃げる私たちを追ってはきませんでした。

　しかし、レイヴェン様がユランの竜宝玉カーバンクルを持っている以上、会わないわけにはいきません。

　レイヴェン様が私たちの持つオルリスの竜宝玉を求めたように、私たちもレイヴェン様の持つユランの竜宝玉がどうしても必要なのです。

　レイヴェン様と刃やいばを交えるような展開にだけはなってほしくはありませんが、覚かく悟ごはしておかなければならないでしょう。

　私は両手で自分の頰ほおをバシバシと叩たたきました。

　レイヴェン様がなにを考えていようと、アホタレの言うとおり、私たちの旅の目的は変わりません。

　がんばらなければ。

「お、気合い注入？」

「はい」

　と答えた直後でした。




　ぐーっ。




　と、私のお腹なかが盛大に鳴ったのは。

「おお、すげえ音だな」

「い、言わないでくださいっ」

　この三日間、私はまともに食べていませんでした。

　さっきまでは食欲なんてかけらもなかったのですが……。

「よっしゃ、んじゃメシ食いに行くか。美う味まいメシ屋見つけたんだ」

　間違いなく真まっ赤かになっている私の顔の前に、アホタレの手が差し伸のべられました。

「あ、ありがとうございます」

　力強くあたたかい手に引かれて、私はベッドから立ち上がりました。




　宿を出たところで、買い物から帰ってきたトモエさんと出くわしました。

　トモエさんはトレードマークであるメイド服をかっちりと着込み、黒髪かみにはお馴な染じみの白いヘッドドレスを飾っていました。どうやら同じ物が見つかったようです。

　私たちはこれから食事に行く旨むねを伝え、「トモエさんも一いつ緒しよにどうですか？」と誘さそいました。

「喜ん──」

　喜んでご一緒させていただきます。

　トモエさんは、きっとそう言おうとしたのだと思います。

　しかし、トモエさんはなにかに気づいたかのように一いつ瞬しゆん、目を大きくすると、にっこりと微笑ほほえみました。そして、言いかけたのとは別の言葉を口にしたのです。

「私のことはどうかお気になさらず、おふたりで行ってらっしゃいませ」

　トモエさんは気づいたのです。

　私とアホタレの手が繫つながれていたことに。

　部屋からずっと、アホタレの手は私の手を握にぎりしめていました。

　握り合っているわけではなく、アホタレが一方的に私の手を握っているだけですから、繫いでいるという表現は正確ではないでしょう。

　ですが、私が拒否していない以上、繫いでいるのも同然です。

　もちろん、振り払はらってしまおうと何度も思いました。けれど、私の手を引いて歩くアホタレはなんだかとても嬉うれしそうで……どうしても振り払はらえなかったのです。

「ごゆっくり、お楽しみくださいませ」

　笑顔でハンカチを振るトモエさんに見送られて、私とアホタレは食事に出かけました。

　アホタレが言っていたお店は、私たちが滞たい在ざいしている星せい雲うん区画と富ふ豪ごうや貴族が住む月げつ光こう区画とを仕切る壁のすぐ側そばにありました。

　麵めん料理のお店だったのですが、美お味いしかったです。ランドールで麵料理といえば、挽ひき肉にくのソースを麵にかけていただくのが普通ですが、こちらの麵料理は麵をたっぷりのスープにつけて食べるタイプのものでした。

　弾だん力りよくの強い麵は嚙かむほどに小麦の味が口の中に広がり、スープは複雑かつ豊ほう潤じゆんで……おもわずおかわりしてしまいそうになったほどです。小しよう食しよくな私ではどんなに美味しくても二杯目までは食べきれませんから、断念しましたが。

　お店を出ると、外はもうすっかり暗くなっていました。

「ここも、コスモスとあまり変わりませんね」

「暗いってことか？」

「ええ……」

　コスモスは天空観測所のあった街の名前です。

　フェブロニア領内でありながら、コスモスの夜は暗あん澹たんとしていました。

　そして、それは帝てい都とも同じでした。

「あっちのほうは明あか々あかしてるんだけどな」

　アホタレがそう言って顔を向けたのは、太たい陽よう区画のほうです。

　皇こう帝てい城じようアマリリスや有力貴族の邸てい宅たくだけでなく、重要な研究施設が集まっている太陽区画は、デンキの明かりによって煌こう々こうとしていました。

　大商人や準貴族たちの区画である月光区画にもデンキの明かりはそれなりに灯ともされているのですが、一般庶しよ民みんの区画であるここ星雲区画は冷え冷えとした夜の帳とばりにしっかりと覆おおわれていました。

　通りには街灯らしき物もあるにはあるのですが、点ついていないのです。

「昨日きのう、店のおっちゃんが言ってたんだけどさー。この辺も、ちょっと前までは夜でもそこそこ明るかったらしいぜ。でも、最近はデンキがほとんど回ってこないって愚ぐ痴ちってたぞ」

「戦争の影響でしょうか……」

「そーゆーことなのかな。わかんねーけど」

　アホタレは頭の後ろで手を組んで言いました。

「なあ。せっかくだしさ、散歩していかね？」

　なにがどう『せっかく』なのかはわかりませんが、私もちょうどもう少し夜風に当たっていきたいと思っていたところではありました。

　それに、今日きようの私はアホタレの誘さそいを断ることはできません。

「かまいませんよ」

　あなたがそれを望むなら、と心の中で付け足します。

「へへっ」

　アホタレは歯を見せて嬉うれしそうに笑いました。

　散歩の誘いに私が応じた。たったそれだけのことがどうしてそんなに嬉しいのか私には理解できませんが……喜んでもらえたのなら、私も嬉しいです。

「んじゃ、行こうぜ。……ん？」

　不意に、アホタレが視線を斜ななめ上の方向に動かしました。

　つられて同じ方向に目をやった私は、星空を背景に宙を舞う小さな人影を目もく撃げきすることになりました。

「あれは……」

　女の子……でしょうか。

　白く長い髪かみを頭の片側で束ねた少女が、マントを靡なびかせ、星せい雲うん区画と月げつ光こう区画を仕切る壁の上を疾しつ走そうしていたのです。

　そして、どうやら少女は追われているようでした。

　それも、人ならざるモノに。

「なんだ、ありゃ？　マモノか？」

「いえ……あれは、おそらくガーゴイルです」

「がーごいる？」

「ゴーレムの一種ですよ」

「ってことは、生き物じゃないんだな？」

「そうです」

　ガーゴイルはゴーレムの一種。すなわち、魔ま法ほうによって生み出された生物型の兵器です。

　その姿すがたは創造者によって多少の差異はあるものの、人の身体からだに烏からすの頭と羽というのが基本的な姿です。

　少女を追っているガーゴイルは──いえ、ガーゴイルたちは実に基本に忠実な姿をしていました。

　数は四……いえ、私の目ではっきりと捉とらえられただけで、五体いました。

　少女はかなりの健脚の持ち主でしたが、闇やみ色いろの羽を広げて空を駆かけるガーゴイルたちは疾はやく、少女は私たちの視界から消え去る前に追いつかれ、囲まれてしまいました。

「助けるぞ」

「えっ？　あっ、ちょっ──」

　ちょっと待ってください、と言い終えるよりも先に、アホタレは私を抱だきかかえて跳とんでいました。

　着地したのは、少女の傍かたわら──つまりは、ガーゴイルたちのただ中です。

「よう」

「……!?」

　アホタレに声をかけられた少女は、息を吞のんで素速く身構えました。

「オレたちは味方だよ」

　アホタレはニッと歯を見せて少女に笑いかけると、抱かかえていた私を下ろして腰こしの剣けんを抜き放ちました。

　アホタレの言う『オレたち』には、当然、私も含まれているのでしょう。

　私は横目で少女を見ました。

　非常に愛らしい顔立ちをしていますが、私たちに向けられているまなざしは鋭するどく、構えにも隙すきがありません。手には片刃の短たん剣けんが握にぎられています。……ただ者ではありません。

　しかし、味方に付くべきは、やはり少女のほうでしょう。

　私は正面にいるガーゴイルを──正確には、ガーゴイルの胸を睨にらみました。

　胸の真ん中よりやや左。人間でいえばちょうど心臓のあたりに、百ゆ合りの花をモチーフにしたフェブロニア軍の紋もん章しようが刻印されているのです。

　それは、彼らがフェブロニア軍の魔ま法ほう兵器であることを証明していました。

　フェブロニアはカガクの国であると同時に魔法の国でもあります。フェブロニアがガーゴイルをはじめとするゴーレムを兵器として利用しているという話は、聞いたことがありました。

　フェブロニアのガーゴイルに追われているということは、少女はフェブロニアに敵対している存在ということになります。

　ただの盗人ぬすつと……といった可能性も考えられますが、先程見た少女の目には、確固たる決意が見て取れました。あれは、あの目は、ただの盗人とは思えません。

　少女は、なんらかの譲ゆずれない目的を持ってフェブロニアに敵対しているのです。

　敵の膝ひざ元もとで目立つ真ま似ねはしたくありませんでしたが、仕方ありません。

「おまえら、女の子に寄ってたかってってのは感心しないぞ」

「男です」

　ガーゴイルたちに向けて言ったアホタレに言葉を返したのは、当のガーゴイルたちではなく、少女でした。

「僕ぼくは男です」

「えっ？　そうなの？」

　アホタレが驚きの声をあげて少女を──いえ、少年を見ました。

　というか、なんですかその残念そうな顔は。

「なにか期待を裏切ってしまったようですが、僕は男です」

　憮ぶ然ぜんとした口く調ちようで言った少年の声は、声変わり前特有の高さを残してはいたものの、たしかに男の子の声でした。

　もちろん、私も驚いていました。一いち瞥べつした限りでは、少年は少女──それも頭に美の付く少女にしか見えませんでしたから。

　まじまじと見たいところではありますが、油断はできません。ガーゴイルの強さは、並の剣けん士しよりも数段上なのです。

「ま、男でもいいや。とにかく、一人に寄ってたかってってのはカッコ悪いぜ」

「レックス様。ガーゴイルに言葉は通じませんよ」

　ゴーレムといっても、ガーゴイルはトモエさんのように高い知能を有しているわけではありません。知能もなく意志もなく、ただ与えられた命令どおりに戦うだけの兵器なのです。

「そっか。んじゃ、ちゃっちゃと終わらせちまうか」

　アホタレが言い終えるのと同時に、ガーゴイルたちが一いつ斉せいに動きました。

　短たん剣けんほどの長さを持つ鉤かぎ爪づめを振りかざし、襲おそいかかってきます。

　既すでに〝精神の糸〟を紡つむぎ終えていた私は、それを〝世界の傷〟へと突つき刺さして呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　──が、その行為は魔ま法ほうの発動という結果を生むことはありませんでした。

　私が呪文を唱となえ終えるよりも先に、アホタレが五体のガーゴイルを全すべて切り伏せてしまったのです。

「す、すごい……」

　短剣を構えたままの体勢で、少年が震ふるえた声を出しました。

　驚いて当然です。五体ものガーゴイルを瞬しゆん殺さつなんて、人間業わざじゃありません。

「あ、あなたたちは一体……」

「それは、こちらの台詞せりふです」

　私は少年に問い返しました。

「あなたこそ何者なのです？　なぜ、フェブロニアのガーゴイルに追われて──」

「暗殺や」

　独特のイントネーションが、私の言葉を遮さえぎりました。

　声の聞こえた方向──正面に顔を向けた私は、「あっ」と驚きの声をあげることになりました。

「ジェイド！」

　フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人にして、四天竜ノーブルドラゴン──黒こく竜りゆうヴリトラでもある男が、いつの間にかそこに立っていたのです。

　よっ、と軽いノリで片手を上げたジェイドの顔には、悪気のない笑みが浮かんでいました。

「また会えて嬉うれしいで」

　アホタレは「よう」と笑顔で挨あい拶さつを返していましたが、私はそんな気にはなれません。

「なぜ、あなたがここに……」

「なんでって、ワイ『恒久平和の実現者ピースメーカー』やもん」

「そういう意味じゃありません！」

『恒久平和の実現者』であるジェイドが帝てい都とにいても、なんの不思議もありません。私が訊ききたいのは、ジェイドがなぜこの場に──アホタレと私の前に現れたのかということです。

「ワイ、ねえちゃんたちに会いにきたわけやあらへんで」

　ジェイドは腕うでを組み、首を横に傾かたむけて言いました。

「そっちのボクちゃんを追いかけてきたんや」

　首を傾けたまま、視線と顎あごで私の傍かたわらに立つ少年を指し示します。

　少年はまるで猫ねこが全身の毛を逆立てるように、小さな身体からだから殺気を立ち上らせました。

「彼は、一体何者なんです？」

「んー……」

　少年の正体を問われたジェイドは、難しい顔で首の後ろをさすりました。

「説明がちーっとばっか面倒やねんけど、一言で言うなら、暗殺者やな」

「暗殺者……？」

「ねえちゃんの隣となりでおっかない顔しとるボクちゃんはな、ティアマリアを殺そうとしたんや。皇帝城アマリリスに忍しのび込んでな」

　ジェイドの答えは、目を見開かずにはいられないものでした。振り向いたアホタレも目を丸くしています。

　少年は無言のまま殺気を漂ただよわせています。否定の言葉がないということは、ジェイドの言っていることは事実なのでしょう。

「んじゃ、ジェイドはあの子を捕つかまえにきたのか」

「せや。ティアマリアを守るんが、今のワイの最優先事項やからな」

　答えて、ジェイドは自分の言葉にうんうんと頷うなずきました。

「ならば、さっさと仕事を済ますんだな」

　声。

　それも背後からの。

　少年と同時に振り返った私は、そこに立つ人物の眼光に圧おされて後ずさってしまいました。

　男です。

　年は二十代の後半から三十代の前半といったところでしょうか。

　長身で瘦そう身しん。緩ゆるく波がかった長い髪かみの色は、濃こい金。十分に美形の範はん疇ちゆうに入る顔立ちをしてはいますが、『優ゆう雅が』や『優美』といった表現はまったく相応ふさわしくありません。

　男は美しさと同時に獰どう猛もうな肉食獣じゆうの如ごとき野生をも感じさせる容よう姿しの持ち主でした。

　身を包むフェブロニアの軍服は大きく前が開けられており、鋼はがねのような胸板が露あらわになっています。

　そして、胸板にも袖そでが捲めくり上げられて露あらわになっている腕うでにも、無数の傷きず痕あとが見て取れました。

　手にしているのは、長槍やり……ではなく、槍の穂ほとは別に戦せん斧ぷの刃やいばをも備えた竿状武器ポールウエポン──斧槍ハルバードです。

　初めて見る顔です。ですが、私には男が何者なのか一目でわかりました。

　この容姿……この並々ならぬ気配……。

　ここが帝てい都とであることも鑑かんがみれば、男の正体は明白でした。

「ヨアキム＝フィガロ……」

「お？　なんか聞いたことのある名前だな」

　呻うめくように言った私に、アホタレが緊きん張ちよう感のない声を返してきました。

「ジェイドと同じ『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人……フェブロニア最強の剣けん士しと名高い『白びやつ虎こ』……ヨアキム＝フィガロ大たい佐さですよ」

「へー。有名人だな」

　有名人なんて生なま易やさしいものじゃありません。カガクと魔ま法ほうの国であるフェブロニアに於おいて剣けんの腕一本でのし上がったとされる『白虎』の実力は、『剣けん聖せい』の異名を取るレイヴェン様に匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がすると噂うわさされるほどで、事実、我がランドール軍はヨアキム＝フィガロ率いる部隊──白虎隊に、幾いく度どとなく打ち負かされているのです。

「おまえたちは……ランドールの人間か？」

「せや。そっちのにいちゃんはハイドフェルト家の次じ男なん坊ぼうで、ねえちゃんのほうはそのお目付役や」

「ほう」

　ヨアキム＝フィガロは獲え物ものを狙ねらい定める獣けものの如ごとく目を細めました。

「ソーマに煮にえ湯を飲ませたというのは、おまえたちか」

「……だとしたら、どうだというのです？」

　杖つえを構えつつ言った私の声は、かすかに震ふるえてしまっていました。

　ヨアキム＝フィガロはまだ斧槍を構えてもいなければ明確な敵意を向けてきてもいませんが、それでも鍛きたえ抜かれた肉体からは圧倒的な力の気配が抑おさえきれずに溢あふれ出ていました。

　悪意を含まない純粋な力そのものといったこの感じは、かつて戦った魔ま界かいの王女・アイネイアによく似ています。

「おまえたちもそこの子供と同様、ティアマリアの命を狙ねらっているのか」

「んにゃ、オレたちはたまたまこいつが追いかけられてるのを見つけて助けただけだ」

　アホタレが答えて、少年の頭の上にポンと手を載のせました。

　少年は顔を顰しかめはしたものの、なにも言わず振り払はらおうともしませんでした。

「では、おまえたちはなぜ帝てい都とにいる？」

「竜宝玉カーバンクルだよ。ジェイドの竜宝玉をその……なんてったっけ？　ティアマリア？　が持ってるっていうから、譲ゆずってもらいにきたんだ」

「レックス様！」

　バカ正直に答えてしまったアホタレに、私は頭を抱かかえずにはいられませんでした。

「あっはっはっ。にいちゃんは相変わらず正直モンやなー」

「いやぁ」

「照れないでください！」

　ああもう！

　毎度のこととはいえ、アホタレには今この状況がピンチであるということがまったくわかっていないようです。

「んで、ヨアキムはなんでここにおんねん？」

　ジェイドが後頭部を搔かきながら、もう一人の『恒久平和の実現者ピースメーカー』に問いを向けました。

「ティアマリアを守るんは、ワイの仕事やで」

「たった一人で皇帝城アマリリスに乗り込んだ愚おろか者に興味があっただけだ。気に食わんか？」

　ジェイドは肩かたを竦すくめつつ首を横に振りました。

「そんなことはあらへんよ。ただ、ちょっと心配になっただけや」

　……心配？

「あんさん、最近──」

「おまえに案じてもらうようなことは、なにもない」

　遮さえぎって、ヨアキム＝フィガロは斧槍ハルバードを構えました。

「結局のところ、彼らは全員ティアマリアの敵なのだろう？　ならば、討うつぞ」

　長大かつ超重量武器である斧槍は、とても片手で扱える代しろ物ものではありません。しかし、さすがは『白びやつ虎こ』といったところでしょうか。斧槍を、まるで棒ぼう切きれでも持っているかのように軽々と片手で構えています。

「ワイとしてはにいちゃんらとはやりたくないんやけど……この場合、しゃーないな。覚かく悟ごしたってや」

　ジェイドはそう言うと上うわ衣ぎの懐ふところから黒い立方体を取り出しました。

　キューブ。

　普段はサイコロとしても使えないただの立方体にすぎませんが、戦闘時には六種類の強力な武具に変形する非常に厄やつ介かいな代物です。

「キューブ展開。形態──忍者刀ニンジヤソード」

　ジェイドが呪じゆ文もんのように呟つぶやきつつキューブを中空に放ると、黒い立方体は瞬しゆん時じにその形態をカタナへと変化させました。

　周囲の闇やみよりもなお暗い──塗りつぶしたような漆しつ黒こくの刃やいばが、ジェイドの器用な手さばきに応じてくるくると躍おどります。

「……っ」

　ぎりっと奥歯を嚙かみ鳴らしたのは、他ほかならぬ私です。

　よもや、こんなところで『白びやつ虎こ』と『蛇だ蝎かつ』……『恒久平和の実現者ピースメーカー』を二人も同時に相手にする羽目になるなんて……。

　しかも、状況はこちらに不利です。

　近接戦闘のできない私は、呪じゆ文もんを唱となえている間、アホタレに守ってもらうしかありません。が、敵は二人。それも、どちらも人間離れした強さの持ち主なのです（ジェイドはそもそも人間じゃありませんが）。

　いくらアホタレとはいえ、『白虎』と『蛇蝎』を同時に相手にできるかどうか……。

「『蛇蝎』は僕ぼくが引き受けます」

　少年が前へと歩み出てアホタレの隣となりに並び、改めて短たん剣けんを構えました。

「あなたは『白虎』をお願いします」

「いいけど……無茶はやめろよ」

　アホタレの言葉に頷うなずいて、少年は小さな身体からだに不ふ釣つり合いな殺気をほとばしらせました。

「お？　そういう展開なん？　……ま、ちょうどええか」

　ジェイドが腰こしを深く落として漆しつ黒こくのカタナを構えます。

「んじゃ、オレの相手はアンタだな。よろしく頼むよ」

　アホタレはヨアキム＝フィガロに身体からだごと向き直ると、静かに息を吐はきながら全身を弛し緩かんさせました。

　やる気のかけらもなさそうに見えますが、これがアホタレの本気の構えなのです。

　アホタレがいきなり本気を出そうとしている……。それは、『白虎』ヨアキム＝フィガロが本気で臨のぞまなければ太た刀ち打うちできない相手であるということの証明でした。

「『剣けん聖せい』の弟か……。その力、試させてもらうぞ」

　斧槍ハルバードをゆっくりと上段に構えたヨアキム＝フィガロの顔には、血に飢うえた獣けもののような獰どう猛もうな笑みが浮かんでいました。




　アホタレの暗黒剣デスブリンガーとヨアキム＝フィガロの斧槍との激げき突とつは、空気だけでなく足場である壁さえをも震ふるわせ続けていました。

　ヨアキム＝フィガロが強敵であることは戦う前からわかっていましたが、いざその強さを目まの当たりにしてみると、やはり驚かされます。

　アホタレ相手に一歩も引かないどころか時折口くち許もとに笑みさえ滲にじませているのですから、尋じん常じようではありません。

『白虎』は、戦いの神としても崇あがめられる東方の神しん獣じゆう──のはずですが、名前負けはまったくしていません。

　雪色の髪かみの少年にも驚かされました。皇こう帝てい城じように忍しのび込み、ここまで逃げおおせてきた時点でただ者ではないことはわかっていましたが、予想以上です。

　少年は小さな身体からだを疾はやく細かく動かし、短たん剣けんを巧たくみに操あやつって、ジェイドの繰くり出す斬ざん撃げきのことごとくを受け流しては懐ふところに飛び込み、反はん撃げきの刺し突とつでジェイドの表情を強こわ張ばらせているのです。

　ヨアキム＝フィガロのしなやかかつ力強い身のこなしを虎とらとするなら、少年の身のこなしは鼠ねずみです。

「すばしっこいやっちゃな、ホンマに！」

　ジェイドが苛いら立だった声をあげました。

　アホタレとヨアキム＝フィガロの戦いは今のところまったくの互ご角かくに見えますが、少年とジェイドの戦いはむしろ少年のほうに分ぶがあるようにも見えます。

　しかし、それでも不利なのは私たちのほうです。

　なにしろ、ジェイドは四天竜ノーブルドラゴン──黒こく竜りゆうヴリトラなのです。追い詰つめられた彼が真の姿すがたを解放すれば、私たちに勝ち目はないでしょう。

　なんとしても、ジェイドが本気を出す前に彼を倒すなり気絶させるなりするしかありません。

　私は杖つえの先をジェイドに向けました。

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようは既すでに完了しています。

　まずはジェイドから──。

　素速く動き回っているジェイドに魔ま法ほうを当てるのは容易ではありません。

　チャンスは、少年がジェイドの体勢を崩くずしてくれた時。その時を待って──。

「おおっ！」

　野太い雄お叫たけびとともに一ひと際きわ大きな金属音が聞こえて、私は振り返りました。

──レックス様！

　ヨアキム＝フィガロの強きよう烈れつな一いち撃げきに弾はじき飛ばされたらしいアホタレが、壁の縁ふちで身体からだを大きく傾かたむけていました。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　ジェイドに使うつもりだった魔法を、私はアホタレの手前の空間めがけて放ちました。

　杖つえの先からほとばしった青白い電光は、体勢を崩くずしたアホタレにとどめを刺さそうと肉にく薄はくしたヨアキム＝フィガロを直ちよく撃げきして激しく光りました。

　ヨアキム＝フィガロを直接狙ねらっても、まず当たりません。ですが、動きを先読みして、相手がくるとわかっている地点に攻こう撃げきを置いておけば、当てられます。今は、ヨアキム＝フィガロが最短距きよ離りでアホタレに肉薄することが容易に予測できました。

　ヨアキム＝フィガロがいくら強いといっても、彼は人間です。人間の魔法抵抗力で私の魔法の直撃に耐えられるはずがありません。

　倒した。そう思いました。確信しました。

　しかし、私の確信は一いつ瞬しゆんで打ち砕くだかれることになりました。

「やるな、魔ま法ほう使つかい！」

　その身に絡からみついた電でん撃げきの網あみを──人間には耐えられるはずのない魔法を、ヨアキム＝フィガロは腕うでの一振りで引きちぎり、打ち消してしまったのです。

「一瞬、意識が飛びかけたぞ」

「あ、あなたは……」

　情けないことに、動揺が声に表れてしまいました。

「あなたは、まさか……」

　人間には耐えられない攻こう撃げきに耐えたということは、彼は人間ではないということです。

「魔ま人じん……」

「獣じゆう人じんだ」

　私の言を一言で訂てい正せいして、ヨアキム＝フィガロは乱れた前髪がみを無む造ぞう作さに撫なでつけました。

「獣人？　では、あなたの出身は……」

「そうだ。俺おれはダヤンの生まれだ」

　ダヤンは、アデール大陸の東南部に広がる山さん岳がく地帯の名称です。

　一年を通して雨が少なく、存在するのは渇かわいた岩山ばかりという人が生きるには過か酷こくすぎる土地ですが、古来よりそこにはその身を獣けものに変じることのできる人々が棲すむと言い伝えられてきました。

　それが、ダヤン人。またの呼び名を、獣人。

「獣人を見るのは、初めてか？」

「え、ええ……」

　ヨアキム＝フィガロが、まさか獣人だったなんて。

　驚かされましたが、納得もできました。

　彼の人間離れした強さも、人間離れした魔法抵抗力も、そもそも人間ではなかったのだとすれば不思議ではなくなります。

「獣……いえ、ダヤン人のあなたがなぜフェブロニア軍に……」

「獣人でいい。その呼び名は俺おれたちにとっては誇ほこりだ。蔑べつ称しようには当たらない」

　言って、ヨアキム＝フィガロは斧槍ハルバードを自らの肩かたに載のせました。

「……わかりました。では、改めて問います。獣人のあなたがなぜフェブロニア軍に身を置いているのです？」

「気になるか？」

「あなたたち獣人は、魔人にも勝まさる強きよう靱じんな肉体を持ちながら、争いを嫌きらう心穏おだやかな種族であると聞いています」

「おまえの言うとおりだ、魔ま法ほう使つかい。だが、俺おれは自ら望んでティアマリアに仕つかえている。どこにだって変わり者はいるということさ」

　私の視線は、答えるヨアキム＝フィガロの後ろに立つアホタレの姿すがたを捉とらえていました。

　私とヨアキム＝フィガロが話している間に、壁の縁ふちから移動したのです。

　私がアホタレなら容よう赦しやも遠えん慮りよもなく背後から切りかかっているところですが、アホタレはそうはしません。

　アホタレの動きにはヨアキム＝フィガロもとっくに気づいているでしょうから、仮に切りかかったところで倒せはしないでしょうが。

「無む駄だ話ばなしはもういいだろう。……続きをしようか」

　ヨアキム＝フィガロは肩かたに載のせていた斧槍ハルバードを改めて構えつつ振り返りました。やはり、アホタレの動きに気づいていたのです。

「そっか。あんた、人間じゃなかったのか。どおりで滅め茶ちや苦く茶ちや強いわけだ」

「人ではないのはおまえも同じだろう？」

「オレは一応、人間のつもりなんだけどな」

「人の皮を被かぶった竜りゆう。俺おれの目にはそう見えているよ」

「あんま嬉うれしくないな、それ」

　フッと小さく笑って、ヨアキム＝フィガロは全身に闘とう気きを漲みなぎらせはじめました。

　対するアホタレも、自然体ながらヨアキム＝フィガロのそれに匹ひつ敵てきする闘気を充満させています。

　人の姿に人を超えた力を宿したふたりの剣けん士しは、同時に地面を蹴けり合って瞬しゆん時じに肉にく薄はく、暗黒鉄製デスメタルの騎き士し剣けんと超重の斧槍とを激げき突とつさせました。

　耳が痛くなるような金属音が響き渡るのとともに、ほとばしったふたりの力が、足場になっている壁に深いヒビを刻み込みました。

　私に言わせればふたりとも立派な怪物ですが……この場には、文字どおりの怪物がいることを忘れてはいけません。──ジェイドです。

　私は少年とジェイドの戦いへと視線を戻し──異変を目もく撃げきしました。

　少年が長い雪色の髪かみとマントを炎ほのおのように逆さか巻まかせ、乳にゆう白はく色しよくの光を全身からあふれさせていたのです。

　魔法？

　いえ、あんな魔法は見たことがありません。呪じゆ文もんを唱となえていた様子もありません。

　となると──。

　少年は脚あしのバネを利かせて高く跳とぶと、短たん剣けんを持っていない右手の人差し指を眼下へと突つき出し、声変わり前の甲かん高だかい声を夜気に響かせました。

「〝聖竜槍ドラゴンランス〟！」

　少年の全身からあふれていた光が渦うずを巻いて人差し指の先へと集まり、音もなく弾はじけました。

　弾けた光は無数の輝く突ラ撃ン槍スと化し、人差し指の向けられた先──すなわちジェイドめがけて疾しつ走そうを開始しました。

「うわわわっ！」

　ジェイドにとっても意外な攻こう撃げきだったのでしょう。明らかに反応が遅れていました。

　漆しつ黒こくのカタナを素速く操あやつって降り注ぐ突撃槍の多くを弾はじき飛ばしはしたものの、全すべてを防ぐことはできませんでした。

　突撃槍の一本に左脚あしを貫かれたジェイドは、訝いぶかるように眉まゆ根ねを寄せた後、急に白目を剝むいて倒れました。

「ジェイド！」

　私は思わずジェイドに駆かけ寄っていました。

　彼は敵です。私自身、彼を倒そうとしていました。

　しかし、一度は力を合わせて共に戦った相手です。憎にくみきれません。

「ジェイド……」

　ジェイドは白目を剝いたまま、完全に意識を失っていました。しかし、呼吸はいたって穏おだやかです。

「心配要いりません。傷一つつけてはいませんから」

　それは、私の傍かたわらに降り立った少年の言葉です。光は消え、逆さか立だっていた髪かみも元に戻っています。

「傷一つって……あ」

　突撃槍に貫かれたジェイドの脚は、服に穴も開いていなければ血が流れ出てもいませんでした。突撃槍はジェイドが倒れる直前に消えています。

「これは……」

「僕ぼくが攻撃したのは、彼の肉体ではなく精神です。手加減はしませんでしたが、彼なら半日程度で目を覚ますでしょう」

「あなたは……あなたも、人間ではありませんね？」

　私の問いに、少年は答えませんでした。

　否定しなかったということは、間違いないでしょう。

　少年は、魔ま人じんです。

　呪じゆ文もんを唱となえずに魔ま法ほうめいた力を使ったのが、その証しよう拠こです。

「油断はしないでください。敵はまだ残っていますよ」

　そう言って、少年はマントを翻ひるがえしました。

　私はジェイドを一いち瞥べつして、それからアホタレとヨアキム＝フィガロの戦いに目を向けました。

　ジェイドは昏こん睡すいしています。少年の言うとおり、しばらくは目を覚ましそうにありません。これで、この戦いは一気にこちらが有利になりました。

　アホタレとヨアキム＝フィガロは、それぞれの刃やいばを迅じん雷らいの如ごとく振るい、衝しよう撃げき波はさえ伴った金属音を絶え間なく響かせています。

　力と疾はやさではアホタレが上回っているように見えました。しかし、身のこなしと刃を操あやつる技術はヨアキム＝フィガロに分ぶがあるように見えます。つまりは、互ご角かくです。

　激しく打ち合いながらも、ふたりの表情はどこか楽しげにも見えました。殺し合いをしているというよりは、純粋に互たがいの力を比べ合っているといった感じです。

　アホタレがあんなふうに生き生きと剣けんを振るっている姿すがたは珍めずらしい……というか、初めてかもしれません。

　割って入るのが無ぶ粋すいにも思えてしまいますが、そんなことは言っていられません。

「ここまで、だな」

　私が呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ろうとしたその時、ヨアキム＝フィガロがぽつりと言って大きく跳とび退のきました。

「この場は、こちらの負けだ。退ひかせてもらう」

　ヨアキム＝フィガロが着地したのは、私と少年の背後──ジェイドの傍かたわらでした。

「また、会おう」

　ヨアキム＝フィガロは意識のないジェイドを担かつぎ上げると、軽く地面を蹴けって後ろに跳び、月げつ光こう区画のほうへと姿すがたを消してしまいました。

　あまりにも鮮あざやかな引き際に、私は制止の声をあげることさえできませんでした。少年も呆あつ気けに取られた顔をしています。

「あいつ、強かったなー」

　アホタレが剣を鞘さやに収めつつ吞のん気きな声を出しました。

　アホタレならヨアキム＝フィガロの突とつ然ぜんの後退にも十分反応できたはずですが、退しりぞいていく相手を追うような行為は、彼には期待できません。

「とりあえずは、なんとかなりましたね……」

　ふーっと息を吐はいて、私は少年を見ました。

　ヨアキム＝フィガロとジェイドを撃げき退たいできたといっても、問題が全すべて解決したわけではありません。一番の問題がまだ残っています。少年の正体です。

「あなたは一体──」

　何者なのですか？　と問おうとして、私は少年の異変に気づきました。

　少年が真まっ赤かな顔で息を切らしていたのです。

「こいつ、熱があるな」

　アホタレが少年の額ひたいに後ろから触ふれて言いました。

「僕ぼくは、だいじょ……うぶ、で……」

　言葉の途と中ちゆうで、少年の膝ひざがかくっと折れました。アホタレが支えていなかったら、倒れてしまっていたでしょう。まったく大だい丈じよう夫ぶじゃありません。

「……仕方ありません。宿に連れていきましょう」

　少年が厄やつ介かい事ごとの種たねであることは明白ですが、成り行きとはいえ関わってしまった以上、放ってはおけません。

「だな。オレもそれがいいと思う」

　そう言った時にはもう、アホタレは少年を抱だきかかえていました。

「急ぎましょう。そろそろ人が集まってくる頃です」

「おう」

　ぐっと親指を立てて、アホタレは壁から飛び降りました。……私を残して。

「置いていかないでくださいっ！」

　普通の人間が飛び降りられる高さじゃないんですからっ！
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　宿に少年を連れ帰った私たちは、トモエさんに事情を説明してアホタレとトモエさんの部屋に少年を寝かしました。

　少年の熱は高く呼吸もひどく苦しそうで、死んでしまうのではとさえ思いましたが、症状は長くは続きませんでした。

　一いつ刻こくも経たたないうちに熱は引き、呼吸も穏おだやかになり、ほどなくして目を覚ましたのです。

「ご迷めい惑わくをおかけしました……っ」

　少年は目を覚ますなり起き上がってベッドから下りようとしましたが、やはり衰すい弱じやくはしていたらしく、ベッドから下りるのではなく落ちてしまいました。

「無む茶ちやすんなって」

「す、すみません……」

　アホタレに抱かかえられてベッドに戻もどされた少年は、顔を真まっ赤かにして処しよ女じよ雪ゆきのように白い髪かみを搔かき上げました。

　……改めて見ると、本当に綺き麗れいな少年です。

　髪と同じように白く汚けがれのない肌はだに、黒々とした大きな瞳ひとみ。桜さくら色いろの小さな唇くちびる。……実に神がかった造形をしています。

　反面、身に着けていた服は見窄みすぼらしく、マントも薄うす汚よごれていました。

「んじゃ、まずは自己紹しよう介かいだな。オレはレックス。そっちの目付きが悪いのがアンジュで、ニコニコしてるのがトモエだ。竜りゆうの玉を集める旅をしてる」

「竜の玉？」

「えーっと……たしか、竜宝玉カーバンクルっていったっけ？」

「余計なことを言わないでくださいっ！」

　私はたまらず怒ど鳴なっていました。

　どこの誰かもわからない相手にそんなことまで話してしまうなんて、迂う闊かつすぎます！

「竜宝玉……？　ということは、あなたたちは竜王ドラゴンロードに会おうとしているのですね？」

　少年の問いに、私は思わず「えっ？」と声をあげていました。

　竜宝玉のことを、知っている……？

「おう。オレたちは竜王に会って、魔ま界かいにいる魔ま王おうに会いに行くんだ」

　アホタレがまたしても余計なことを言いました。

「魔王に会って、どうするんです？」

「説得するんだ。戦争はやめようってさ」

「それを、魔王が聞き入れると？」

　アホタレは銀色がかった黒髪をゴシゴシと搔いて答えました。

「難しいかもなぁ。だからさ、戦って、勝って、こっちの力を認めてもらうんだ。そうすりゃ聞いてもらえるかもしれないだろ？」

「なるほど……」

　少年は考え込むように目を伏せ、顎あごに指を添えました。

　そして、しばし。

　伏せていた目を上げると、少年は私たち三人を見回して、言いました。

「僕ぼくの手伝いをしてくれませんか？」

「手伝い……ですか？」

「あなたたちの力を見込んでの申し入れです。もちろん、タダとは言いません。力を貸していただけるのであれば、竜宝玉カーバンクルをお渡しします」

「……はい？」

　今なんと？

「それって、おまえの竜宝玉ってことだよな？」

　アホタレの問いに、少年は「はい」と答えました。

「ちょっと待ってください。意味がよくわかりません。今の話の流れでいくと、あなたが竜宝玉を持っている……ということになってしまうと思うのですが……」

「はい。そのとおりです」

　頷うなずいた少年の頭に、アホタレがポンと手を載のせました。そして、衝しよう撃げき的てきな一言を口にしたのです。

「四天竜ノーブルドラゴンだよ、こいつ」

「……！」

　絶句する私の隣となりで、トモエさんも口くち許もとに手を当てて目を丸くしていました。

「名乗るのが遅くなって申し訳ありません。僕の名前はクシナダです。……過去には『真白き生命いのち』と呼ばれていたこともあります」

　クシナダという名前に憶おぼえはありませんが、『真白き生命』ならわかります。

「では、あなたが『名も無き白はく竜りゆう』だというのですか？」

「はい」

　驚きのあまり、私は思わず後ずさってしまいました。

「『名も無き白竜』……またの呼び名を『真白き生命』……人じん魔ま戦争で竜りゆう騎き士しレイジャックと共に魔ま王おうメイ＝ヘムと戦った四天竜……それが、あなただと？」

「そうです」

　あっさりと肯こう定ていされてしまいました。

「私はてっきり、あなたは魔ま人じんだとばかり……」

「それも、間違いではありません」

　少年──クシナダは、少し困ったように微笑ほほえみました。

「僕は四天竜であると同時に魔人でもあるのです」

　クシナダのその発言は、私の頭をさらに混乱させました。

「それは一体どういう……」

「僕ぼくは魔ま人じんの肉体に四天竜ノーブルドラゴンの魂たましいを宿した存在なんです」

　クシナダによれば──。

　かつて『名も無き白はく竜りゆう』と呼ばれていた彼は、百年前の人じん魔ま戦争で魔ま王おうの娘むすめの一人と戦い、相手を倒すのと引き換えに自らも呪のろいを受けて、肉体を滅ぼされてしまったのだそうです。

「肉体を失った僕は、転生を試みました。僕たち四天竜は、たとえ肉体を滅ぼされても魂が残ってさえいれば生まれ変わることができるんです」

　しかし、彼は転生に失敗しました。魔王の娘にかけられた呪いは、肉体だけでなく魂をも蝕むしばんでいたのです。

「呪いの力で転生に失敗した僕は、ドラゴンではなく魔人として魔ま界かいに生まれました」

　魔人の夫婦の子供として魔界に生まれたクシナダを、竜王ドラゴンロードシグルドは両親共々こちらの世界へと召しよう喚かんしました。

「無理やりこちらの世界に連れてこられた両親は、安住の地を求めて放ほう浪ろうしました。赤ん坊の僕を抱かかえて……」

　こちらの世界では異い端たんの存在であり、敵である魔人は、どこへ行っても疎うとまれ、蔑さげすまれ、憎にくまれ……迫害の対象になってしまいます。

　行く先々で迫害を受けながらも、クシナダの両親は安心して息子むすこを育てられる場所を探して、探し続けて……ようやくたどり着いたのだそうです。

「リコリス村……フェブロニア南西部にあった小さな農村です。その村の人々は、長旅で疲ひ弊へいしきっていた両親と僕を温かく迎え入れてくれました。人間だろうと魔人だろうと、困っている人を見捨てるわけにはいかない、と……」

　ついに見つけた安住の地。しかし、その時には既すでに、クシナダの両親は身も心も限界を迎えていました。

「ほどなくして父と母は病に倒れ、そのまま亡くなりました」

　両親を失ったクシナダを、リコリス村の人々は親身になって育てました。

「魔人として新たな生を受けた僕が、今こうして生きていられるのは、両親と……リコリス村の人たちのおかげなんです」

「竜王は、なぜあなたとあなたの両親を魔界からこちらの世界に連れてきたのです？」

「魔王に僕が殺されることを警けい戒かいしたのです。あのまま魔界にいれば、魔王はいずれ必ず僕の存在に気づいたでしょうから。両親まで一いつ緒しよに連れてこられたのは、僕を守り育てる存在が必要だったからでしょう。竜王も魔王との戦いで深手を負っていましたから、自分の手で僕を育てることはできなかったのです。……両親には、本当に申し訳ないと思っています。僕が生まれなければ……子供が四天竜の魂など宿していなければ、ふたりはきっと今も生きていられたでしょうから」

　両手でシーツを握にぎりしめ、目に涙なみだを浮かべたクシナダの頭を、アホタレが荒っぽく撫なでました。

「そんなふうに考えるなって。どうせなら感謝しようぜ、感謝。生んでくれてありがとう、幸せに暮らせる場所を探してくれてありがとう、ってさ」

「わたくしも、そう思いますわ」

　トモエさんがポンと両手を合わせてアホタレに追従しました。

「……そうですね。両親には本当に感謝しています」

　ぐすっと鼻を啜すすって、クシナダは弱々しいながらも笑みを浮かべました。

「とりあえず、あなたが白はく竜りゆうの魂たましいを持つ魔ま人じんだということは、わかりました」

　俄にわかには信じられない話ではありますが、アホタレが彼を白竜と認めている以上、彼はたしかに白竜なのでしょう。肉体は魔人というのも噓うそではないのでしょう。呪じゆ文もんなしに魔ま法ほうめいた力を使えたことが、その証しよう拠こです。

「そのあなたが、なぜティアマリアの命を？」

　クシナダは皇こう帝てい城じように忍しのび込み、女じよ帝ていティアマリアの命を狙ねらったとジェイドは言っていました。そして、クシナダは私たちに協力を求めてきた。

　彼が私たちにティアマリアの殺害を手伝わせようとしていることは、想像に難くありません。

「復ふく讐しゆう、です」

　クシナダは涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみに焼けつくような殺意の色を浮かべて答えました。

「ティアマリアは、リコリス村のみんなの仇かたきなんです」

「ティアマリアが村の仇？　しかし、リコリス村は……」

　元々、フェブロニア領内の村だったのですよね？　と問おうとして、私はユーシスの言葉を思い出しました。

『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『天球』のユーシスはこう言っていました。戦争が始まってから、フェブロニア領内でもいくつもの村が重税によって冬を越せずに滅びた……と。

「リコリス村も重税に耐えきれずに滅びた……ということですか？」

　クシナダは奥歯を嚙かみしめて頷うなずきました。

「カガクの発展と恒こう久きゆう平和の実現の名目でティアマリアは増税を繰くり返しました。元々貧しかったリコリス村はとうとう冬を越せなくなって……みんな……」

「それが、あなたがティアマリアを憎にくむ理由……なのですね」

　行く先々で迫害を受けた自分と両親を温かく迎え入れてくれたリコリス村の人々は、クシナダにとっては本当に大切な人たちだったのでしょう。

　その人たちを不幸にしたティアマリアを許せないという彼の気持ちは、痛いほどに理解できます。

「今の僕ぼくは白はく竜りゆうであると同時に魔ま人じんのクシナダでもあるんです。親代わりになって僕を育ててくれたリコリス村のみんなを死なせたティアマリアを、許すわけにはいかないんです」

「では、あなたはティアマリアへの復ふく讐しゆうのために、たった一人で皇こう帝てい城じように乗り込んだというのですか？」

「はい……。ですが、ティアマリアの前にたどり着くことすらできませんでした。ヴリトラに見つかって……」

「ヴリトラって、ジェイドのことだよな？」

　アホタレの問いに、私は「そうです」と答えました。

　名も無き白竜であるクシナダと黒こく竜りゆうヴリトラであるジェイド。奇くしくも二体の四天竜ノーブルドラゴンが、ティアマリアの命を狙ねらう側と守る側に分かれて刃やいばを交えたことになります。

「情けない話ですが、僕の力ではヴリトラから逃げるのが精一杯でした……」

「互ご角かくに戦っていたじゃないですか」

　クシナダは首を横に振りました。

「それは、あなたが僕に触ふれてくれたおかげです。レックス」

　クシナダは浅く伏せていた目を上げて、アホタレを見ました。

「あなたが楔くさびを解き放ってくれたおかげで、ヴリトラと渡り合うことができたのです」

「楔……竜りゆう王おうの封ふう印いんですね」

　金きん竜りゆうオルリスが言っていました。人じん魔ま戦争の後、竜王シグルドは自分たち四天竜の力を封印したと。それは、魔人に転生した白竜も例外ではなかったようです。

「そうです。竜王が僕らに施した封印は、竜の因いん子しを持つ者との接せつ触しよくによって解き放たれます。レックスが僕に触れてくれたおかげで、ヴリトラと戦うことができたのです。……もっとも、ヴリトラが本気を出していれば、僕に勝ち目はありませんでしたが……」

「白竜であるあなたより、黒竜であるジェイドのほうが力が上ということですか？」

「楔が解き放たれたといっても、僕は竜としての肉体を喪そう失しつしています」

「竜の姿になることは、できない……と？」

　クシナダは頷うなずきました。

「竜の姿にならなければ、力の全すべてを使うことはできません。竜になれない今の僕では、他ほかの四天竜に勝てる道理はないのです」

　先程、ジェイドを昏こん倒とうさせた力は、アホタレとの接せつ触しよくで多少なりとも使えるようになった白竜の力を、魔人の魔法に含ませて撃うち出したものなのだそうです。

　しかし、魔人の肉体がいかに人間より頑がん強きようとはいえ、やはり竜の力を竜以外の姿で使うのは肉体に大きな負担がかかってしまうらしく、それで彼は戦闘後に倒れてしまったのです。

「今の僕の力でも、一人ではティアマリアを殺せません。だからどうか、あなたたちに力を貸してほしいのです」

「それは……」

　悪くない取引ではありました。

　どのみち、私たちもジェイドの竜宝玉カーバンクルを手に入れるためにティアマリアに会わなければならなかったのです。

「ティアマリアのところまでたどり着くことはできませんでしたが、皇こう帝てい城じようの構造はおおむね把は握あくできました。警備が手て薄うすな箇か所しよも見つけました。あなたたちの力があれば、今度こそティアマリアを殺せます」

「警備もより厳重になっているでしょうから、そう簡単にはいかないと思いますが……」

　それでも、クシナダと力を合わせれば、私たちだけで皇帝城に忍しのび込むよりも、遙はるかにティアマリアに会いやすくはなるでしょう。

　問題は。

　私はアホタレの顔を見ました。

「殺すってのは、どうだろうな」

　案の定。

　アホタレはティアマリアの殺害に難色を示しました。

「クシナダの気持ちはよくわかるけど、さ。ティアマリアを殺したって、村の人たちが生き返るわけじゃないだろ？」

　クシナダは頭の上にあったアホタレの手を払はらいのけて言いました。

「そんなことは、わかっています。それでも僕ぼくは、村のみんなを死なせたティアマリアが生きていることが、許せないんです。ティアマリアは人を不幸にする女です。あの女が生きている限り、この先もたくさんの人が不幸になっていくでしょう。ティアマリアは生きていてはいけない女なんです」

「それでも、さ」

　払われたその手を、アホタレはクシナダの、今度は肩かたに置きました。

「人殺しの手伝いは、オレ、できないよ。ジェイドとも友達だしさ」

「友達……？」

「ああ。ジェイドはティアマリアが好きなんだ。オレたち、ジェイドとは友達だからさ、あいつが好きな人を殺すってのはさ、なおさらできないよ」

　アホタレの言う『オレたち』には当然、私も含まれているのでしょう。私はジェイドと友達になったつもりはありませんが。

「でも、クシナダの言うことも正しいよな。ティアマリアを放ってはおけない。クシナダみたいな思いをする人を、これ以上増やしちゃいけないんだ」

　アホタレが意外なことを言っています。

　アホタレが目の前で困っている人を放っておけないのは、いつものことです。しかし、今、アホタレはクシナダを通して、彼やリコリス村の人たちと同じように苦しんでいる人たちを、あるいはこれから苦しむことになるはずの人たちを見ています。救おうとしています。

　目の前にいない人たちを全員救うことはできない。全員を救えないのであれば、人助けなんてできない。

　アホタレはそんなふうに考えてしまう人でした。だから、私はアホタレに「あなたはあなたの目に映る、あなたが守りたい人たちのために戦ってください」と言ったのです。

　……この旅を通して、私はずいぶん変わったと思います。以前の私なら、クシナダに協力し、ティアマリアを倒すべきだと主張したでしょう。

　クシナダのティアマリアへの怒いかりと憎にくしみは、理解できます。ティアマリアを生かしておけば不幸な人が増えるというのも、そのとおりでしょう。

　ティアマリアは倒すべき存在なのです。

　そうは思っていても、私はティアマリアを『殺す』という選せん択たく肢しを選ぶことに抵抗を感じてしまっていました。

　私は変わってしまったのです。

　そして、どうやら変わったのは私だけではなかったのです。

「だから、さ。こういうのはどうだ？　ティアマリアには会う。会って、んでもって、文句を言うんだ」

「文句……？」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せたクシナダに、アホタレは頷うなずいて笑みを見せました。

「クシナダはティアマリアに怒おこってるんだろ？　その気持ちをさ、言葉にしてぶつけてやるんだ。一発ぐらいならぶん殴なぐってもいいかもしれないな。女を殴るのは本当はいけないんだろうけどさ、ティアマリアは殴られても仕方のないことしてるんだもんな。……どうだ？」

「それは、ティアマリアを殺さないのであれば協力する……ということですか？」

「ということです」

　復ふく讐しゆうそのものは認めるし協力もする。しかし、ティアマリアを殺すことは認めない。

　それは、呆あきれてしまうほどにアホタレらしい条件でした。

「アンジュとトモエはどう思う？」

「わたくしは、レックス様に賛成いたしますわ」

　トモエさんは微笑ほほえんでそう答えました。

「アンジュは？」

「……私も、レックス様の言うとおりでかまいません」

　私はアホタレの従者ですから、アホタレの判断には逆らえないのです。

　……いえ、違いますね。私自身、アホタレの言うとおりにするのが一番良いと思ってしまっているのです。理屈ではなく感情として。

「……わかりました」

　クシナダが深くうつむいて、くぐもった声を出しました。

「条件を吞のみます。……力を貸してください」

　シーツを握にぎりしめているクシナダの手は、震ふるえていました。

「よっしゃ。決まりだな」

　アホタレは歯を見せて、クシナダの顔の前に手を差し出しました。

「よろしくな、クシナダ」

　クシナダは顔を上げないまま無言で頷うなずくと、シーツから手を離し、握あく手しゆに応じました。

　アホタレの条件を吞んだとはいえ、クシナダはティアマリアの殺害を諦あきらめたわけではないでしょう。

　彼の憎にくしみは、それほどに深いはずです。そうでなければ、たった一人で皇こう帝てい城じように忍しのび込んだりはしないでしょうから。

「竜宝玉カーバンクルは、ティアマリアへの復ふく讐しゆうの後でお渡しさせていただきます」

　言って、クシナダは伏せていた顔を窓へと向けました。

「ああ、それでかまわないぜ」

　クシナダの竜宝玉と、ティアマリアが持つというジェイドの竜宝玉。

　事が上う手まく運べば、私たちは一度に二つの竜宝玉を手に入れられますが……果たして。

　窓に映し出されたクシナダの目には、夜明け前の空のように暗く深い闇やみが広がっていました。




　翌日、私たちは夜が更ふけるのを待って行動を開始しました。

　昨夜、皇帝城に侵入者があったことで見回りが強化されているのでは、といった心配がありましたが、星せい雲うん区画は昨夜と同様、暗く静まり返っていました。

「星雲区画は巡じゆん回かいの類たぐいはほとんど行われていないようです。月げつ光こう区画も貴族や商人が自主的に雇やとった兵士たちが雇い主の家の周辺を警護している程度です。そこまでは問題ないでしょう。厄やつ介かいなのは、太たい陽よう区画に入ってからです」

　クシナダによれば、皇帝城のある太陽区画は、昨夜のガーゴイルのようなゴーレムや、カガクの力によって作り出されたキカイ兵器──ウェポンが、絶えず巡回しているのだそうです。さらに皇帝城には侵入者を感知・排はい除じよするための目には見えない罠わなが、無数に仕掛けられているのだとか。

「仕掛けのある場所はほぼ把は握あくしていますから、なんとかなると思います」

　一番の難関は、ゴーレムやウェポンに見つからないようにすることだとクシナダは言いました。

　しかし──。

　私たちは、ゴーレムやウェポンに見つかる以前──星雲区画と月光区画とを仕切る壁の上で、敵と遭そう遇ぐうしてしまったのです。

　その男は、昨夜刃やいばを交えたのと同じ場所で、まるで私たちを待ちかねていたかのように腕うでを組んで立っていました。

「きたか」

「ヨアキム＝フィガロ……！」

　驚きと焦あせりが、私に奥歯を嚙かみしめさせました。

　ヨアキム＝フィガロと再び刃を交える事態は、想定していました。しかし、彼が再び私たちの前に立ちはだかるとしても、それは皇こう帝てい城じようでのことだろうと思っていました。

　まさか、こんな場所で待ちかまえているなんて。

　精神の糸を編み、〝世界の傷〟へと走らせる私の斜ななめ前で、クシナダが素速く短たん剣けんを構えました。後ろにいるトモエさんがナギナタを構えているかどうかは見えないのでわかりませんが、隣となりにいるアホタレは吞のん気きに頭の後ろで手を組んでいます。

「小こ僧ぞうに訊ききたいことがある」

　組んでいた腕を下ろして、ヨアキム＝フィガロは言いました。

「おまえがティアマリアの命を狙ねらった理由は、復ふく讐しゆうか？」

　ヨアキム＝フィガロの目は、まっすぐにクシナダを捉とらえていました。相変わらず迫力のあるまなざしですが、さほど恐おそろしいと感じないのは、敵意が込められていないからでしょう。

　かといって油断はできません。この男は昨夜も敵意や殺気を感じさせることなく、しかし、凄すさまじい剣けん腕わんでアホタレと互ご角かくの戦いを繰くり広げたのですから。

「答える必要がありますか？」

　対するクシナダは、鋭えい利りな刃物のような殺気を小さな身体からだからほとばしらせていました。

「答えろ。おまえがティアマリアの命を狙った理由は、復讐か」

　一歩前に踏ふみ出して、ヨアキム＝フィガロは同じ問いを口にしました。

「……だとしたら、どうだというのです？」

　答えて、クシナダは殺気を増しました。

「そうか……」

　ヨアキム＝フィガロは目を閉じ浅く頤おとがいを反そらすと、ゆっくりと息を吐はきながら目を開け、再びクシナダをまっすぐに見み据すえました。

　そして、次に彼が口にした言葉は、耳を疑わずにはいられないほどに意外なものでした。

「おまえを突つき動かしている感情がティアマリアへの憎にくしみだというのなら、俺が力を貸そう」

「は、はい……？」

　裏返った声を出してしまった私を一いち瞥べつして、ヨアキム＝フィガロは言いました。

「聞こえなかったのか？　力を貸すと言ったんだ」

　どうやら、私の耳がおかしくなったわけではないようです。

「ティアマリアは、俺おれの妹の仇かたきだ。俺はティアマリアが……俺から一番大切な夢を奪うばったあの女が、憎にくい」

　ティアマリアが、妹の仇？

　いえ、でも、しかし……。

「あなたはフェブロニアの軍人で『恒久平和の実現者ピースメーカー』で……そのあなたが……」

　言葉の途と中ちゆうで、私は一つの可能性に思い至りました。

「まさか、あなたがフェブロニア軍に入ったのは、ティアマリアに復ふく讐しゆうするためだというのですか？」

「そのとおりだ」

　ヨアキム＝フィガロは鍛きたえ抜かれた鋼はがねのような腕うでを再び組みました。

「俺おれはティアマリアに近づくためにフェブロニア軍に入り、『恒久平和の実現者』になった」

「僕ぼくにそれを信じろというのですか？」

　クシナダは構えを崩くずしません。もちろん私もです。

「俺と共に戦えないというのであれば、おまえは俺の敵だ。……ティアマリアへの復讐を、俺は誰にも譲ゆずるつもりはない」

　ヨアキム＝フィガロは背せ負おった斧槍ハルバードにゆっくりと手を掛けました。

「……わかりません」

　戸と惑まどいが、刃は物もののようだったクシナダの殺気を鈍にぶらせました。

「あなたが本当にティアマリアを憎にくんでいるのだとして、なぜ僕に共きよう闘とうを持ちかけてきたのです？　あなたの力と立場なら、一人でもティアマリアを殺せるはずです」

　ヨアキム＝フィガロは斧槍から手を離はなして答えました。

「理由は二つある。まず第一に、俺はティアマリアを殺そうとは思っていない。俺の復讐はあの女の夢を奪うばうことだ」

「殺そうとは……思っていない？」

　戸惑いが、クシナダの殺気をとうとう消してしまいました。

　無理もありません。戸惑っているのは、私も同じです。

「そうだ。それが第一の理由だ。もう一つは……おまえが、俺と同じ目をしていたからだ。妹を……ネーナを喪うしない、復讐を誓ちかったあの頃の俺と……」

　その言葉が、どうやら決定打になったようでした。クシナダは構えていた短たん剣けんまで下ろしてしまいました。

「詳くわしく聞かせてください。あなたがティアマリアを憎むようになった理由を……」

　頷うなずいて、ヨアキム＝フィガロは語りはじめました。

　悲劇と、そして憎しみを。




　ヨアキム＝フィガロには、ネーナという名の二つ下の妹がいました。

　ダヤンは不ふ毛もうの大地です。普通の人間が生きていくには過か酷こくすぎる環境を生き抜くために、獣じゆう人じんたちは純血を貴びました。

　そして、元々数の少ない獣人が純血を保つためには、血族婚こん・近親婚は避さけては通れない道でした。

「俺おれはネーナを愛していたし、ネーナも俺を愛していた」

　ヨアキム＝フィガロにとって、ネーナは妹であると同時に恋人でもあったのです。

「人間にとっては不毛の大地でしかないダヤンも、俺たち獣人にとってはかけがえのない故郷だった。乾かわいた風も、灼やけた土も砂も全すべてが愛いとおしかった。あの日……ティアマリアが俺たちの世界に土足で入り込んでくるまでは」

　人間が暮らすには適さない……侵しん略りやくする価値のないはずの土地に、ティアマリアは軍を率いて現れました。

「ティアマリアの目的は、この大陸ではダヤンでのみ採れる鉱石だった。名前を鏡かがみ石いしという」

　人の手を加えずとも磨みがき抜かれた鏡のように美しく全すべてを映し出す石──鏡石。魔ま法ほうを反射する特性があり、アクセサリーの素材として非常に高い価値を持っています。

「ティアマリアは、ダヤンで採れる鏡石の全部をフェブロニアで買い取ると言い出した」

　軍隊を率いての交渉。それは、もやは脅きよう迫はく以外の何物でもありませんでした。

「俺たち獣人の長おさは、ティアマリアの要求を蹴けった。当然だ。俺たちにとって金は価値のあるものではなかったし、鏡石の採れる砂原の洞どう窟くつは、ダヤンで唯一の水場でもあったからな。そこを余よ所そ者ものに荒らされたくはなかった」

　要求を蹴けられたティアマリアは、軍による攻こう撃げきを開始しました。

「俺たちは戦った。人数には大きな差があったが、それでも勝てると思っていた」

　しかし、獣人の力を以てしても、フェブロニア軍を退しりぞけることはできませんでした。

「やつらの使う銃じゆうは厄やつ介かいな武器だった」

　飛び道具を好まず、接近戦以外の攻撃方法を持たない獣人たちにとって、銃は相あい性しようの悪い武器でした。

「特に銀の弾たまは厄介だった。普通の弾なら、多少撃うたれても耐えられた。だが、銀の弾は駄だ目めだ。銀は俺たち獣人にとっては毒だからな。……ネーナも銀の弾を撃たれて死んだ。生き残ったのは、俺一人だった……」

　一人生き残ったヨアキム＝フィガロは、ティアマリアへの復ふく讐しゆうの誓ちかいを胸に、故郷を出ました。

「俺はティアマリアに近づくためにフェブロニア軍に入った。腕うでを磨みがき、軍ぐん功こうを挙げて『恒久平和の実現者ピースメーカー』になった」

「ティアマリアは知らないのですか？　あなたがダヤンの獣人だということを」

「俺おれが獣じゆう人じんだということは知っている。自分が滅ぼした集落の獣人だとは知らんだろうが……それも、わからんな」

　私の問いに、ヨアキム＝フィガロは軽く肩かたを竦すくめました。

「わからない？」

「ティアマリアなら、全すべてを知った上で俺を『恒久平和の実現者ピースメーカー』にした可能性もありえるということだ」

「それは……あなたに復ふく讐しゆうされるかもしれないと覚かく悟ごの上で、あなたを直属の部下にしている……ということですか？」

「ティマリアには夢がある。夢のためならば、自分がどうなってもかまわないとさえ思っている。たとえ自分を憎にくむ存在だとしても、役に立つのなら使う。ティアマリアはそういう女だ」

「ティアマリアの夢とは、一体……」

「公言しているとおりだよ。恒こう久きゆう平和の実現。それが、あの女の夢だ」

「大たい義ぎ名めい分ぶん……ではないのですか？　それは……」

「違うな。あの女は本気でこの世界に未み来らい永えい劫ごう続く平和をもたらそうと考えている。残念なことに……な」

「しかし、それは……」

　ヨアキム＝フィガロの野性的な美び貌ぼうに、苦笑めいた笑みが浮かびました。

「そうだ。恒久平和の実現を目指すと言っている張ちよう本ほん人にんが、誰よりもこの世界の平和を乱している。多くの血を流している。だが、ティアマリアは止まらない。あの女は平和な世界を築くためなら、どれだけ人が死のうがかまわないと思っているんだ。興味がないんだよ。人の命には。自分自身の命も含めてな」

「……理解、できません……」

「だろうな。常じよう軌きを逸いつしている」

　敵であるヨアキム＝フィガロの言葉を鵜う吞のみにはできません。しかし、ティアマリアが本当に彼の言うような人物なら……女じよ帝ていティアマリアは、私が思っていたよりもずっと危険な人物ということになります。

「俺も他人のことは言えんがな」

「……どういう意味です？」

「俺はティアマリアに近づくために、フェブロニア軍人として憎にくくもない相手を手にかけてきた。それこそ、数えきれないほどにな」

　そこで、ヨアキム＝フィガロが過去語りをはじめてからは黙だまっていたクシナダが口を開きました。

「罪の意識を感じていますか？」

　ヨアキム＝フィガロは目を閉じて、「ああ」と答えました。

「復ふく讐しゆうのために憎にくくもない相手まで手にかけてきながら、それでもあなたはティアマリアを殺すつもりはないというのですか？」

「そうだ。俺おれはティアマリアを殺さない。殺すのは、あいつの夢だ。俺が味わった、夢を奪うばわれる苦しみを、あいつにも味わわせる。……それが俺の復讐だ」

「あんたの夢ってのは、妹さんのことか？」

　今度は、やはりこれまで黙だまっていたアホタレが問いかけました。

「そうだ。ネーナは俺の夢だった。生まれ育ったあの土地でネーナと一いつ緒しよに生きていければ、俺はそれだけでよかったんだ」

　ヨアキム＝フィガロにとって、ネーナさんという夢を奪うばわれた苦しみは死にさえ勝まさる生き地じ獄ごくだった……ということなのでしょう。

「おまえの話も、聞かせてもらおう」

　ヨアキム＝フィガロがクシナダに視線を据すえて言いました。

　クシナダはその目をしばし見み据すえ返して、頷うなずきました。

　そして、クシナダは昨夜私たちにしたのと同じ話をヨアキム＝フィガロに聞かせました。

　自分が四天竜ノーブルドラゴンの一体──『名も無き白はく竜りゆう』の魂たましいを宿した魔ま人じんであること。

　魔人だった両親と自分を温かく迎え入れてくれたリコリス村が、ティアマリアの課した重税によって冬を越せずに滅びてしまったこと。

　さしもの『白びやつ虎こ』も、クシナダの正体には驚いていたようでした。

　クシナダが復讐の理由だけでなく自分の正体まで話したのは、ヨアキム＝フィガロに対する彼なりの信頼の証あかしなのでしょう。

　ヨアキム＝フィガロは獣じゆう人じん。クシナダは魔人。

　どちらも、この世界では少数派です。

　少数派同士、大切なものをティアマリアに奪うばわれた者同士、クシナダはヨアキム＝フィガロに深い共感を覚えているのです。

　アホタレやトモエさんも、ヨアキム＝フィガロの言葉を疑っている様子はありません。となると、立場上、せめて私だけは慎しん重ちようでなくてはなりません。なにしろ、ヨアキム＝フィガロは『恒久平和の実現者ピースメーカー』なのですから。

「一つ、わからないことがあります」

　ヨアキム＝フィガロが声を発した私を見ました。

「なぜ、今なのですか？　あなたはティアマリアに近づくために軍に入り、『恒久平和の実現者』になったと言いました。あなたが本気でティアマリアに復讐しようとしているなら、もうとっくにしているはずです」

「機が熟すのを待っていたんだ」

　疑いのまなざしにも動じることなく、ヨアキム＝フィガロは答えました。

「さっきも言ったとおり、俺おれの目的はティアマリアを殺すことじゃない。あいつの夢を叩たたき潰つぶしてやることだ。その時期は、夢の実現間ま際ぎわがいい。そのほうが、より深い絶望を与えてやれるからな」

「つまり、あなたはティアマリアの夢が実現間近になるのを待っていた？」

「待っていたし、手伝いもした。そして、ついにその時がきた……というわけだ。……間もなく、ティル・ナ・ノーグが完成する」

「ティル・ナ・ノーグ？」

　初めて耳にする単語でした。

「ティアマリアがこの世界と魔ま界かいとを攻こう略りやくするために作った最終決戦兵器だ」

「……！」

　それは、もしや。

「魔界とこちらの世界との間にある壁を乗り越えられる兵器……ということですか？」

「そうだ。兵器としての性能も究極の域に達していると言っていたな」

　フェブロニアが魔界とこちらの世界との間にある壁を越える装置を開発しているという話は、聞いていました。その装置を作り出す過程で犠ぎ牲せいになった哀あわれな魔ま人じんの末路とも戦ったことがあります。しかし、まさかその装置が戦闘兵器でもあったなんて……。

　ヨアキム＝フィガロによれば、最近、星せい雲うん区画と月げつ光こう区画にデンキが満足に送られてきていないのも、ティル・ナ・ノーグの開発に大量のデンキが使用されているからなのだそうです。

「ティル・ナ・ノーグが完成すれば、ティアマリアは魔界に総攻こう撃げきを仕掛けるだろう。もちろん、その前にこの世界を支配して……な」

　背せ筋すじを冷たい汗あせが伝いました。

　ヨアキム＝フィガロの話が事実なら、ティアマリアはティル・ナ・ノーグの力に絶対の自信を持っているようです。魔ま王おうにさえ勝てると思っているのでしょう。

　そんな兵器が完成してしまったら、ただでさえ劣れつ勢せいを強いられている我わがランドールはおしまいです。

「なんかおっかなそーなモノ作ってんだなー。どうする？　アンジュ」

　アホタレが頭の後ろで手を組んで私に訊きいてきました。

「そのティル・ナ・ノーグが本当に存在しているのなら、完成前に破は壊かいするしかないでしょう」

「ってことは、そいつと手を組むんだな」

「……それは、レックス様が決めてください。私はレックス様の決定に従います」

　ヨアキム＝フィガロが噓うそを言っているようには見えませんが、かといって全面的に信頼するのには抵抗があります。

　だから、ここは主あるじであるアホタレに任せます。私自身はこれまで敵だったヨアキム＝フィガロを受け入れることはできませんが、アホタレが彼を信じ、手を組むというのであれば、私は受け入れます。

　ヨアキム＝フィガロを信じることはできなくても、ヨアキム＝フィガロを信じるアホタレを信じることなら、できます。

「わかった。んじゃ、よろしく頼むな」

　アホタレは歯を見せて、ヨアキム＝フィガロに右手を差し出しました。

「えーっと……あんたのことはなんて呼べばいいんだ？　よあきむふぃがろだっけ？　なんか微び妙みように長くて憶おぼえにくいんだけど」

「ヨアキムでいい。フィガロは佐さ官かんに姓せいがないと都合が悪いからと勝手に付けられたものだ。元々、俺おれに姓はない」

　笑みを見せることはなかったものの、ヨアキム＝フィガロ……ヨアキムは、いかにも硬かたそうな厚みのある手でアホタレの握あく手しゆに応じました。

「クシナダも、かまわないよな？」

「はい。僕ぼくは彼を信じます」

　クシナダの答えに、アホタレは「うん」と頷うなずき、ヨアキムは「礼を言う、クシナダ」と返しました。

「もう、僕は小こ僧ぞうじゃないんですね」

「仲間を小僧呼ばわりするわけにはいかんだろう」

　ヨアキムは、今度は自分からクシナダに握手を求めました。

「よろしくお願いします、ヨアキムさん」

　男の子には見えない愛らしい顔に笑みを浮かべて、クシナダは白く小さな手を持ち上げました。

　しかし、ふたりの手が互たがいの手を握り合うことはありませんでした。

　ヨアキムが急に咳せき込みはじめたのです。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ヨアキムさん」

　心配して近づこうとしたクシナダを手で制して、ヨアキムは大きな身体からだを後ずらせました。

「噎むせただけだ。気にするな」

　咳せきが治まると、ヨアキムは手の甲で口くち許もとを拭ぬぐってそう言いました。

「ヨアキム様、これを」

　トモエさんが歩み寄ってハンカチを差し出しましたが、ヨアキムは受け取りませんでした。

「気持ちだけ受け取っておく。ありがとう」

　心なしか顔色が悪いようにも見えますが、なにぶん暗がりなのでよくわかりません。

「アンジュがおもいっきり魔ま法ほうをぶちかましたりするから……」

「私のせいですかっ」

　いえ、魔法をおもいっきりぶちかましたのは事実ですが。

　いくら獣じゆう人じんが魔ま法ほうに強いといっても、私の魔法が直ちよく撃げきしたのです。多少なりともダメージが残っていたとしても不思議ではありません。……が、さっきの咳せき込みは魔法によるダメージという感じではありませんでした。

「気にするな」

　もう一度そう言って、ヨアキムは呼吸を整えました。

「行くぞ」

　そして、身体からだを星せい雲うん区画のほうへと向けました。……おや？

「ん？　あそこに行くんじゃないのか？」

　私と同じ疑問を抱いだいたアホタレが、親指で太たい陽よう区画の皇こう帝てい城じようを指し示しました。

「ティル・ナ・ノーグは、別の場所で作られている。……ティアマリアも、そこにいる」

「別の場所？」

「プロテア湖だ」

　私は頭の中にフェブロニアの地図を広げました。

「プロテア湖というと……ネリネ三湖の一つですね」

　ネリネ三湖は、帝てい都との南西に聳そびえるローズ火山の麓ふもとに在る三つの湖の総称です。

「たしか、ネリネ三湖の中でも一番大きな湖だと……」

「そうだ。ティアマリアはプロテア湖に研究施設を造った。ティル・ナ・ノーグの開発は、そこで行われている」

「プロテア湖なら、そう遠くはないですね」

「今から馬を飛ばせば、明け方には着けるだろう。馬は用意してある」

「馬かー。馬もいいけど、あいつのほうが早いよな」

「あいつ？　他ほかに仲間がいるのか？」

「ああ、いるぜ」

　アホタレはニッと歯を見せました。

　たしかに、『彼』ならあっと言う間に着いてしまうでしょう。




　リンドヴルムのジグに翼つばさと背中を借りて、私たちはプロテア湖へと向かいました。

　馬で半日もかからない程度の距離なら、ジグならば本当にあっと言う間です。

　かつて四天竜ノーブルドラゴンだったクシナダは特に驚きもしませんでしたが、初めてリンドヴルムに乗るヨアキムは、驚き半分感心半分といった様子でした。

　プロテア湖は周囲をぐるりと森に囲まれた湖です。森は非常に鬱うつ蒼そうとしていてジグが降りられる場所がなく、かといって研究施設の真上を飛ぶのは目立ってしまいます。

　なので、ジグには森の手前で降ろしてもらいました。そこから先は歩きです。

　森はマモノの巣そう窟くつでしたが、こちらは全員が達人です。並のマモノでは相手になりません。難なく、私たちは森の出口までたどり着きました。

「結局、おまえはただの一度も剣けんを抜かなかったな」

　先頭を歩いていたヨアキムが、顔を半分だけ振り向かせてアホタレに声をかけました。

「血が苦手なんだよ」

　かったるそうに肩かたを下げて歩いていたアホタレは、片手をひらひらさせて答えました。

「それで、俺おれとの戦いでも手を抜いたのか」

　ヨアキムのその発言に、私は内心で首を捻ひねりました。

　昨夜のアホタレとヨアキムの戦いを思い出します。

　私の目に、アホタレが手を抜いているようには見えなかったのですが……あ。

　私は横目でクシナダを一いち瞥べつしました。

　思い返せばあの時、アホタレはヨアキムと戦う前にクシナダに触ふれていました。

　四天竜ノーブルドラゴンが竜りゆうの因いん子しを持つ者との接せつ触しよくによって竜王ドラゴンロードの楔くさびから解き放たれるように、アホタレも四天竜との接せつ触しよくによって力を増すのです。

　アホタレがクシナダとの接触によって強くなっていたのだとすると、ヨアキムの言うとおりなのかもしれません。

「手を抜いたつもりはないけど、たしかに力は抑おさえたかな。自分でも力の限界がわかんなかったし、あんただって全力じゃなかっただろ？」

「……気づいていたか」

「ああ。だから、お互たがい様さ」

「残念だな。おまえとはあと一年……せめて半年早く出会いたかったものだ。半年前なら全力で戦えたのだがな……」

　妙みような口振りでした。

　半年前なら全力で戦えたということは、昨夜のヨアキムは全力で戦わなかったのではなく、全力で戦えないなんらかの事情を抱かかえていた……ということなのでしょうか。

　森を抜けると、一気に視界が開けました。

「ここが、プロテア湖……」

　深夜の濃こい闇やみに包まれて、ネリネ三湖で一番大きいとされる湖は、暗く静かに私たちの目の前に存在していました。

「そして、あれが研究所だ」

　ヨアキムがそう言って指差したのは、湖上に立つ真四角の建物でした。

　暗い上に距離があるので判然としませんが、丸みの一切ない、ひどく単純──というか、愛あい想そのかけらもない建物です。出入り口らしきものは見受けられるものの、それ以外には窓の一つさえ見て取れません。

「意外に小さいんだなー」

「ティル・ナ・ノーグの開発は地下で行われているらしい」

　なるほど。

「とても静かですわね」

　最さい後こう尾びを歩いていたトモエさんが、私の隣となりにやってきて言いました。

「ええ。不ぶ気き味みなほどに……」

　森を歩いていた間は絶えずマモノの気配をそこかしこに感じて、それはそれで鬱うつ陶とうしくはあったのですが、森を抜けたとたん、マモノ──というより、生き物の気配がまったく感じられなくなってしまいました。前方のプロテア湖だけでなく後方の森からもです。

　それはまるで森に棲すむあらゆる生き物がプロテア湖に近づくまいとしているようで、不気味でした。

「見張りの姿すがたが見えませんね……。トモエさんは、どうです？」

「私の目にも、人の姿は……」

　あの場所にティアマリアがいて、ティル・ナ・ノーグの開発が行われているのだとすると、見張りがいないはずがないのですが……なにしろ、フェブロニアはカガクと魔ま法ほうの国です。油断はできません。近づく者を自動的に排はい除じよするような罠わなが仕掛けられている可能性は大いにあります。

「油断はするな」

　ヨアキムが言いました。

「ソードフィッシュがいる」

「ソードフィッシュ？」

「ウェポンだ」

　ウェポン。

　カガクの力によって生み出された戦闘用のキカイ兵器の総称です。

　銃じゆうなども広い意味ではウェポンに含まれますが、ここで言うウェポンとは、ゴーレムのように与えられた命令に従って戦闘行動を行うキカイの兵士を指しているのでしょう。

「見つからずに中に入る方法はないのですか？」

「ないな。奴やつ等らは人間を熱で感知する。仮に魔法の類たぐいで姿を闇やみに溶とけ込ませたとしても、見つかる。というより、もう見つかっているだろうな。ここは既すでに奴等の監かん視し範はん囲い内だ」

「え？」

「出てくるぞ」

　ヨアキムが背中の斧槍ハルバードに手を掛けた直後、静寂に支配されていたプロテア湖に異変が起こりました。

　凪なぎのようだった暗い湖面が波立ち、底のほうから地鳴りにも似た低い音が聞こえてきたのです。

　そして、それは水みず飛沫しぶきを激しくほとばしらせて湖の中から姿すがたを現しました。

　漆しつ黒こくの、金属の塊かたまり。大きさは牛ほどもあるでしょうか。

　形状は、しいて言うならば魚に似ています。

　といっても、顔に相当する部分には目も口もなく、ただ黒光りしているだけで、生命感はかけらもありません。

　胴どう体たいの左右──魚でいえば胸びれが生えている部分には、ライフル型の銃じゆうを一回りも二回りも大きくしたような武装が取り付けられています。

　金属同士を擦こすり合わせたような不快な音を耳が痛くなるほどの音量で響かせて、ヨアキムがソードフィッシュと呼んだウェポンは巨きよ体たいを空中に浮かせていました。

　羽らしきものは見当たりませんが、胴体の上の空間に円形の赤い光がチカチカと点滅しています。文字列と複雑な紋もん様ようを含んだあの円は魔ま法ほう陣じんに違いありません。

「あれは、魔法……!?」

「ソードフィッシュは魔法技術が導入されたウェポンだ」

　ヨアキムが犬けん歯しを剝むいて言いました。

「ローター飛行だった旧型よりも運動性能が格段に上がっている。胴体左右の機関砲ほうは大型のマモノでも一発で殺せる弾たまを撃うち続けられる代しろ物ものだ。当たるなよ」

　どうやら、相当に凶きよう悪あくなウェポンのようです。

　しかも、それが四体もいるのですから、苦戦は免まぬかれないでしょう。

「なあ、あいつって中に人が乗ってたりするのか？」

「いや。そういうウェポンもあるが、あれは無人機だ。安心しろ」

「そっか。なら、おもいっきりいけるな」

　暢気のんきに利きき腕うでを回すアホタレの隣となりで、「きますよ！」、短たん剣けんを構えたクシナダが鋭するどい声をあげました。

　ガガガガガッ！　と小刻みな轟ごう音おんが空気を震ふるわせるのと同時に、視界がありえない速さで流れました。

　アホタレが私を抱かかえて駆かけ出したのです。

　ガガガガガッ！

　ガガガガガッ！

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　小刻みな轟音が絶え間なく空気を──いえ、地面をも震ふるわせます。

　私はアホタレに抱えられていて、なおかつアホタレは走り回っているにもかかわらず振動が伝わってくるのですから、相当の衝しよう撃げきです。

　その衝撃を生んでいるのが、ソードフィッシュの機関砲ほうであることは間違いありません。

　衝撃が破壊力を物語っています。

　たしかに、あれなら大型のマモノでも一いち撃げきでしょう。まともにくらったら、アホタレやトモエさんでも命はないでしょう。

　速く流れ続ける視界で、それでもなんとか味方の姿すがたを捉とらえます。

　トモエさんはナギナタを、クシナダは短たん剣けんを、ヨアキムは斧槍ハルバードを手に、疾しつ風ぷうの脚きやく力りよくで降り注ぐ弾だん丸がんの雨をかい潜くぐっていました。

　もちろん、ただ逃げ回っているだけじゃありません。

　最初に反はん撃げきに転じたのは、クシナダでした。地表スレスレに高度を落としていたソードフィッシュに自分から肉にく薄はくし、短剣を繰くり出します。

　見た目は少年とはいえクシナダは魔ま人じんです。人間離れした腕わん力りよくを持っています。短剣の一撃とはいえ鉄を貫けるだけの威い力りよくがあります。しかし、ソードフィッシュの漆しつ黒こくの体たい軀くは、鉄をも貫くはずのクシナダの一撃を澄すんだ金属音を響かせて弾はじき返しました。

　硬い……！

　続いて、同じソードフィッシュにトモエさんがナギナタの一いつ閃せんをお見舞いしましたが、同じく弾かれてしまいました。驚くべき……いえ、恐おそるべき硬かたさです。

　ガガガガガガガガガガッ！

　攻こう撃げきが効かなかったとはいえ、クシナダもトモエさんも、さすがの身のこなしで反撃の掃そう射しやはしっかりと避けています。

「あいつ、オレの剣と同じ金属でできてるな」

「ええ」

　色からしてもしやとは思っていましたが、あの硬さ……間違いありません。

　アホタレの言うとおり、ソードフィッシュはアホタレの暗黒剣デスブリンガーと同じ材質──暗黒鉄デスメタルによって作られています。

　全すべての部位が──かどうかはわかりませんが、少なくとも装そう甲こうは暗黒鉄製です。

　こちらの世界には本来存在しない、魔ま界かいでのみ採れる金属である暗黒鉄は、鋼鉄にも勝まさる硬こう度どを誇ほこり、決して劣れつ化かしないという特性を持っています。

「トモエとクシナダの力じゃ、あいつは切れない」

　そう言うと、アホタレは走りながらも深く静かに息を吸い込みはじめました。

　全身の筋肉が盛り上がるのが、身体からだの内側に凄すさまじい力が充満していくのが、はっきりとわかりました。

　ソードフィッシュの装甲は生なま半はん可かな斬ざん撃げきでは傷一つつけられません。アホタレは力を溜ためて、一撃で勝負を決めるつもりなのです。

　アホタレの力と暗黒剣なら、十分可能でしょう。

「おおおおおおおおおおっ！」

　野太い雄お叫たけびが、ソードフィッシュの機関砲ほうの轟ごう音おんにもかき消されることなく──それどころか、逆にかき消す勢いで轟とどろきました。

　アホタレじゃありません。

　ヨアキムです。

　雄お叫たけびをあげたのは。

　そして、ソードフィッシュの頑がん強きような装そう甲こうを最初に打ち破ったのも、彼でした。

　深く体を沈しずめて地面を蹴けったヨアキムは、一番高くを飛んでいたソードフィッシュに瞬しゆん時じに肉にく薄はくすると、斧槍ハルバードを突つき出しながらさらに直進を続けて、あろうことか全身でソードフィッシュを貫いてしまったのです。
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　私は開あいた口が塞ふさがりませんでした。

「うっはー。すげえ」

　アホタレも驚きが声になっていました。

　アホタレはトモエさんとクシナダにはソードフィッシュの装甲は切れないと言っていました。裏を返せばそれは、アホタレとヨアキムなら可能ということでもあります。

　実際にヨアキムはソードフィッシュの装甲を破壊したわけですが……しかし、これは切るどころの話じゃありません。

　ヨアキムに貫かれたソードフィッシュは空中で爆ばく発はつ。一いつ瞬しゆん、夜の色を薄うすめた後、炎ほのおと金属片を地上にまき散らしました。

　それらと一いつ緒しよに降りてきたヨアキムは、斧槍ハルバードを肩かたに担かついで私たちを──というより、アホタレを一いち瞥べつしました。

　私は彼が獣じゆう人じんだという事実を改めて思い知らされました。

　筋肉質ながらも細く引き締しまっていたヨアキムの身体からだは、腕うでも脚あしも胸も背中も、さらには首までも、二倍三倍に太さを増していました。

　その姿すがたは、もはや人であって人ではありません。

　人の皮を被かぶった獣けものが、本来の野生を抑おさえきれずに人の姿を保ちきれなくなっている。

　今のヨアキムは、私の目にそんなふうに映りました。

「次はオレの番だな。アンジュ」

「は、はい」

「下ろすぞ。オレの後ろっ側に行ってくれ」

　言って、アホタレは私を下ろしました。

　そして、自由になった手を腰こしの暗黒剣デスブリンガーへと伸のばすと、漆しつ黒こくの刃やいばを勢いよく解き放ちました。

　私は言われたとおりに背中側へ走りながら、アホタレの勝利を確信しました。

　アホタレならば間違いなくソードフィッシュを切れる。疑いもなくそう思えるほどに、アホタレの力は高まり、昂たかぶっていました。

「──っ！」

　そして、鋭するどい呼気を発するとともに駆かけ出したアホタレは、私の確信を裏切ることなくソードフィッシュを両断してみせました。

　その様はまさに迅じん雷らいでした。

　一いち陣じんの稲いな妻ずまが地表を奔はしり抜けたかと思うと、先程、クシナダとトモエさんが攻こう撃げきしたソードフィッシュが真っ二つに分かれたのです。

　ソードフィッシュは地上に落ちて爆ばく発はつし、爆ばく風ふうが木々を激しくざわめかせました。

　まったく……。

　片や体当たりで貫かん通つう粉ふん砕さい。片や一いつ刀とう両りよう断だん。

　ヨアキムといいアホタレといい、どちらも立派な化け物です。

　最優先で排はい除じよすべきは彼らであると認識したのか、残る二体のソードフィッシュは私やトモエさんやクシナダには目もくれずに、アホタレとヨアキムを狙ねらって大量の弾だん丸がんを吐はき出しました。

　しかし、当たりません。豪ごう雨うの如ごとく降り注ぐ弾丸の雨をかいくぐって、アホタレとヨアキムは、それぞれソードフィッシュを両断、あるいは粉砕しました。

「さすがだな、竜騎士ドラグーン」

「あんたこそ」

　爆ばく散さんし、燃え上がるキカイの悪あく魔またちの残ざん骸がいを背に、アホタレとヨアキムは笑みを交わし合いました。

　私は……出番がありませんでしたね。

　暗黒鉄デスメタルは魔ま法ほうに対しても高い抵抗力を持つ金属ですから、私の魔法でソードフィッシュを破は壊かいするのは難しかったでしょう。それでも牽けん制せいぐらいにはなるだろうと思っていたのですが。

　アホタレとヨアキムの強さに驚いているのは、私だけじゃありません。

　ソードフィッシュの装そう甲こうに為なす術もなかったクシナダも、目と口を丸くしていました。「お見事ですわ。レックス様、ヨアキム様」、トモエさんは笑顔で拍はく手しゆをしています。

「ウ、ウェポンは、よ、四体だけですか？」

　私はヨアキムに歩み寄って声をかけました。

　つっかえてしまったのは、筋肉を肥ひ大だいさせたヨアキムの姿すがたが恐おそろしかったからです。

「たしか、そのはずだ。……どうした？　顔が引きつっているぞ」

「い、いえ、これは……」

　あなたの見た目が恐こわいんです、とはさすがに言えません。

「ああ、この姿が恐いのか」

　ヨアキムは私の心を見み透すかしたように言うと、一度大きく深呼吸をしました。

　膨ふくれ上がっていた筋肉が、ミシミシと軋きしむような音をたてて引き締しまっていきます。

「怯おびえさせてしまって、すまんな」

　元の姿に戻ったヨアキムは、野性的な美び貌ぼうに穏おだやかな笑みを浮かべました。

「い、いえ……。私のほうこそ、失礼を……」

「気にするな。ネーナにも、半はん獣じゆう化かは可愛かわいくないからやめろとよく言われたよ」

　か、可愛く？

　たしかに、あの姿が可愛くないのはそのとおりだとは思いますが……。

「あ、あの……」

「なんだ？」

「ネーナさんは、どんな女性だったのです？」

　こんな話をしている場合ではないとわかっていつつ、私は訊きいていました。

　私はまだヨアキムを完全に信頼してはいません。けれど、信頼したいと思うようにもなっていました。

　ネーナさんの名前を口にした時、ヨアキムはとても優しい顔をしていました。

　ネーナさんの話をしてもらうことで、ヨアキムという人をより知ることができるのではないか……と、そんなふうに考えたのです。

「ネーナか。兄の俺おれが言うのもなんだが、美しい娘むすめだった。潑はつ剌らつとしていて、太陽のようだったよ。……いや、俺にとってはネーナこそが太陽だった」

「素敵な女性だったんですね……」

「ああ」

　太陽……。

　ネーナさんがヨアキムにとっての太陽だったのなら、ヨアキムは太陽を失ったことになります。

　太陽のない世界。決して明けることのない夜の闇やみの中に、ヨアキムはたった一人、取り残されてしまったのです。

　ティアマリアへの復ふく讐しゆうを果たすことで、ヨアキムの夜は明けるのでしょうか。新しい太陽を求めて旅立っていくことができるのでしょうか。

　そもそも彼は、復讐を果たした後のことを考えているのでしょうか。

「もう一つ訊きかせてください、ヨアキム。あなたは──」

　問おうとしたその時、

「こんな物のために！」

　背後で怒ど気きに満ちた声があがりました。

「クシナダ……」

　振り返った私の目に映ったのは、ソードフィッシュの残ざん骸がいを足あし蹴げにするクシナダの姿でした。

「こんな……こんなくだらない物を作るために、村のみんなは！」

　クシナダは目を剝むき歯を剝いて、漆しつ黒こくの金属塊かいを何度も何度も踏ふみつけます。

　クシナダの怒いかりは理解できました。

　彼が育ったリコリス村は、戦争のための増税が原因で滅びたのです。

「やれやれ……」

　ため息交じりに呟つぶやいたヨアキムが、私の横を通り過ぎてクシナダに歩み寄りました。

「やめろ、クシナダ」

　肩かたに手を置いて声をかけますが、クシナダは行為をやめません。

「それは、キカイだ。ただの物だ。憎にくんだところで意味はない」

「そんなことはわかっていますよ！　でも！」

　クシナダは振り向いてヨアキムを睨にらみつけました。

「おまえが憎むべきはティアマリアだ。ティアマリア、ただ一人だけだ。ティアマリア以外のものにまで、憎しみを広げるな」

　クシナダの目は今にも火を噴ふきそうなほどに怒りの色一色に染まっていましたが、ヨアキムは少しも怯ひるむことなく淡たん々たんと言葉を紡つむぎます。

「おまえや俺おれのように一番大切なものを奪うばわれた人間にとって、憎しみは生きるための支えになる。だが、度の過ぎた憎しみは身を滅ぼすだけだ」

「そんな綺き麗れい事ごとは聞きたくありません」

「綺麗事ではない。事実だ」

「事実？　それは経験談ですか？」

「そうだ」

「でも、あなたは滅びてはいない」

「滅びているさ。とっくにな」

　言った直後、ヨアキムが突とつ然ぜん、咳せき込みはじめました。

「ヨアキム？」

　よろめきながら後じさるヨアキムに、クシナダが歩み寄ります。

「くる、な……っ！」

　びしゃり、とクシナダの顔になにかがかかりました。

　あれは……血？

「ヨアキム！」

　顔についた液体を手に取って見たクシナダは、目を見開いてヨアキムに駆かけ寄りました。

　私も慌あわてて駆け寄りました。アホタレとトモエさんもやってきました。

　クシナダに支えられても立っていられなかったヨアキムは、片かた膝ひざをついてさらに激しく咳き込みました。

　咳せきをする度に、黒っぽい滴しずくが飛び散って地面と身体からだを密着させているクシナダのマントを斑まだらに汚よごしました。

　血です。

　少し経たって咳が治まると、ヨアキムは血の滴したたる口くち許もとを手の甲こうで拭ぬぐって自じ嘲ちようの笑みを浮かべました。

「間の良いことだ、まったく……」

　アホタレがヨアキムの目の前で身を屈かがめて、問いかけます。

「病気か？」

「銀ぎん毒どくだ」

　ヨアキムはひゅーひゅーと苦しげに喉のどを鳴らして、答えました。

「銀が俺おれたち獣じゆう人じんには毒になるという話は、したな」

「ああ」

「一年前に、ランドールの兵士に銀の短たん剣けんで刺さされた」

　ヨアキムを銀の短剣で刺したランドールの兵士は、別段、優れた剣けん腕わんを持っていたわけではなかったそうです。

「腕うで前まえは、並だった。ただ、気迫は凄すさまじかった」

　兄の仇かたき！　そう叫さけびながらがむしゃらに突つっ込んできた兵士の気迫に圧おされて、ヨアキムは銀の短剣を脇わき腹ばらに受けてしまいました。

　傷そのものはたいしたことはなかったものの、獣人にとって銀は猛もう毒どくです。

「死にかけたよ。だが、俺おれは死ぬわけにはいかなった」

　ヨアキムは一命を取り留めました。しかし、銀ぎん毒どくは完全に消えたわけではなく、時間をかけてヨアキムの命を蝕むしばみ続けました。それこそ呪のろいのように。

「おかげで、俺の身体からだはもうボロボロだ。長くはない」

「そんな……」

　クシナダの声は震ふるえていました。

「当然の報むくいだ。ティアマリアに近づくためとはいえ、俺は無関係な人間を殺しすぎた」

「でも、それは……」

「許されないさ。俺にもおまえにも、ティアマリアに復ふく讐しゆうする権利はある。だが、そこに無関係な他人を巻き込むのは、明確な罪だ。……おまえは、俺のようにはなるなよ」

「ヨアキムさん……」

　よろめきながら立ち上がったヨアキムは、クシナダの頭に手を載のせて言いました。

「ティアマリアに復讐して……その後、おまえはどうするつもりだ？」

　その問いは、私がヨアキムにしようとしたのと同じものでした。

「復讐の……後？」

　問い返すその表情が、答えを物語っていました。

　クシナダは考えていなかったのです。復讐を果たした後の、自分の生き方を。

「考えておけ。復讐は、死者に報むくいるためだけのものではない。自分自身が報われなければ意味がない」

　そう言って、ヨアキムは歩き出しました。

　湖上の建物へと向かっているその足は、時折、左右にふらついています。

　銀毒は相当に深く彼の命を蝕むしばんでいるようです。

　もう長くはないという彼の言葉は、本当でしょう。……ただし、それはこのままなんの手も打たなければの話です。

　治ち療りよう法ほうは、きっとあるはずなのです。フェブロニアは医学も発達していますし、僧そう侶りよの神聖魔ま法ほうには解げ毒どくの魔法が存在すると聞いたことがあります。

　しかし、治療法があったとしても、ヨアキムは決して毒を解こうとはしないでしょう。

　ティアマリアへの憎にくしみを支えに生きてきた彼には、自分に銀の刃やいばを突つき立てた兵士の憎しみを拒こばむことができないのです。

　憎しみに生き、憎しみに死ぬつもりでいるのです。

　復讐は自分自身が報われなければ意味がないと、ヨアキムはクシナダに言いました。しかし、そう言ったヨアキム自身、自分が報われようとは思っていないのです。

　彼は私やアイネイアによく似ています。

　どうしようもなく生き真ま面じ目めで、そして救いがたいほどに不器用なのです。

「オレたちも、行こうぜ」

　アホタレが暗黒剣デスブリンガーを鞘さやに収めて、ヨアキムの後に続きました。

「アンジュ様、私たちも」

「え、ええ」

　トモエさんに促うながされて、私も歩き出しました。

　地下の研究施設への入り口となる建物が在あるのは、広いプロテア湖のほぼ中央です。そして、湖の縁ふちから建物までは、一本の長い橋が延びていました。他ほかに建物への道はありません。

　橋を渡りはじめて間もなく、私は後方のクシナダを振り返りました。

　ヨアキムの言葉を反はん芻すうしていたのでしょうか。私とトモエさんの少し後ろを歩いていたクシナダは、思い詰つめたように視線を下げ、唇くちびるを引き結んでいました。
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　研究施設の大きさは、私の想像を遙はるかに超えていました。

　ヨアキムによれば、施設は三つの層を成しているとのことでした。

　地上に一番近い第一階層では機械を動かすために必要なデンキを作り、その下の第二階層は研究者や作業員の居住区画。ティル・ナ・ノーグの開発は最下層である第三階層で行われているのだそうです。

　どの階層も、その敷地しきち面積は小さな街ほどもあるというのですから、とんでもありません。

　しかも、厄やつ介かいなことに侵しん入にゆう者しや対策として内部の構造は非常に複雑になっていました。施設の関係者にのみ貸与されるカード状の鍵（カードキーというらしいです）がなければ開かない扉とびらも多く、事前に見取り図とカードキーを手に入れていたヨアキムがいなければ、私たちは第一階層で『詰つんで』いたでしょう。

「どういうことだ？」

　自動階段で第一階層から第二階層へと下っている途と中ちゆう、ヨアキムが神しん妙みような面持ちで言いました。

「静かすぎる」

　それは、私も感じていたことでした。

　第一階層にはデンキを作るための大型のキカイがいくつも並んでいました。中にはちょっとしたお城ほどの大きさのものもあって……あれほどに大きな、そして複雑な機構を持ったキカイを動かすには、多くの人の手が必要なはずです。

　にもかかわらず、第一階層を抜ける間、私たちは人っ子一人見かけませんでした。

　ウェポンによる襲しゆう撃げきもなく、誰にも行く手を阻はばまれなかったのはありがたかったのですが、ありがたみ以上に嫌いやな予感を覚えずにはいられませんでした。

「うおー、すげえなこの階段！　動いてるぜ！　楽チンだ！」

　汗あせばんだ手で杖つえを握にぎり直した私の後ろで、アホタレは自動階段に感動していました。

　まったくどこまでも暢気のんきな男ですが、自動階段に感動というか感心していたのは実は私も同じなので、なにも言えません。

　この自動階段は実に素す晴ばらしい発明だと思います。これがあれば、足の不自由な人やお年寄りの階段の上り下りが楽になります。こういった発明ばかりなら、私もカガクに対してもっと好意的になれたのでしょうけれど……。

　自動階段を下りきってたどり着いた第二階層。研究員や作業員の居住区画であるここに人がいないはずがありません。しかし、第一階層と同様、私たちはここでも人の姿すがたを目にすることはありませんでした。

「まずいな」

　ヨアキムが表情に焦あせりを滲にじませ、舌した打うち交じりに言いました。

「あるいは、もう既すでにティル・ナ・ノーグは完成しているのかもしれん」

「それが、誰もいない理由になるのですか？」

「わからん。だが、完成したティル・ナ・ノーグをどこか別の場所に動かした可能性はある。……それに、あの女のことだ。完成の喜びを自分一人で嚙かみしめたかった、などと言い出しかねん」

　前者の理由はともかく、後者の理由はいくらなんでも……。

「そういう女なんだよ。ティアマリアは」

　ヨアキムは私の心の声が聞こえたかのようにそう言いました。

　女じよ帝ていティアマリア。

　独特な思想・思考の持ち主であることはわかっていたつもりですが……ヨアキムの口振りからするに、どうやら私が思っていた以上に変わった人物のようです。

「とにかく、急ぐぞ」

　幽ゆう霊れい街がいの如ごとき第二階層を抜けて、私たちは再び自動階段で第三階層へと下りました。

　非常に複雑な構造をしていた第一、第二階層とは打って変わって、いたって単純な構造をしていました。

　一本道の通路を進むとなにもない広間に出て、その奥に続く通路を進むとやがてまた同じような広間に出る……といった感じで。

　それを何度か繰くり返し、足が棒ぼうになってきたところで、私たちはついにその場所へとたどり着いたのです。

　そこは、これまで通過してきた広間よりもさらに広く、切り立った崖がけのようになっていました。広間のちょうど中央あたりから先の床ゆかが、なくなっているのです。

　そして、床の切れ目──断だん崖がいの淵ふちに、女が一人、立っていました。

　手を前で組み、こちらに優しげな微笑ほほえみを向けています。

　二十代の半ば……といったところでしょうか。

　美人です。眼鏡めがねがよく似合っています。しかし、知的な美人にありがちな冷たい雰ふん囲い気きはかけらもなく、むしろその佇たたずまいはひだまりのような温かささえ感じます。

　ふわりとした質感の栗くり色いろの髪かみは長く、白を基調にした清せい楚そなドレスはこの無機質な空間に不思議と馴な染じんで見えました。

　彼女が何者なのかは、容易に想像がつきました。

「ティアマリア」

　ヨアキムが女性の名前を口にしました。

「俺おれがなぜここにきたか、わかるな？」

「はい」

　ヨアキムがティアマリアと呼んだ女性は、やわらかな口く調ちようで答えました。

「復ふく讐しゆう、でしょう？」

「ティアマリア……！」

　私の斜ななめ後ろで怒ど気きを孕はらんだ声を洩もらしたのは、クシナダです。

　私は改めて前方の女性を注視しました。

　カガクと魔ま法ほうの国・フェブロニアの皇こう帝ていにして、恒こう久きゆう的てきな世界平和の実現の名の下にアデール大陸に戦乱の嵐あらしを巻き起こしている張本人が、彼女──ティアマリア＝フェブロムⅣ世なのです。

　とても、そんな大だい人じん物ぶつを目の前にしているという実感はありません。

　若くて、美しくて、どちらかといえば小こ柄がらで、侵しん略りやくや殺さつ戮りくといった言葉はまったく相応ふさわしくないように見えます。しかし、私はこの旅を通じて、人の本質は見た目だけでは判断できないということを嫌いやというほどに学んできました。

「やはり、俺おれの素す性じようを知っていたのか」

「ええ。ジェイドが調べてくれましたから」

「知っていてなお、俺を『恒久平和の実現者ピースメーカー』にしたのか」

「はい。貴方あなたは夢のために力を尽つくされる方でしたから」

　ティアマリアは優しげな微笑ほほえみを浮かべたまま、可愛かわいらしく首を傾かたむけました。

「わたくしへの復ふく讐しゆうという夢を。わたくしは夢を持ち、夢のために力を尽くされる方が大好きなのです」

「夢……か。たしかに、そうかもしれんな」

　フッ、とヨアキムは小さく笑みました。

「俺はおまえにネーナという夢を奪うばわれ、代わりにおまえへの復讐という新しい夢を、おまえ自身から与えられたというわけか。ふざけた話だが、おかげで俺は今日きようまで生きてこられたよ」

「わたくしへの復讐を心の支えに？」

「そうだ」

「それは、なによりですわ」

　この流れでその台詞せりふは、本来なら皮肉以外のなにものでもないところですが、ティアマリアの口く調ちようや表情は、まるで彼女が本心から『そう思って』言っているように感じ取れました。

「ふざけるなっ！」

　そんなティアマリアに怒ど声せいを叩たたきつけたのは、ヨアキム──ではなく、クシナダでした。

「おや、貴方あなたは……」

「僕の名前はクシナダ」

　私の前に歩み出たクシナダは、既すでにその手に短たん剣けんを握にぎりしめていました。

「リコリス村の生き残りだ！」

「リコリス村……といいますと、たしか昨年の冬に村民の多くが亡くなられた村……でしたわね。冬を越せずに……」

「そうだ！　みんな飢うえに苦しみ寒さに震ふるえながら死んでいったんだ！　誰のせいだと思っている!?」

　ティアマリアは傾かたむけた白い頰ほおに白い手を添えて、言いました。

「それはもちろん、わたくしのせいですわね」

「……っ！」

　クシナダが奥歯を嚙かみしめたのがわかりました。

「そこまでわかっているなら、僕ぼくがおまえをどうしたいかもわかっているな!?」

「わかっておりますわ。殺したいのでしょう」

　私の立ち位置からクシナダの表情を見ることはできませんが、今にも火を噴ふきそうな目をしているに違いありません。

　そんな目に睨にらみ据すえられながらも、ティアマリアは怯おびえた様子を寸すん分ぶんたりとも見せずに、とんでもないことをさらりと言ってのけました。

「どうぞ殺してくださいませ」

　その発言は、クシナダを逆に怯ひるませました。

「な……なにを言っているんだ？」

「殺していただいてかまいませんと申したのです。ただし、今はまだダメですわ。世界平和が実現していませんもの」

「平和とは」

　私はクシナダの隣となりに歩み出て、ティアマリアに問いを投げかけました。

「あなたの言う世界平和とは、一体なんなのです？　世界がどんな状態になれば、あなたは平和だと思うのです？」

「平和、ですか」

　ティアマリアは傾けていた首をまっすぐに起こすと、再び前で手を組んで答えました。

「もちろん、世界から戦争の根絶された状態のことですわ」

「ならば、あなたは世界から戦争を根絶するために戦争をしているというのですか？」

「はい」

「それが、正しい手段だと？」

「いいえ」

　ティアマリアはゆっくりと首を横に振りました。

「正しい手段だとは思っておりません。わたくしは愚おろかな女ですが、戦争を根絶するために戦争をするという手段が矛む盾じゆんを孕はらんでいるということぐらいは、わかります。しかしながら、わたくしは手段の是ぜ非ひにはこだわっておりませんの。戦争を根絶できれば……世界に平和をもたらすことさえできれば、それで良いのです」

　組んでいた手を祈いのるように胸の前へと運び、遠い目をして語ります。

「あなたの口振りは、まるで平和のためなら人がいくら死のうとかまわない……そう言っているように聞こえます」

「はい」

　祈いのるような格好のまま、遠い目のまま、ティアマリアはとろけるような声で答えました。

「平和のためなら人がいくら死のうとかまわない……わたくしは、まさにそう言っているのです」

　そして、くすくすと楽しげに笑いました。

「言っただろう」

　私の斜ななめ前に立っていたヨアキムが、顔を半分だけ振り向かせて言いました。

「あの女は常じよう軌きを逸いつしていると」

　ヨアキムの言うとおりです。

　平和のためなら多少の犠ぎ牲せいもやむをえない……といった考えであるなら、まだ理解はできます。人の上に立つ人間には、時としてそういった決断が求められることもあるでしょう。

　けれど、ティアマリアは平和のために人が死ぬことをなんとも思っていないのです。やむをえないとさえ思っていないのです。

　平和の概がい念ねんが、私たちと決定的に違っているのです。

　ティアマリアの考える、そして求めている平和には、『人』が含まれていないのです。

「ティル・ナ・ノーグは完成したのか？」

　ヨアキムに問われたティアマリアは、遠くを見ていた目をこちらに向けると、花が零こぼれるような笑顔で「はい」と答えました。

「嬉うれしいか」

「ええ、それはもう」

「施設内に人っ子一人いないのは、完成の喜びに一人で浸ひたるためか」

「ヨアキムさんはなんでもお見通しですのね」

「ネーナが死んだあの日から、俺おれは四し六ろく時じ中ちゆうおまえのことばかり考えてきたからな」

「まあ」

　ティアマリアは朱しゆを帯びた頰ほおを両手で包みました。

「照れてしまいますわ」

　ティアマリアのその反応にも、ヨアキムは怒いかりを露あらわにすることなく次の問いを口にしました。

「生きているのか」

「はい？」

　両手で頰を包んだまま、ティアマリアは小首を傾かしげました。

「施設の連中は生きているのかと訊きいている」

「ああ、そういう意味でしたの」

「質問の意味が理解できたのなら、答えろ」

　ティアマリアは頰ほおから手を下ろすと、とろんとした目つきになって最悪の答えを返してきました。

「みなさん、消えていただきましたわ」

　私は思わず息を吞のんで一歩後ずさってしまいましたが、ヨアキムはティアマリアの答えを予測していたのか驚きませんでした。

「殺す必要があったのか」

「ティル・ナ・ノーグにも弱点がないわけではありませんから、それを知っている方には消えていただいたほうが安心かな、と思いまして」

「修理はどうするつもりだ」

「あら、ご存じありませんの？　ティル・ナ・ノーグには、自動修しゆう復ふく機能が備わっているのです。一度起動してしまえばメンテナンスは一切不要ですの。便利でしょう？」

「なるほど……。厄やつ介かいだな」

「ええ、それはもう。ティル・ナ・ノーグはカガクと魔ま法ほう技術とわたくしの愛の結晶ですから。それでも、ヨアキムさんはティル・ナ・ノーグを壊こわすとおっしゃるの？」

「無論だ」

　おもむろに、ヨアキムは斧槍ハルバードを構えました。

「俺おれが壊したいのは、おまえの夢だ。ティル・ナ・ノーグがおまえの夢を叶かなえるための鍵かぎだというのなら、俺は俺の全存在を賭かけてそれを破は壊かいする」

「貴方あなたも不ふ憫びんな方ですわね。わたくしの命が欲しいというのであれば、後でいくらでも差し上げましたのに」

「ティル・ナ・ノーグを出せ」

　ティアマリアは困ったように微笑ほほえみました。

「わたくし、とても残念ですわ。貴方あなたはとても優秀で素敵な方でしたから、恒こう久きゆう平和の実現に最後までお付き合いいただきたかったのですけれど」

　ティアマリアがそう言って右みぎ腕うでを横水平に持ち上げると、床ゆかの一部が開いて、そこから台座が迫せり上がってきました。

　台座の上には、子供の拳こぶしほどの大きさの、澄すんだ闇やみ色いろの珠たまが載のっていました。見た目は黒い水晶ですが、キカイなのかアクセサリーなのか……どちらにしろ、なんらかの特殊な力を持った物であることは間違いありません。

「お望みどおり、お見せしますわ。姫ひめ様さまとわたくしの夢の扉とびらを開く鍵……」

　姫様？

「さあ、いらっしゃい……」

　ティアマリアの白くしなやかな手が、珠の上に重ねられました。

　珠たまは、まるで燃え上がるように濃こい赤色の光を放ち、そして──。

　そして──。

　なにも、起こりませんでした。

「あら？」

　ティアマリアが眉まゆ根ねを寄せて首を傾かしげました。

「どうしちゃったのかしら……」

「ティアマリア！」

　唐とう突とつに、鋭えい利りな叫さけび声が空気を切り裂ささきました。

「村のみんなの仇かたきだ！　死ねっ！」

　クシナダです。

　クシナダが、殺気を爆ばく発はつさせてティアマリアに飛びかかったのです。

　ティル・ナ・ノーグなんてどうでもいい。

　アホタレとの約束も関係ない。

　僕ぼくはティアマリアを殺す。

　クシナダの殺気は、言葉よりも雄ゆう弁べんに彼の心を語っていました。

　大きく振りかぶられた短たん剣けんが、寸すん分ぶんの躊躇ためらいもなくティアマリアの喉のど笛ぶえめがけて振り下ろされます。

　優秀なカガク者で魔ま法ほう使つかいであっても剣けん士しではないティアマリアに、クシナダの攻こう撃げきは避けられません。実際、ティアマリアは目を大きくしただけで一歩も動けませんでした。

　なのに、クシナダの殺意の一いち撃げきはティアマリアを捉とらえることはできませんでした。

　クシナダの短剣は、ティアマリアの首くび筋すじまであとほんのわずかというところで止まっていました。正確には、止められてしまいました。

　止めたのは、クシナダがティアマリアに飛びかかった直後に駆かけ出していたアホタレと、もう一人。

　そのもう一人は、ティアマリアの背後──断だん崖がいの下から唐とう突とつに現れて、クシナダの手首をつかんだのです。

　アホタレはクシナダの二にの腕うでをつかんでいますが、早かったのはもう一人のほうです。アホタレだけでは、あるいは間に合わなかったかもしれません。

「いきり立っとるなぁ、兄弟」

「邪じや魔まをするな、ヴリトラ……ッ！」

　思いがけない場所からの登場ではありましたが、彼の登場そのものは意外でもなんでもありませんでした。

『蛇だ蝎かつ』のジェイド。

　ティアマリアを守ることを最優先に考えている彼が、この場に現れないわけがないのです。

「邪じや魔まするなっちゅーのは無理な話や。ワイはティアマリアを愛しとるさかい」

「……っ！」

　クシナダの手から短たん剣けんが落ちて、澄すんだ金属音をたてました。

　ジェイドがクシナダの手首をつかむ手に力を込めたのです。ミシリ、と肉と骨の軋きしむ音がここまで聞こえてきましたから、痛みも相当にあるはずです。

　それでも。

　痛みを受け、短剣を取り落としても、それでもなおクシナダはティアマリアに手を伸のばそうとしていました。

「やめろ、クシナダ。殺すのは駄だ目めだ」

　アホタレの言葉も、まるで耳に入っていません。

「すまんなぁ、兄弟。兄弟がティアマリアを恨うらむ理由はわかっとる。ティアマリアが悪い。恨みを晴らさせてやりたいところやけど、ワイはティアマリアを愛しとんねん。ほんまに、すまんなぁ」

　ジェイドは心しん底そこすまなそうに言うと、つかんだクシナダの腕を高く持ち上げ、がら空きになった脇わき腹ばらに拳こぶしを突つき入れました。

「が……っ！」

　がっくりと膝ひざから崩くずれ落ちたクシナダを、アホタレが受け止めました。抱だきかかえて、こちらに戻ってきます。

「く……そ……」

　アホタレの腕の上で、クシナダは苦しげに顔を歪ゆがめています。

　ジェイドが打ったのは、人体でいえばちょうど肝かん臓ぞうのある位置です。急所です。クシナダは魔ま人じんですが、魔人も内臓の配置は人間とほとんど変わりません。しばらくは、まともに動けないでしょう。

「ありがとう、ジェイド」

　にっこりと微笑ほほえみ感謝の言葉を口にするティアマリアを振り返り、ジェイドはため息をこぼしました。

「せやから、一人は危ない言うたんや」

「ティル・ナ・ノーグが動かないの。わたくし、困ってしまって」

「心コ臓アにまだアレが馴な染じみきってないだけやろ。直じきに動く。それまで、ワイが時間を稼かせいだる。心配せんとき」

　ジェイドは片方の手でティアマリアのふわふわした髪かみを搔かき上げ、頰ほおを撫なでました。

「ジェイドは、本当に優しいのね」

　頰を撫でるジェイドの手に白い手を重ねて、ティアマリアはうっとりと表情をとろけさせました。

「惚ほれた弱みっちゅーやつやな」

「姫ひめ様さまも感謝していますわ」

　ジェイドは肩かたを竦すくめてティアマリアの頰ほおから手を離すと、その手で自分の首くび筋すじを撫なでながら私たちのほうに向き直りました。

「この時がきてしもたなぁ」

　苦笑。

「にいちゃんらとは戦やり合いとうなかったんやけどな」

「私たちはティアマリアの命を奪うばおうとは思っていません」

　駄だ目めで元々、私は言ってみました。

「ですから、どうか退しりぞいてください。ジェイド。あなたと戦いたくない気持ちは、こちらも同じです」

　理由はわかりませんが、どうやらティル・ナ・ノーグは動き出すのに手間取っているようです。どんな恐おそろしい兵器も、動いていなければ造ぞう作さもなく壊こわせます。

　ジェイドさえ退いてくれれば──ティアマリア一人なら、なんとでもなります。

　しかし、ジェイドが素直に退いてくれるはずもなく。

「せやかて、兄弟は殺やる気まんまんやろ？」

「それは……」

「それに、命まで奪とる気はない言うても、ねえちゃんらはティアマリアの夢を潰つぶすつもりなんやろ？　はいどうぞ、とは言えへんな」

「……こちらのことは、全すべてお見通しというわけですか」

「ヨアキムはんの動きには注意しとったからなー」

「では、どうあっても退いてくれないのですね」

「約束があるんや。退かれへん」

　ジェイドは両手を上うわ衣ぎのポケットにしまうと、軽く背中を丸め、猫ねこのように目を細めました。

「本気でいかせてもらう」

　吐はき気が込み上げてきました。

「悪く思わないでくれよ」

　ジェイドの口く調ちようから、訛なまりが消えていました。

　本人の言うとおり、彼は本気です。

　気配がそれを物語っています。

　殺気とも悪意とも違う、もっと禍まが々まがしく毒々しい気配。

　吐はき気だけでなく目眩めまいさえ覚えるほどの、濃のう厚こうな死し臭しゆう。

「ヴリ……トラ……」

　クシナダが呻うめき交じりにジェイドの真の名前を口にしました。

　そう。ジェイドは四天竜ノーブルドラゴン──黒こく竜りゆうヴリトラなのです。

　ジェイドにとっての本気とは、すなわち、黒竜ヴリトラとしての本性を現すことに外なりません。

　以前に彼はこう言っていました。自分の本当の姿すがたが好きではないと。

　そして、アイネイアとの戦いでも、結局、竜の姿にはならなかったのです。

　そのジェイドが、今まさに私たちの目の前に竜の姿を晒さらそうとしているのです。

　ぼんやりとは見ていられません。ここは、ジェイドが竜の姿になるのを断固として阻そ止ししなければならない場面です。

　しかし、私は猛もう烈れつな吐はき気をこらえ、目眩めまいに抗あらがうのが精一杯で一歩も動けませんでした。

　目眩のおかげでアホタレとトモエさんの状況を見て取ることはできませんでしたが、どちらも攻こう撃げき行動を取らなかったということは、私と同様に動けなかったのでしょう。

　ヨアキムも、闘とう気きを漲みなぎらせはしたものの、死臭が銀ぎん毒どくを刺激したのか激しく咳せき込んでいます。

　誰にも邪じや魔まされることなく、ジェイドはその身を竜の姿へと変じることに成功しました。

　黒竜ヴリトラとなったジェイドの姿は、私の吐き気をさらに悪化させるものでした。

　五つの首に、ぬめりを帯おびた黒い胴どう体たい。腸ちようのような肉の紐ひもが胴体のあちこちから生はえて蠢うごめいているものの、それだけです。脚あしもなく、翼つばさもなく、尻尾しつぽもありません。

──これが、黒竜ヴリトラ……!?

　ジェイドが晒さらした真の姿は、私の知る竜の姿とはまるで違っていました。

　竜は恐おそろしくも美しい生き物です。ワイバーンのような下級の竜はともかく、リンドヴルムのジグや金きん竜りゆうオルリス、銀ぎん竜りゆうユランは神性さえ感じさせる美しさを持っていました。

　しかし、ジェイドは──黒竜ヴリトラは、ただひたすらに醜しゆう悪あくで、おぞましい姿をしていたのです。

（これが、私の本性だ）

　広間を満たす死臭が震ふるえて、老ろう婆ばのそれのようにしゃがれた声を響かせました。

（私がこの姿を嫌きらう理由が、わかってくれたかな？）

　笑ったのでしょうか。五つの首を伸のばし、絡からみつかせて、黒竜ヴリトラは消石ガラスを搔かいたような耳みみ障ざわりな音をたてました。

　私はなんの言葉も返せませんでした。

　迂う闊かつに口を開いたら、吐はいてしまいそうでした。

（もう二度と、この姿にはなるまいと思っていたのだがね。人の姿のままで、君たち全員を相手にできそうにはない。……さあ、ルピシア。私と彼らを外へ）

　ヴリトラが聞き覚えのない名前を口にしました。

　その名前が一体誰を指しているのか。疑問に思う間もなく目の前で光が弾はじけて、ヴリトラの醜しゆう悪あくな巨きよ体たいが忽こつ然ぜんと消えてしまいました。

「レックス様！」

　消えたのは、ヴリトラだけではありませんでした。

　トモエさんの声に振り返った私は、その途と中ちゆうにいるべき人がいないことに気づいて息を吞のみました。

　アホタレが──私の隣となりにいたはずのアホタレが、いなくなっていたのです。

「レックスは、転送された。ジェイドと一いつ緒しよにな」

　ヨアキムが苦しげに肩かたで息をしながら言いました。その隣には、さっきまでアホタレに抱かかえられていたクシナダの姿すがたがありました。金属製の冷たい床ゆかに横たわり、呻うめいています。

　私は歯を食いしばってティアマリアのほうに向き直りました。

　ヴリトラが消えたとはいえ、死し臭しゆうはまだ残っていました。目眩めまいで膝ひざが折れそうになりましたが、こらえてティアマリアを睨にらみます。

　ティアマリアは片方の手の甲こうで口くち許もとを覆おおいながら、もう片方の手を傍かたわらの黒い珠たまの上に置いていました。

「あらあら」

　口許を覆っていた手を頰ほおへと運んで、ティアマリアは困ったように眉まゆ根ねを寄せました。

「白はく竜りゆうさんにもご退場いただきたかったのですけれど……さすがですわね」

　ティアマリアがさすがと評したのは、アホタレのことでしょう。

　ティアマリアはヴリトラとアホタレ、そしてクシナダの三人をこの場から消し去ろうとしたのです。しかし、それを察知したアホタレが、抱かかえていたクシナダを咄とつ嗟さに放り投げて逃れさせた……ということなのでしょう。

「なぜ、レックスとクシナダだけだったのだ。俺おれたち全員を転送させることもできたはずだ」

　ヨアキムがクシナダを抱かかえ起こしつつティアマリアに問いかけました。

「みなさんには戦せん闘とう実験にお付き合いいただこうかと思いまして」

　ポン、とティアマリアは両手を合わせました。

「ティル・ナ・ノーグは完成はしたのですが、実はまだ戦闘実験が済んでいませんの」

「私たちは実験台というわけですか」

　私は口許を覆おおっていた腕うでを下ろして、ティアマリアに言葉を投げました。

「ええ。ヨアキムさんは優秀な剣けん士し。アンジュさん……でしたわね？　貴女あなたは優秀な魔ま法ほう使つかい。そちらのメイドさんは、ヒナギクさんと同じ殺戮妖精キリングフエアリイと聞き及んでおります。みなさん、実に素す晴ばらしい実験台ですわ」

　その口振りは、アホタレとクシナダは実験台にはならないと言っているようにも聞こえました。

「しかし、かまわなかったのか？　ティル・ナ・ノーグは起動に手間取っているのだろう？」

「その点は、ご心配なく」

　ティアマリアは華はなやかに微笑ほほえんで大きく両りよう腕うでを広げました。

「無事に起動いたしましたので」

　ゆっくりと──。

　音もなく、ゆっくりと──。

　それは、ティアマリアの背後に姿すがたを現しました。




　ティル・ナ・ノーグ。

　世界から戦争を根絶し、恒こう久きゆう的てきな平和をもたらすために女じよ帝ていティアマリアが作り上げた究極のウェポン。

　両腕を広げたティアマリアの背後に断だん崖がいの下から浮かび現れたそれは、巨きよ大だいな人の『顔』でした。

　頭とう髪はつこそないものの、目があり鼻があり口があり、側面部には耳も見えます。しかし、それらは全すべて肉ではなく金属によって構成されていました。それも、赤から黒、黒から青、青から銀、銀から紫むらさき……といった具合に、刻こく々こくと色合いを変化させる不思議な金属によって、です。時には水すい晶しようのように透とう明めいになって、内部の複雑な構造が見えることもありました。

　唯ゆい一いつ、額ひたいに相当する部分だけは、他ほかの部位とは違う金属──というより、宝石でできているように見えました。上質な紅玉ルビーのように紅あかく透すき通っているその部分だけが、色を変えていないのです。

「これが、ティル・ナ・ノーグか……」

　ヨアキムの呟つぶやきが耳に入りました。

「存外、小さいな……」

　たしかに。

　小さいといっても、その全長は前に立っているティアマリアの身長の優に十倍はあるでしょう。十分に巨きよ大だいです。巨大ではあるのですが、魔ま王おうさえ圧倒できる兵器に見えるかと問われれば、答えは否です。

　もちろん、油断はできません。兵器の性能を見た目で判断するのは危険です。たとえば小型の銃じゆうなどは、銃を知らない者にはただの妙みような形をした金属の塊かたまりにしか見えないでしょう。実際は、剣けん士しを剣の間合いの外から一方的に殺せる厄やつ介かいな武器であるにもかかわらず、です。

「ティル・ナ・ノーグは、どんな力を持っているのです？」

　私はヨアキムに訊たずねつつ、彼の顔色を確認しました。

　咳せきは治まっていますが、顔色は良くありません。あるいは、立っているのも辛つらい状態なのかもしれません。

　それでも、彼の鍛きたえ抜かれた肉体に宿る闘とう気きには微み塵じんの揺ゆらぎも淀よどみも感じません。

「魔ま界かいへ行ける力がある……ということ以外は、俺おれも知らない。だが、アレがどんな力を持っていたとしても、破は壊かいするまでだ」

　ミシミシと軋きしむ音をたてて、ヨアキムの全身の筋肉が盛り上がっていきます。

　半はん獣じゆう化か──。

　獣じゆう人じんの『獣』としての力を利用していると思われるその行為は、おそらく銀ぎん毒どくの浸しん透とうを早めてしまっているはずです。命を削けずる行為のはずです。

　止めたいところですが、止めたところで無む駄だでしょう。

　私がアホタレを守るために〝完全燃焼アラミタマ〟の使用を躊躇ためらわないように、ヨアキムにとってこの戦いは絶対に負けられない戦いなのです。

　もちろん、負けられないのは私だって同じです。

　ジェイドと共に転送されてしまったアホタレが心配です。

　クシナダとの接せつ触しよくでアホタレは以前より強くなったはずですが、今のジェイドは黒こく竜りゆうヴリトラです。四天竜ノーブルドラゴンです。いくらアホタレでも、一人で勝てる相手ではありません。

　一刻も早くアホタレの下に駆かけつけなければなりません。そして、そのためには一刻も早くティル・ナ・ノーグを破壊するしかないのです。

　私は刻々と色を変える巨きよ大だいな『顔』を睨にらみ据すえて、その音を耳にしました。




　ドクン──。




「あら？」

　ティアマリアが頰ほおに手を添えてティル・ナ・ノーグを振り返りました。




　ドクン、ドクン──。




「まあ、貴男あなたも皆さんにご挨あい拶さつしたいのね」

　心臓が脈打っているようなその音の発生源は、どうやらティル・ナ・ノーグのようですが……。

「かまいませんわよ」

　ティアマリアがにっこりと微笑ほほえむと、ティル・ナ・ノーグの紅玉ルビーのような額ひたいの奥に影が浮かび上がりました。

　影は徐じよ々じよに人の形を取りながら手前へと近づいてきて──やがて、水面のように揺ゆれた紅あかい額の表面から、人の上半身が迫せり出てきました。

「大たい佐さ……！」

　悲鳴じみた驚きよう愕がくの声をあげたのは、トモエさんです。

　私も、声こそあげなかったものの、十分すぎるほどに驚いてはいました。

　ティル・ナ・ノーグの額ひたいから現れたのは、ソレイユの丘で邂かい逅こうし、マオの空中遺い跡せきで戦った『恒久平和の実現者ピースメーカー』──ソーマ＝サイフォスだったのです。

「なんの真ま似ねだ、これは」

「ソーマさんには、ティル・ナ・ノーグの心臓と同化していただきましたの」

　同化……？

「ティル・ナ・ノーグは、これは改善すべき点かとも思ったのですけれど、心コ臓アに生きた魔ま人じんを同化させなければ十分な戦闘能力を発はつ揮きできませんの」

　ソーマ＝サイフォスは、『恒久平和の実現者』の証あかしである石いし仮か面めんを今はつけてはいませんでした。衣服も身に着けておらず、華きや奢しやな裸ら身しんが露あらわになっています。

（ティアマリア……僕ぼくは嬉うれしいよ）

　右目だけを不自然に大きく見開き、口の端はを耳の近くまで吊つり上げて、ソーマ＝サイフォスが言いました。──いえ、口の端を吊り上げたのはたしかですが、ソーマ＝サイフォスの口は言葉を発してはいません。

（そいつらに……僕をコケにしたそいつらに、復ふく讐しゆうしてやれるんだからね）

　ソーマ＝サイフォスの声は、ティル・ナ・ノーグの巨きよ大だいな『顔』全体から発せられているようでした。

「そう言っていただけると、わたくしも気が楽ですわ。貴方あなたには、もうこれぐらいしか使い道がありませんでしたから」

「そんな、大たい佐さを……人を、物みたいに言わないでください！」

　ティアマリアの発言に、トモエさんが怒いかりの言葉を返しました。

　トモエさんは目に涙なみださえ滲にじませて怒おこっていました。──ヒナギクの代わりに。

　ヒナギクと融ゆう合ごうしたことで、トモエさんはヒナギクと記き憶おくを共有しています。

　ヒナギクを徹底的に兵器として扱い殺人に殺人を重ねさせたソーマ＝サイフォスは、私に言わせれば外げ道どうですが、ヒナギクにとっては自らの存在意義を尊重してくれた恩人なのです。

　心も身体からだも深く傷ついたヒナギクは今、トモエさんの中で深い眠ねむりについていますが、ヒナギクの記憶を持つトモエさんには、ソーマ＝サイフォスに対するヒナギクの気持ちが理解できるのでしょう。

（ヒナギク）

　ソーマ＝サイフォスが右目を殊こと更さらに大きく──眼球が落ちそうなほどに大きく見開いて、言いました。

（おまえが言うなよ。僕は、おまえが一番許せないんだからな。この、裏切り者！）

「……だそうですわ」

　ティアマリアは腕うでを広げ、スカートの裾すそを花のように広げて、爪つま先さきでくるりと一回転しました。そして、傍かたわらの黒い珠たまに手を載のせました。

「それでは、わたくしはティル・ナ・ノーグとみなさんの戦いを、別室で拝はい見けんさせていただきたいと思います。ご健けん闘とうをお祈いのり申し上げますわ」

　珠が青く光り──。

「待てえっ！」

　クシナダが立ち上がって声をほとばしらせたものの、ティアマリアは珠が放っているのと同じ色の光を全身から発して、消えてしまいました。

（殺してやる……壊こわしてやる……みんな……みんな……ア、アハ、アハハ、アハハハハッ！）

　巨きよ大だいな金属の『顔』が──ティル・ナ・ノーグが、狂きよう気きじみた哄こう笑しようを響かせながらゆっくりと迫ってきます。

「大たい佐さ……っ」

　トモエさんが呻うめくように言ってナギナタを構えました。

　トモエさんは──ヒナギクは、願っていたはずです。ソーマ＝サイフォスとはもう二度と戦いたくはないと。彼を殺したくはないと。

　しかし、彼はまたしても私たちの前に敵として現れました。

　わかっていたことです。

　ティル・ナ・ノーグと同化して……という形は予想外でしたが、ソーマ＝サイフォスとの再戦が避さけられないものであることは、わかっていたことなのです。

　倒すしかありません。倒して、今度こそ、とどめを刺さすのです。それ以外に、彼との戦いを終わらせる術すべはありません。

　トモエさんも同じように思っているのでしょう。ナギナタを構える表情に、迷いは見えません。ティル・ナ・ノーグを映す大きな瞳ひとみには、断固たる決意の光が宿されていました。

「あれを……」

　よろめきながら、クシナダが前に出てきました。

「あれを壊せば、ティアマリアに絶望を与えられるんですね？」

　クシナダは横目でヨアキムを捉とらえて、問いました。

「そうだ」

　ヨアキムが頷うなずくと、クシナダは頷きを返してマントの内側へと手を忍しのばせ、短たん剣けんを取り出しました。

　呼吸がひどく乱れているのは、ジェイドに撲うたれたダメージのせいなのか、あるいは抑おさえきれない憎にくしみのせいなのか。

「見ていろ、ティアマリア。夢が壊れていく様を。そして、味わえ。夢を奪うばわれる苦しみを」

　ソードフィッシュと戦った時よりもさらに大きく筋肉を隆りゆう起きさせたヨアキムが、野や獣じゆうめいた笑みを浮かべて言いました。

　私も──。

　究極のウェポンに私の魔ま法ほうがどこまで通じるかわかりませんが、死力を尽つくして戦います。

　そして、一刻も早くアホタレのところへ。

　私は編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。




　灼しやく熱ねつの赤しやつ光こうがトモエさんの頭上に降り注ぎ、青白い電でん撃げきがクシナダを絡からめ取ろうと網あみを広げて迫ります。

　トモエさんもクシナダも見事な身のこなしでかすらせもしなかったものの、反はん撃げきはできませんでした。焦しよう燥そうに歯を食いしばって、巨きよ大だいな『顔』の周りを駆かけ回るだけです。

　反撃は、しようと思えばできたでしょう。巨大な相手だけに、攻撃を当てることそれ自体は決して難しくはありません。

　しかし、攻撃を当てたところで、トモエさんとクシナダの力では、刻こく々こくと色を変え続けているティル・ナ・ノーグの装そう甲こうに傷一つつけることができないのです。

　それどころか、切りつけた衝しよう撃げきが手に跳はね返ってくるらしく、ナギナタを持つトモエさんの手は先程からほとんど動いていませんでした。攻撃しても効かないからというだけではなく、跳ね返ってきた衝撃で手を痛めているのかもしれません。

　クシナダの状況は、さらに良くありません。短たん剣けんを振るっていた左手は骨が折れてしまったらしく、だらりと垂たれ下がっています。右手は無事のようですが、その手に握にぎられている短剣は刃やいばがぽっきりと折れて武器としての機能を失っていました。

　三人の剣けん士しの中で、ただ一人、ヨアキムだけがティル・ナ・ノーグの恐おそろしく頑がん強きような装甲に損そん傷しようを与えていました。

　丸太より太い腕うでから繰くり出される斧槍ハルバードの一いち撃げきは、ドラゴンさえ容易たやすく切り伏せてしまいそうな圧倒的な破は壊かい力りよくを感じさせます。

　しかし、それほどの破壊力を以もつてしても、一撃で与えられる損傷はたかが知れていました。

　それでも、たとえ装甲の表面を切り裂さく程度の損傷でも、積み重ねていけばなんとかなる──戦いが始まって間もない頃に抱いだいたそんな思いは、今はもう木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれてしまっていました。

　ティル・ナ・ノーグには、自動修復の機能があったのです。──ティアマリアが言っていたとおりに。

　ヨアキムが渾こん身しんの一撃で装甲に傷をつけても、あっと言う間に修復されてしまうのですから積み重ねるもなにもありません。

　もちろん、私も魔法で攻撃していました。

　けれど、つくづく厄やつ介かいなことに、ティル・ナ・ノーグの装甲には魔法を吸収する機能までもが備わっていたのです。

〝煉獄ホムラ〟も〝雷電ナルカミ〟も〝烈光矢ツラヌキ〟も、繰くり出した攻こう撃げき魔ま法ほうは全すべて、装そう甲こうに吸い込まれて消えてしまいました。

　しかも、どうやらティル・ナ・ノーグは吸収した魔法を力に変えているようなのです。

　ティル・ナ・ノーグは、虚こ空くうに浮かび上がらせた複雑な模様や文字列から赤しやつ光こうや電でん撃げきを撃うち出して攻撃してくるのですが、私の魔法を吸収する度に、一度に撃ち出される攻撃の量や威い力りよくが増しているように感じるのです。少なくとも、攻撃の量は確実に増えています。

　おかげで、魔法以外に攻撃手段のない私は攻せめ手を失っていました。

（アハ、アハハ、アハハハハハハハハハハ！）

　断だん崖がいの広間に、ソーマ＝サイフォスの哄こう笑しようが響き渡ります。

（母かあさんをいじめて、殺して、僕ぼくをいじめて……何様だよ、おまえら！）

　声は響けど、ソーマ＝サイフォスの姿すがたを見て取ることはできません。

　戦いが始まるとすぐに、ソーマ＝サイフォスは額ひたいの奥へと戻っていってしまったのです。紅玉ルビーのようだった額も、今は装甲に覆おおわれて手が出せません。

　ソーマ＝サイフォスはティル・ナ・ノーグの心コ臓アと同化していると、ティアマリアは言っていました。

　ソーマ＝サイフォスがティル・ナ・ノーグの心臓であるなら、彼を倒せばティル・ナ・ノーグも壊こわれるなり動きを止めるなりするはずです。

　そのためにはあの厄やつ介かい極まる装甲を突とつ破ぱしなくてはならないわけですが……。

──せめて、魔法が効いてくれれば。

　魔法を吸収してしまう相手に、〝完全燃焼アラミタマ〟は使えません。

　たとえば、ティル・ナ・ノーグの魔法吸収能力には限界があって、限界以上に大きな魔法をぶつけられると吸収しきれない……といった弱点があるのだとすれば、〝完全燃焼〟も有効かもしれません。とはいえ、確証がない以上、それに期待して〝完全燃焼〟を使うのは、分ぶの悪い博打ばくちにしかなりません。

　それに、〝完全燃焼〟は長時間維持できる魔法ではないのです。今ここで使ってしまったら、ヴリトラとなったジェイドと戦うまで保もつかどうか……。アホタレを助けられなくなってしまいます。

（人間はみんなゴミだ！　ゴミは燃えちゃえ！　燃えちゃえよ！）

　ティル・ナ・ノーグの頭上に、この世界のものではない文字が無数に浮かび上がりました。

　文字の一つ一つが超高熱の赤しやつ光こうと化して、豪ごう雨うさながらに降り注ぎます。

　私の反射神経で避けられる攻撃ではありません。

　一歩も動けなかった私がそれでも灼やかれずにすんだのは、ヨアキムのおかげでした。

　素速く駆かけ寄ってきたヨアキムが、私を抱かかえて跳とんでくれたのです。

　ヨアキムに助けられるのは、これが初めてじゃありません。戦いが始まってから、もう何度も私はヨアキムに助けられていました。

　ヨアキムは冷静です。この戦いは、ヨアキムにとっては待ち望んだ戦いです。我を忘れてしまうのでは……という心配は、杞き憂ゆうでした。

「うわああああああああああっ！」

　対照的にすっかり冷静さを欠いてしまっているのが、クシナダです。

　雄お叫たけびをあげてティル・ナ・ノーグに飛びかかったクシナダは、マントが燃えていました。赤しやつ光こうを避けきれなかったのでしょう。

　マントが燃えているにもかまわず、クシナダは右手に握にぎりしめた折れた短たん剣けんをティル・ナ・ノーグのこめかみに叩たたきつけました。

　渾こん身しんの一いち撃げきでしたが、青から白に変わりつつあったティル・ナ・ノーグの装そう甲こうは、ビクともしません。

　クシナダは跳はね返ってきた衝しよう撃げきに身体からだごと弾はじき飛ばされて、硬かたい床ゆかを転がりました。

　転がりながら短剣を投げ捨て、その手で燃えるマントを脱ぬぎ捨てます。

　壁に背中からぶつかって止まったクシナダは、すぐさま起き上がると、目と歯を剝むいて駆かけ出しました。──左腕うでが赤く焼け爛ただれています。

「無茶です、クシナダ！」

　私があげた制止の声も、届きません。

「村のみんなの苦しみを、思い知れ！」

　叫さけんで跳ちよう躍やくしたクシナダの全身から、乳白色の光が噴ふき出しました。

　光は渦うずを巻いて振りかぶられたクシナダの右手の指先へと集まっていきます。

「〝聖竜槍ドラゴンランス〟！」

　そして、クシナダが指を振り下ろすと、光が弾はじけて無数の突ラ撃ン槍スがティル・ナ・ノーグに突つき刺ささりました。

──あの技は……！

　昨夜、ジェイドとの戦いで彼を昏こん倒とうさせた精神攻こう撃げきです。

（っがああああああああああっ！）

　ソーマ＝サイフォスの濁にごった悲鳴がこだまして、巨きよ大だいな『顔』が傾きました。

──効いた……!?

　クシナダの〝聖竜槍〟は、白はく竜りゆうとしての力を魔ま人じんの力を利用して撃うち出したものです。

　どうやらティル・ナ・ノーグの魔ま法ほう吸収能力も、竜りゆうの力までは吸収できないようです。

（なんなんだよ、おまえは!?）

　ティル・ナ・ノーグの双そう眸ぼうがぎょろりと動いて、クシナダを捉とらえました。

（おまえだって魔人なんだろ!?　馬鹿な人間連中に、いじめられてきたんだろ!?　僕ぼくと同じなんだろ!?　そのおまえが、なんでそいつらの味方をしてるんだよ!?　僕の味方をしろよ！　ちくしょう！　ちくしょう！）

　ソーマ＝サイフォスのその言葉に、クシナダは一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいの表情を見せたものの、すぐにまた憤怒ふんぬの形ぎよう相そうに戻って全身から光を発しました。

「〝聖竜槍ドラゴンランス〟！」

　精神を砕くだく光の突ラ撃ン槍スが再びティル・ナ・ノーグに突つき刺ささり、ソーマ＝サイフォスに悲鳴をあげさせました。

（この！　この！　このおっ！　裏切り者めぇ！）

「黙だまれ！　僕ぼくはおまえなんか知らない！」

　怒ど鳴なり返しつつ、クシナダは三度全身から光を発し──がっくりと、その場に片膝ひざをつきました。

（死んじゃえよぉ！）

　ティル・ナ・ノーグの頭上に浮かび現れた文字列が、灼しやく熱ねつの雨となってクシナダに降り注ぎます。

　身動きできずに為なす術すべもないクシナダの窮きゆう地ちを救ったのは、ヨアキムでした。

　私を助けてくれた時と同じように、赤しやつ光こうをかいくぐってクシナダを抱かかえ上げ、戻ってきたのです。

（邪じや魔まをするなよ、ヨアキム！）

　背中にソーマ＝サイフォスの怒ど声せいをぶつけられたヨアキムは、振り返って言いました。

「こいつとおまえは違う」

（なにが違うっていうんだ!?　そいつだって魔ま人じんだろ！　僕にはわかるぞ！）

「たしかにこいつは魔人だが、おまえのように人に蔑さげすまれて生きてきたわけではない。両親を早くに亡くしたこいつは、人間の村で、人間たちに愛情を注がれて育ったんだ」

（噓うそを言うな！　そんなこと、あるわけないだろ！）

「人間から迫害を受けて育ってきたおまえには、同情する。だが、全すべての人間が魔人や魔人と人の混ハ血ー児フを迫害するわけではない」

（噓だ！　噓だ噓だ噓だっ！）

「噓ではない。ここにこいつがいるのが、なによりの証しよう拠こだ。こいつは、自分を育ててくれた村人たちの仇かたきを取るために、ここまでやってきたのだ」

　ヨアキムの腕うでの上で、クシナダは苦しげに呻うめきました。

　クシナダが急に倒れたのは、腕に受けた火傷やけどの痛みもあるでしょうが、一番の理由は白はく竜りゆうの力を使ってしまったことです。ジェイドとの戦いで白竜の力を使った後も、やはりクシナダは倒れていました。

「こいつは、おまえとは違う」

　広間の空気がギシギシと軋きしんだのは、ソーマ＝サイフォスの歯は軋ぎしりでしょうか。

「たしかに、魔ま人じんも魔人と人の混ハ血ー児フも、この世界では異い端たんの存在として迫害を受けることがある。だからといって、全すべての人間がおまえたち親子を迫害したわけではあるまい？　にもかかわらず、おまえは憎にくしみの対象を無関係な人間にまで拡大させ、殺人を繰くり返してきた。おまえに憎しみを口にする資格はない。おまえはただの下げ衆すな殺人者だ」

（偉そうに言うな！　おまえだって同じじゃないか！　ティアマリアに近づくために、大勢殺してきたんだろ!?）

「そのとおりだ。俺おれもおまえと同じだ。自分の憎しみに無関係の人間を巻き込んでここまでやってきた。……取り返しは、つかない」

　ヨアキムの口く調ちようには、非難と悔かい恨こん、そして優しさ。三つの感情が含まれていました。

　ソーマ＝サイフォスにだけ向けられたものではないのです。ヨアキムの言葉は。自分自身とクシナダに向けられたものでもあるのです。

　クシナダにも、それがわかったのでしょう。苦しげに肩かたで息をしながら、ヨアキムの顔をじっと見上げています。

「アンジュ様」

「……っ！」

　ヨアキムとソーマ＝サイフォスのやりとりに意識を集中させていたところに横から急に声をかけられて、私は驚きのあまり、その場で飛び上がってしまいました。

「ト、トモエさん」

　声をかけてきたのは、トモエさんでした。

「アンジュ様、この場は私とヨアキム様、クシナダ様に預けて、どうかレックス様の許もとへ行ってくださいませ」

　トモエさんは私にそう耳打ちすると、軽やかに身を離はなしてある行為をはじめました。

「トモエさん……」

　この場を三人に任せて、私はアホタレの許へ向かう。

　その選せん択たく肢しは、私も考えていました。

　ティル・ナ・ノーグは魔ま法ほうを吸収してしまう敵です。〝完全燃焼アラミタマ〟も吸収されてしまう恐おそれがある以上、この場で私ができることは多くありません。ならば、いっそアホタレの許へ。でも……。

　決断しきれない私の背中を押したのは、ヨアキムでした。

「アンジュ！」

　ソーマ＝サイフォスから口くち汚ぎたない罵ののしりの言葉を浴びながら、ヨアキムはこちらを振り返って言いました。

「これを持っていけ！」

　斧槍ハルバードの柄つかをくわえ、空あいた手で懐ふところからなにかを取り出すと、それをこちらに放り投げました。

　私の目の前に落ちたそれは、ヨアキムがここまで来るのに使っていたカードキーでした。

「ヨアキム……」

　カードキーを拾って、私は意を決しました。

　傍かたわらのトモエさんに目を向けると、トモエさんは先程はじめた行為を終えていました。

　その行為とは、ずばり、脱だつ衣いです。

　メイド服を脱ぬぎ捨て、髪かみも解いて一いつ糸し纏まとわぬ姿すがたになったトモエさんは、服の代わりに純白の光を身に纏まといつつありました。

　殺戮天使キリングエンジエル。

　トモエさんが自分と同じ殺戮妖精キリングフエアリイであるヒナギクと融ゆう合ごうを果たすことによって手に入れた新たな姿であり、新たな力です。

「ここは、お任せします」

　声をかけると、トモエさんはやわらかくあたたかく微笑ほほえんで頷うなずきました。

「レックス様を、よろしくお願いいたします」

　頷きを返して、私はヨアキムの背中に視線を向けました。

──すぐに戻ります。レックス様を連れて。

　私の心の声が聞こえたのか、ヨアキムはこちらに背中を向けたまま、斧槍ハルバードを持った手を軽く掲かかげました。

（おいっ！　どこに行くつもりだ！　待てよ！）

　踵きびすを返して駆かけ出した私の背中を、ソーマ＝サイフォスの苛いら立だった声が叩たたきました。が、私は止まりません。振り返りません。

　ヨアキムを、トモエさんを信じて全力で走ります。

　走って、走って、走って。

　ただひたすらに、来た道を引き返します。ヨアキムが貸してくれたカードキーのおかげで、扉とびらに阻はばまれることもありませんでした。

　私はそう体力のあるほうじゃありませんから、とっくに息は上がっています。それでも、肺が潰つぶれてもかまわないという覚かく悟ごで走り続けて──ついに地上に出た時には、全身汗あせでびっしょりで、目も霞かすんでいました。

　ですが、まだ休んではいられません。

　私はひーひーぜーぜー喘あえぎながら湖こ畔はんへと続く橋を渡りきり、その光景を目にしました。

「っだああああああああああっ！」

「ちぇすとぉぉぉぉぉぉぉぉい！」

　雄お叫たけびをあげながら拳こぶしを繰くり出し合い、それをまともに顔面で受け合って倒れ合うアホタレとジェイドの姿を。

「……ジェ……イド？」

　黒こく竜りゆうヴリトラではありません。

　アホタレは、竜ではなく人間の姿すがたのジェイドと戦っていたのです。

　それも、お互いに武器を持たずに──素す手でで。

　この状況は、一体……。

「レックス様！　ジェイド！」

　よろよろと立ち上がったふたりに声をかけます。

「アンジュ」

「お、きたんかいな」

　こちらに向けられたふたりの顔は、微び妙みように形が崩くずれていました。ずっと殴なぐり合っていたのでしょうか。

「なにを……しているんです？」

　ジェイドが指で鼻の下の血を拭ぬぐって、答えました。

「なにって、見てのとおりの決闘や」

「決闘……？」

「にいちゃんの提案や」
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　親指で、アホタレを示します。

「にいちゃんが、ワイと本気で殺し合うんはどーしても嫌いやや言うてな」

「はぁ……」

　アホタレが二にの腕うでに巻いた布を締しめ直して言いました。

「だって、嫌いやだろ？　友達と殺し合うのはさ」

　と、友達……？

　ジェイドが、友達？

　そういえば、アホタレは昨さく夜やもジェイドを友達だと言っていました。

　ジェイドが友達……私にはなかった発想です。

「ホンマ、まいったで。ワイかて、にいちゃんらのことは気に入っとる。殺し合いなんて、しとうない。せやかてティアマリアのために覚かく悟ご決めて戦おうとしたんや。竜りゆうの姿になったのも、覚かく悟ごの表れみたいなもんや。ところがや、にいちゃんときたらワイは友達だから命を取り合うような戦いはご免めんや言いよんねん」

　ジェイドは上うわ衣ぎのポケットに両手を入れて、深いため息をつきました。

「ワイかて、説得したんやで？　譲ゆずれんものがある男同士、ここは覚悟を決めてどっちか死ぬまで戦う場面やて。せやけど、にいちゃん頑がん固こでなぁ。殺し合いは死んでも嫌や言いよんねん」

「それで、殴なぐり合いの決闘になった……と？」

　ジェイドは頷うなずいて、そのままがっくりと項垂うなだれました。

　殺し合いは死んでも嫌だというアホタレの主張は滅め茶ちや苦く茶ちやですが、ジェイドが人間の姿すがたに戻り、殺し合いは回かい避ひされたわけですから、ここは素直にアホタレの滅茶苦茶さに感心しておくべきでしょうか。

「以前にも言うたと思うけど、ワイ、自分の本当の姿が嫌きらいやねん。きしょかったやろ？」

「きしょいって、気持ち悪いってことか？」

　アホタレの問いに、ジェイドは項垂れたまま頷うなずきました。

「きしょかったやろ？　ドン引きやったやろ？」

　ジェイドのその言葉を、私は否定できませんでした。

　黒こく竜りゆうヴリトラ……汚お泥でいのようなあの姿を思い出すと、それだけで吐はき気がします。

　しかし、アホタレは違ったようでした。

「そっか？　オレは別に平気だったけどな」

　アホタレは頭の後ろで手を組んで言いました。

「綺き麗れいな翠みどり色いろの目、してたじゃん」

　目？　翠色の？

　私はジェイドの目を見て、それから記き憶おくの中にあるヴリトラの姿に意識の目を向けました。

　ジェイドの目は──傷ついている左目は白く濁にごってしまっていますが、右目は翡ひ翠すいの羽のよな綺麗な翠色をしています。

　では、ヴリトラはどうだったかというと……五つの頭はどれもミミズのように目がなかったと思うのですが……。

　……いえ。よくよく思い返してみると、五つの頭のうち、一つにだけ目があったような気がします。色までは憶おぼえていませんが、翠みどり色いろだったと言われれば、そうかもしれません。

「すっげー綺き麗れいだったぜ」

「にいちゃん……」

　歯を見せてそう言ったアホタレを、ジェイドは翠色の目を見開いて見つめています。

「ホンマ、厄やつ介かいなにいちゃんやで。ティアマリアとおんなじこと言いよった」

　そして、苦笑。

「ティアマリアも、ジェイドの目を綺麗だって言ったのか？」

「せや。ワイの本当の姿すがたをきしょがらなかったんは、にいちゃんとティアマリアだけや」

「それが、あなたがティアマリアを愛するようになった理由……ということですか？」

　苦笑を浮かべたまま、ジェイドは肩かたを竦すくめました。

「ま、そーゆーことになるんかな」

　ポケットから手を出し、照れ臭くさそうに頰ほおを搔かきます。

「四天竜ノーブルドラゴンでも、自分の容よう姿しに劣れつ等とう感かんを抱いだいたりするんですね……」

　言いながら、私の手は自然と小鼻のそばかすへと伸のびていました。

「そりゃ、あるで。兄弟の中で、ワイだけあんなドロドロの姿なんやもん」

　容よう姿しに対する劣等感なら、私にもあります。それはもう、誰にも負けないぐらいにあります。

　目付きが悪くて、そばかす顔で、瘦やせっぽちで……可愛かわいくありません。

　だから、自分の容姿を褒ほめてくれた人に好意を抱いだいたジェイドの気持ちは、理解できます。

　私だって、こんな私を可愛いと言ってくれる人がいたら……その人に好意を抱いてしまうかもしれません。

　ちらりと横目でアホタレを見ます。

　アホタレには何度か可愛いと言われたことがありますが……あれは、私をからかうための冗じよう談だんですから、ナシです。ナシったらナシです。

「女の子にもモテへんしなぁ」

「モテたいんですか？」

　四天竜ノーブルドラゴンが人間の女の子にモテたってしょうがないでしょうに。

「そりゃあ、モテたいさ！」

　拳こぶしを握にぎって力いっぱいに答えたのは、ジェイドではなくアホタレです。

「あなたには訊きいていません！」

「いや、男を代表しての意見をだな……」

「けっこうです」

　まったくもう、これだからアホタレはアホなんです。

「地下深くから休みもせずに走ってきてヘトヘトなんです。つまらないことで声を荒げさせないでくださいっ」

「あ、そうか。アンジュはオレを助けにきてくれたのか」

「そうですよ。……必要なかったみたいですが」

「んなことないって。来てくれて嬉うれしいよ。ありがとな、アンジュ」

　素直な感謝の言葉をもらって気き恥はずかしくなった私は、ついそっぽを向いてしまいました。

「わ、わわ、私はあなたの従者ですから、従者が主の危機に駆かけつけるのは当然です」

「相変わらずやな、ねえちゃん。嬉しい時は、笑ってええんやで？」

「大きなお世話です！　というか、なんですかこのゆるい雰ふん囲い気きは！」

　アホタレとジェイドの戦いが命の取り合いになっていなかったのは良かったのですが、研究施設の地下ではトモエさんたちがティル・ナ・ノーグと戦っているのです。緊きん張ちよう感かんを絶やすわけにはいきません。

「そういえば、拳こぶしで決闘の最中だったんだよな、オレたち」

「せやな。続き、せんと」

「ああ。決着、ついてないもんな」

　えっ。

「まだ、戦うんですか？」

「無論や。ワイはもう、にいちゃんらと殺し合いはできん。せやかて、なんもせんと見逃すわけにもいかん。全力は尽つくさんとな」

　答えて、ジェイドは両手をバキバキと鳴らしました。

「覚かく悟ごしいや、にいちゃん。本気のワイは、けっこう強いで」

「オレだって、ばあちゃんと姉貴にさんざん鍛きたえられてきたんだ。負けないぜ」

　どこか楽しげに歯を見せたジェイドに、アホタレも同じ表情を返しました。

「レックス様……」

「アンジュは、手を出さないでくれよ」

　アホタレは手振りで私に下がっているように指示すると、左の二にの腕うでに巻きつけてある布を締しめ直しました。

「その布……」

　たしか、ついさっきも締め直していたような。

「ちゃんと結べていないんじゃないですか？」

「そうかも。片手でやったから」

　下がれとの指示でしたが、私はアホタレに歩み寄って腕の布を簡単には解ほどけないようにしっかりと結び直しました。

「お、サンキュな」

「というか、この布、なんなんです？」

　地下でティアマリアと対たい峙じしていた時までは、していなかったはずです。

　どこかで見覚えがあるような気はするのですが……。

「アンジュに貰もらったハンカチだよ」

「私……の？　あ……」

　思い出しました。

　マオの空中遺い跡せきで、私は鼻水を垂たらしていたアホタレにハンカチを貸しました。貸したというか、鼻水のついたハンカチを返されてもアレなので、あげてしまったのですが……。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと洗ったから、汚きたなくないよ」

「あ、いえ、別にそれはいいんですけど……というか、なんで私があげたハンカチを腕うでに巻いてるんです？」

「お守まもりだよ。言ってなかったっけ？　お守りにするって……」

　そういえば、ハンカチをあげた時、お守りにするとかしないとか言っていたようないなかったような……。

「……一般的に、ハンカチはお守りにするような物ではないと思うのですが……」

「だから、こういうのは気の持ちようだって」

　ハンカチを巻いた左腕を軽く掲かかげて、アホタレは笑いました。

「こうやってアンジュのくれた物をつけてたらさ、離れてても一いつ緒しよって感じがするだろ？」

「な……！」

　さあっ、と身体からだ中の血が頭に……というか、顔に集まっていくのがはっきりとわかりました。

「な、なな、なにを言っているんですか！」

　それじゃあまるで、アホタレが私と一緒にいたがっているみたいじゃないですか！

「うわっ、ちょっ、やめろって！　杖つえ！　杖！　振り回すなって！　いでっ！　いででっ！」

「レ、レックス様が変なことを言うからです！」

　アホタレにとって、私は口うるさいお目付役のはずです。決して一緒にいて楽しい相手ではないはずなのです。

　もし、仮に、アホタレが噓うそでも冗じよう談だんでもなく私と一緒にいたいと思ってくれているのだとしても、その気持ちを、そんなまっすぐに言葉にされてしまうのは、困ります。

　なにがどう困るのかは自分でもよくわかりませんが、とにかく困るんです！

「青春やなぁ」

「なにがですかっ！」

　腕を組んでうんうんと頷うなずいているジェイドを、睨にらみ殺す勢いで睨みつけます。

「怖こわっ！　にいちゃんも大変やなぁ」

「ってて……」

　いけません。これからまたジェイドと拳こぶしを交えなければならないアホタレを、思わず痛めつけてしまいました。

「さて、と。ぼちぼち勝負に戻ろか」

「ああ」

　私が与えたダメージのせいでアホタレが負ける……なんてことにならなければいいのですが。まあ、もし負けたとしても、お互いに殺意はないわけですから、問題は──。

「……っ！」

　思考の途と中ちゆうで私は息を吞のみ──いえ、吞まされました。

　アホタレとジェイドの間に漂ただよう空気が一いつ瞬しゆんにして激変したのです。

　吐と息いきさえ凍こおるほどに冷たく、同時に全すべてを灼やき尽くすほどに熱い。

　冷気と熱気が入り交じったような空気が、視線をぶつけ合うアホタレとジェイドの間で渦うず巻まいています。

「アンジュ」

　アホタレがまた、手振りで私に下がっているよう指示しました。──が、その時にはもう、私は後ずさりはじめていました。足が勝手に下がっていってしまうのです。

　ふたりの間に漂ただよう空気は、それほどに強きよう烈れつでした。

　殺し合いは嫌いやだとアホタレは言いました。殺し合いはしないとジェイドは言いました。

　ふたりに殺意はありません。しかし、だからといってこれから繰くり広げられる殴なぐり合いの戦いは、決して甘あまいものではないのです。

　アホタレもジェイドも全力で──殺し合いも同然の覚かく悟ごで、臨のぞもうとしているのです。

「使っていいのは拳こぶしだけ。蹴けりも投げも極きめ技もなしや。んで、背中が地面についたほうが負け。ワイが勝ったら、にいちゃんらにはこの場に残ってもらう。それで、ええな？」

「ああ」

　ふたりは深く静かに息を吸い込みながら拳を構え、吸いきったところで同時に地面を蹴りました。




　立ち上がりは、静かでした。

　初め、空気が震ふるえるほどに激しく拳をぶつけ合ったふたりは、以降、絶えず足を動かして肉にく薄はくと離り脱だつを繰くり返しながら、鋭するどく疾はやい拳を交換しています。

　互いに直ちよく撃げきのないまま膠こう着ちやく状態に入るかと思われたその時、ジェイドの拳がアホタレのこめかみを捉とらえて、アホタレをぐらつかせました。

　とどめとばかりに、ジェイドが深く踏ふみ込んで体重の乗った拳を繰り出します。

　体勢を崩くずしていたアホタレに為なす術すべはないかと思いきや、岩をも砕くだきそうなジェイドの拳は空を切り、逆にアホタレの拳がジェイドの腹に深く食い込んでいました。

　前のめりに身体からだを傾けていたアホタレは、そのままさらに深く頭を下げてジェイドの拳こぶしをかわし、反はん撃げきの拳をジェイドの腹にお見舞いしたのです。

　ジェイドの顔は苦しげに歪ゆがんでいました。踏ふみ込んだところにくらったわけですから、効いたはずです。

　アホタレも同じ表情をしていました。急所であるこめかみを打たれた直後に頭を激しく動かしたのですから、苦しくて当然です。

　そこから先は、互いに足を止めての打ち合いになりました。

　大型のマモノさえ一いち撃げきで昏こん倒とうさせてしまいそうな力のこもった拳を、頭と頭がぶつかる近距きよ離りで、強きよう振しんし合います。

　直撃の応おう酬しゆう。

　肉と肉、骨と骨がぶつかり合う生なま々なましい音が、冷たく熱い夜気を絶え間なく震ふるわせ続けます。

　昏こん倒とう必ひつ至しの拳けん打だを交換しながら、ふたりは笑っていました。苦しげに歯を食いしばり、目を剝むきながら、笑っているのです。

　私は──。

　この場で私にできることは、一つしかありませんでした。

　アホタレの勝利を信じる。

　声を出して応援できる雰ふん囲い気きではありません。

　だから、私はアホタレの勝利を信じて、決着の時を待ちました。

　私が仕つかえる勇者は──。

　私の勇者は、必ず勝ちます。勝ってくれます。

「──っだああああああああああああああああああああっ！」

「──っりゃあああああああああああああああああああっ！」

　歯を食いしばって閉じていた口を開いて、ふたりが喉のどの奥から咆ほう吼こうを轟とどろかせました。

　そして、足が地面を抉えぐるほどに深く踏ふみ込んで繰くり出した渾こん身しんの拳が、互いを捉とらえ合います。

　アホタレの拳はジェイドの顎あごを、ジェイドの拳はアホタレのこめかみを打って、打ち抜きました。

　アホタレもジェイドも、体力はとっくに尽つきていたはずです。負けられないという思いだけで立っていたに違いありません。

　しかし、今の一撃には、今まで体力の尽きた身体を支えていた思いをも断ち切るだけの力が込められていました。

　ぐらり。

　身体を大きく傾けて、ふたりはそのまま倒れました。

　アホタレは前のめりに。ジェイドは仰あお向むけに。

　ジェイドは言っていました。

　先に背中が地面についたほうが負けだと。

　ならばこの勝負、アホタレの勝ちです。

「レックス様！」

　駆かけ寄って、傍かたわらに膝ひざをつきます。

「よ、よぉ、アンジュ」

　よかった。意識は、あります。

「オ、オレ、勝ったんだよな……？」

「はい。レックス様の勝ちです。お見事でした」

「へ、へへ……」

　あちこち腫はれて酷ひどい顔に、アホタレは笑みを浮かべました。

「こいつの、おかげ……だよ。たぶん」

　そう言って、私のハンカチが巻かれた左腕うでを軽く持ち上げてみせました。

「お、お役に立てたのでしたら、なによりです……」

「とりあえず、身体からだをひっくり返してくれよ」

「はい」

　言われたとおりにすると、アホタレは「ぶはーっ」と大きく息を吐はきました。

「ワイ、負けてもうたんか……」

　大の字に倒れているジェイドが、ため息交じりに言いました。

「ま、縛しばりの上とはいえ、一応全力は尽つくしたし、ティアマリアも許してくれるやろ。ルピシアはどうかわからんけど……」

　ルピシア。

　また、その名前が出ました。

「ジェイド」

「うん？　ちょい、待ちや。今、起きるよって。……よっこいせ、っと」

　私の呼びかけに、ジェイドはぎこちなく上体を起こしました。

「あ痛たたた……。あちこち軋きしむわ」

「訊ききたいことがあります」

「ルピシアのことかいな」

　先回りされてしまいました。

「そうです。地下で、あなたは一度ティアマリアをルピシアという名前で呼びました。ティアマリアの愛称なのかと思ってさして気にしていませんでしたが、ですが、さっきの物言いだとティアマリアとルピシアはそれぞれ別人のように聞こえます。ルピシアとは、一体誰の名前なのです？　ティアマリアとルピシアは同一人物ではないのですか？」

「ふむ……」

　ジェイドは鼻の下の血を、指で擦こすって拭ぬぐいました。

「答えないとあかんかな」

「思わせぶりに名前を出しておいて、答えたくないとは言わせませんよ」

　答えたくないどころか、ジェイドは私たちにルピシアのことを話したいと思っている。私は、そう確信していました。

「ねえちゃんの言うとおりや」

　ボコボコの顔に苦笑を浮かべて、ジェイドは答えました。

「ティアマリアとルピシアは同一人物やない。ルピシアは、ティアマリアの影かげ武む者しやの名前や」

「影武者……」

　ティアマリアはフェブロニアの皇こう帝ていです。ティアマリアの命を狙ねらう人間は、国内外を問わずいくらでもいるでしょう。クシナダもその一人です。

　常に命を狙われる立場にある人間が、自分に瓜うり二つの影武者を用意していたとしても、驚くことではありません。

　しかし、ジェイドの次の言葉には、さすがに驚かされました。

「ねえちゃんたちがさっき会ったティアマリアは、ルピシアや。……本物のティアマリアは、もう死んどる。十年前にな」

「本物のティアマリアが、死んでる……!?」

　それも、十年も前に？

「ということは、ルピシアはこの十年間、ずっと……」

「せや。本物のティアマリアになりすましとるっちゅーわけや」

「そんな……そんな話……」

「知らなくて当然や。城の中でも、知ってるのは極ごく々ごく一部の側近だけやし。ティアマリアを殺したヤツも、最後まで死んだのは影武者のほうやって思うとったで」

「本物のティアマリアは、殺された……？」

「毒を盛られてな。よくある権力闘争や」

　犯人は最後まで……ということは、権力を得るためにティアマリアを殺したその何者かは、もう生きてはいないのでしょう。

　殺されたのです。おそらくは、ジェイドの手によって。

「しかし、なぜ影武者のルピシアが皇帝に……」

「愛や」

　ジェイドは首をもたげ、腫はれ上がった瞼まぶたの隙すき間まからかすかに覗のぞく翠みどり色いろの目を、夜空へと向けました。

「ルピシアは、ティアマリアを愛しとった。愛するティアマリアの夢を叶かなえるために、ルピシアはティアマリアになったんや」

「あ、愛……ですか」

「そう。愛や。ルピシアはティアマリアを愛しとったし、ティアマリアはルピシアを愛しとった。そりゃあもう、端はたから見てるワイが妬やけて妬けてしょうがないほどに、イチャイチャしまくりやったで」

「女の子同士でイチャイチャかー。いいなー」

「しみじみと感心しないでください」

　べしっ。

「いでっ」

　余計なチャチャを入れてきたアホタレを、おでこをひっぱたいて黙だまらせます。

「ティアマリアには、夢があった。死の間ま際ぎわに、ティアマリアはその夢をルピシアに託たくしたんや」

「それが、世界平和……？」

「せや。フェブロニアが本格的に侵しん略りやく戦争をはじめたのは、ねえちゃんらも知ってのとおり最近のことやけれど、周辺国との小こ競ぜり合いはそれ以前からずっと続いとった。勉強熱心だったティアマリアは、あちこちお忍しのびで視察に行っては、戦地の惨さん状じように胸を痛めとった」

「優しい子だったんだな」

　べしっ。

「いでっ。今のはいいだろ、別に……」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせたアホタレを無視して、視線でジェイドに話の続きをするよう促うながします。

「にいちゃんの言うとおり、ティアマリアは優しい娘むすめやった。ルピシアを拾ったのも、他ほかならぬティアマリア自身や」

「拾った……というと……」

「ルピシアは戦せん災さい孤こ児じや。戦争で親兄弟を亡くし、自分も怪け我がをして死にかけとった。それを、ティアマリアが助けて城に連れて帰ったんや」

「つまり、ルピシアにとってティアマリアは命の恩人なんだな」

　べしっ。

「いでっ。理り不ふ尽じんだー！」

　無視。

「ティアマリアに恩義を感じたルピシアは、怪我が治ってしばらくはメイドをやっとったけど、もっとちゃんとティアマリアに恩を返したい言うてな。自分から、ティアマリアの影かげ武む者しやに志願したんや。幸い、ルピシアはティアマリアと年も同じで背格好もよう似とった。顔の造りもな。手術で顔の細かいところをちょちょいといじるだけで、ルピシアはティアマリアと瓜うり二つになれた」

「手術で顔を……すごいですね、フェブロニアのカガクは」

「カガクっちゅーか、医術やけどな。ま、とにかくルピシアはティアマリアの影かげ武む者しやになった。ルピシアには自分の全部を投げ打ってティアマリアに尽つくす覚かく悟ごがあったし、ティアマリアも献けん身しん的てきに自分に尽くすルピシアに、誰よりも気を許すようになった。嬉うれしいことも悲しいことも、ティアマリアはまっさきにルピシアに話したし、嬉しい話を聞かされた時にはルピシアは一いつ緒しよに喜んで、悲しい話を聞かされた時には一緒に泣いとった」

「でも、ティアマリアは死んでしまった……」

　ジェイドは空に向けていた視線を自分の足へと落としました。

「私の夢を叶かなえて。ルピシアにそう言い残して、ティアマリアは逝いってしもた」

「そして、ルピシアは恒こう久きゆう的てきな世界平和というティアマリアの夢を叶かなえるために彼女になりすまし、現在に至る……と」

「そうや」

「でも、ルピシアが実現しようとしている世界平和は……」

「もちろん、ティアマリアが求めていたものとは違う。本物のティアマリアが求めていたんは、誰もが傷つかずに生きていける世界や。優しい世界や。平和のためなら人がどれだけ死のうがかまわないなんて、思っていたわけやない」

「それを、あなたはルピシアに伝えなかったのですか？」

「伝えたで。そりゃもう何度も。んでも、ダメや。ルピシアの耳には誰も言葉も入らん。ルピシアを止められるんは、ただ一人、ティアマリアだけや」

　ルピシアを止められるのは、ティアマリアだけ。しかし、ティアマリアはもういない……。

　ならばもう、ルピシアを止めることは誰にもできない。ルピシアは、止まらない……。

「ジェイド……あなたはルピシアが間違っていると知りながら、彼女に協力している。それは、なぜですか？」

「頼まれたんや。ティアマリアに。もし、自分になにかあったら、その時はルピシアの支えになってやってくれってな」

「それでは、あなたも……」

「せや。ルピシアと同じや。ティアマリアの言葉に縛しばられとる」

「なあ」

　べしっ。

「いでっ。なんだよー。ちょっとぐらい喋しやべらせてくれよー」

「……喋りたいのなら、とりあえず私の膝ひざの上から頭をどけてください」

　実はこの男、さっきうつ伏せに倒れていたのをひっくり返した時からずっと、私の膝の上に頭を載のせていたのです。

「アンジュはケチだなー」

　文句を言いながらも、アホタレは身を起こしました。

「で、なんや？　にいちゃん、ワイに訊ききたいことがあったんやろ」

「ああ。ジェイドは、ティアマリアとどうやって知り合ったんだ？」

　それは、私も気になるところです。

「ワイとティアマリアの出会い……か……」

　ジェイドは表情を弛ゆるめて答えました。

「ワイとティアマリアが出会ったんは、ティアマリアがルピシアを拾う、ちょっと前や。ティアマリアが、ワイの絵を買うてくれたのがきっかけや」

「ジェイドも、絵を描かくんだ」

　嬉うれしそうな声を出したアホタレに、ジェイドはニッと歯を見せました。

「ワイ、人じん魔ま戦争の後は絵を描きながらあちこち旅しとってん。放ほう浪ろうの画家っちゅーやつや」

「おお、カッコいい！」

「んでな、ワイ、一枚だけ竜りゆうの姿すがたの自分を描いたことがあんねん。美化はせえへんかったで。ちゃーんと、ありのままのきっしょい自分を描いたんや」

「その絵をティアマリアが買った……と」

「せや。帝てい都との大通りで絵を売っとったところに、お忍しのびで街に下りてきてたティアマリアが通りかかったんや。ティアマリアはワイの絵に興味を持った。どの絵も気に入ってくれたみたいやけど、一番気に入ったんが、ワイのきっしょい自画像やった。翠みどり色いろの目が綺き麗れいや言うてな。ホンマ、酔すい狂きような娘むすめやで」

「そして、あなたは自分の本当の姿すがたを褒ほめてくれた彼女に惹ひかれた」

　頷うなずいたジェイドは、とても優しい顔をしていました。

「ほんで、ワイはティアマリアに頼み込んで、専属の絵師にしてもろたんや。ワイかて、ハナっから『蛇だ蝎かつ』やったわけやないんやで？」

「しかし、あなたは『蛇蝎』になった」

「愛っちゅーのは、ホンマ、厄やつ介かいなモンやで。……よっと」

　ジェイドが立ち上がり、お尻しりをはたいて言いました。

「ほな、ぼちぼち行こか。思い出話は、また今度や」

　たしかに、これ以上ここで話し込んではいられません。

　地下に戻って、ヨアキムたちと合流しなければ。

　しかし──。

「あなたも、付いてくる気ですか？」

「手出しはせえへんよ。ワイはルピシアを死なせたくないだけや」

「ですが……」

　アホタレを見ます。

　私としてはジェイドを連れていきたくはありません。手出しをしないという約束を彼が破らないとも限りませんから。

　しかし、ジェイドの同行を許すか許さないかの決定権は、ジェイドと勝負をして勝ったアホタレにあります。

　そして、アホタレの答えは決まりきっていました。

「いいよ。ジェイドも一いつ緒しよに行こうぜ」

　もう、ため息も出ません。

「にいちゃんは優しいな」

「そっか？　だって、ジェイドはオレたちの仲間だろ？　仲間が一緒に行くのは、当たり前じゃん」

　仲間。

　さっきは友達で、今度は仲間ですか。

　立場的には完全に敵で、死に物狂いで殴なぐり合った相手でも、アホタレには関係ないのです。

　気に入った相手には素直に心を開いて、友達と思うことも仲間と思うこともできる。

　私には絶対にできない真ま似ねです。

「……にいちゃんには、かなわんな」

　ジェイドが苦笑いを浮かべて言ったその言葉に、私は心の中で深く同意しました。

　アホタレには、かないません。
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　トモエさん、クシナダ、ヨアキム。

　三人の無事と勝利を祈いのりながら、私たちは再び施設の最深部を目指し、走っていました。

　アホタレもジェイドも、足取りはしっかりしています。驚くべき回復力です。

　アホタレの回復力が人間離れしていたのは以前からですが、さらに早くなったような気がします。

　クシナダとの接せつ触しよくで竜りゆうの因いん子しが活性化された影響でしょうか。

　一方、ただの人間でしかない私の体力は、ほとんど回復していません。ぜーぜーひーひー言いながら、なんとかふたりについていっている状態です。苦しいですが、〝完全燃焼アラミタマ〟を使わずにすんでいるだけマシと思うしかありません。

　トモエさんたちのほうは、どうなっているでしょうか。

　白はく竜りゆうの力を使ったクシナダは激しく消しよう耗もうしていましたし、ヨアキムも病を抱かかえています。

　期待できるのは、トモエさんです。

　絶対防ぼう御ぎよの結けつ界かいすら紙のように切り裂さく殺戮天使キリングエンジエルの力──超絶対刃アルテイマソードなら、ティル・ナ・ノーグの頑がん強きよう極まる装そう甲こうも切り裂けるはずです。

　しかし、ティル・ナ・ノーグの心コ臓アと同化しているソーマ＝サイフォスは超絶対刃の存在を知っていますから、そう簡単にはいかないでしょう。

　とにかく、急ぐしかありません。

「レ、レックス様……っ！」

　私は息も絶え絶えに、前を走るアホタレに呼びかけました。

「私を、背負ってください」

　走りながら顔だけを振り向かせたアホタレに、恥はじを忍しのんで言いました。

「お？　ひょっとして、プロポーズ？」

「違います！　なんでそうなるんですか！　このまま走るより、レックス様が私を背せ負おったほうが早く移動できると思って言ったんです！」

「ああ、そういうことか。了りよう解かい了解」

　足を止めて身を屈かがめたアホタレの背中に、唇くちびるを嚙かみしめて乗ります。

「よっしゃ。しっかりつかまってろよー」

「えっ、あっ、ちょっ、待っ、てえええええぇぇぇぇぇ！」

　まだちゃんとつかまってもいないうちに急発進されて危うく振り落とされそうになったりもしましたが、アホタレの超人的な脚力のおかげで、最深部までの時間は大おお幅はばに短縮されました。もちろん、ジェイドもしっかりついてきています。

　最深部──断だん崖がいの広間に戻もどった私たちの目に飛び込んできたのは、倒れ伏すトモエさんとうずくまるクシナダの姿すがたでした。

　ヨアキムとティル・ナ・ノーグの姿は、見当たりません。

　私はアホタレの背中から飛び降りて、トモエさんに駆かけ寄りました。

「トモエさん！」

　抱かかえ起こして、呼びかけます。

「アンジュ……様……」

　トモエさんは生きていました。

　ただし、伸のびていた髪かみは本来の長さに戻り、仄ほのかに輝く純白の衣ころもは消えてしまっています。いつものメイド服も身に着けられておらず、つまり、今のトモエさんは全ぜん裸らです。

「すみません。不ふ覚かくを取ってしまいました……」

　裸はだかのおかげで怪け我がの状況は一目でわかりました。

　トモエさんの白い裸ら身しんは、小さな傷をいくつか負っていたものの、命に関わりそうな大きな怪我は見当たりません。

　旧世界のゴーレムであるトモエさんは、ちょっとやそっとの怪我では大事には至りませんから、大だい丈じよう夫ぶでしょう。

「ねえちゃん、そっちはどうや？」

　うずくまっていたクシナダには、ジェイドが駆け寄っていました。アホタレは、私の後ろにいます。

「私は、大丈夫です」

　トモエさんは言いながら全身を光らせ、純白の衣を纏まといました。髪も伸びています。

　私は頷うなずいて、ジェイドに声を飛ばしました。

「トモエさんは、無事です！」

「兄弟も無事や！」

　手を振りつつ明るい声を返してきたジェイドを見て目を丸くしたトモエさんは、すぐに察しがついたらしく、「お見事です。レックス様、アンジュ様」、疲労の色が濃こく滲にじんだ顔に微笑ほほえみを浮かべました。

「私はなにもしていません。できませんでした。ジェイドと殺し合わずにすんだのは、レックス様のおかげです。……そちらの状況は？」

「ヨアキム様とティル・ナ・ノーグは、断だん崖がいの下です。おそらく、まだ戦っているはずです」

　トモエさんが言うには、殺戮天使キリングエンジエルの力──超絶対刃アルテイマソードは、ティル・ナ・ノーグにも効いたそうです。

「装そう甲こうを切り裂さくことは、できました。ですが、切っても切っても、すぐに修復されてしまって……」

　ヨアキムも斧槍ハルバードを振るい、二人がかりで攻せめ立てたものの、それでもティル・ナ・ノーグの修復速度を上回ることはできなかったそうです。

「心コ臓アを破は壊かいするしかないと思いました。ヨアキム様も同じ思いだったようで、ふたりで額ひたい部分を狙ねらったのですが、額ひたい部分は守りが堅かたく、手が出せませんでした」

　超絶対刃アルテイマソードは消しよう耗もうの激しい力ですから、戦いが長引くうちにトモエさんは息切れを起こしてしまい──。

「電でん撃げきをくらってしまいました。ヨアキム様のおかげで、直ちよく撃げきは免まぬかれたのですが……」

　トモエさんが撃うたれる瞬しゆん間かん、ヨアキムはティル・ナ・ノーグに体当たりをかまし、ティル・ナ・ノーグもろとも断だん崖がいの下へと落ちていってしまったのだそうです。

「ヨアキムが心配ですね……」

　断崖の高さがどの程度あるのか正確なところはわかりませんが、ヨアキムはその程度では死なないでしょう。

　心配なのは、銀ぎん毒どくです。ティル・ナ・ノーグとの戦いの最さい中ちゆうに発作に見舞われるようなことになれば、おしまいです。

「よっしゃ、行くかー」

　アホタレが、まるで散歩に誘さそうかのような暢気のんきな口く調ちようで言って、断崖のほうへと歩みを進めました。

「ええ、行きましょう」

「私も、お供ともいたします」

　私に続いて、トモエさんも立ち上がりました。

　大だい丈じよう夫ぶですか？　とは問いませんでした。

　大丈夫じゃないことはわかっていました。殺戮天使キリングエンジエルの状態を維持しているのが精一杯であることは、紫むらさきがかった顔色が物語っています。

　無理をさせたくはありませんが、ティル・ナ・ノーグの装そう甲こうを切り裂さける超絶対刃を持つトモエさんは重要な戦力です。

　こんな時、私がトモエさんの立場だったら、「大丈夫ですか？」と心配されても嬉うれしくありません。

　私がトモエさんだとしたら、今この場で一番嬉しい言葉は──。

「頼りにしています」

　私の言葉に、トモエさんはにっこりと微笑ほほえんで言いました。

「ありがとうございます、アンジュ様。ご期待にそぐわぬよう、尽じん力りよくさせていただきますわ」

「ワイは、兄弟とここで待っとるわ」

　背中にジェイドの声が届きました。

　振り返ります。

　ジェイドに背中をさすられているクシナダは、片膝ひざをついた姿し勢せいで苦しげな呼吸を繰くり返しています。

　その様はトモエさんよりも辛つらそうで、さすがに戦えそうにはありません。

「わかりました。では、クシナダはここでジェイドと──」

「ボクも、行きます」

　クシナダが顔を上げて言いました。

「……ティアマリアに思い知らせるんです。村のみんなの苦しみを」

　よろめきながらも立ち上がります。

「それに、あの人を助けないと……」

「ヨアキム……ですね？」

　クシナダは頷うなずくと、断だん崖がいに向かって歩きはじめました。

　私とトモエさんも頷き合って、断崖へと歩きました。

「魔ま法ほうを使います。じっとしていてください」

　精神の糸を〝世界の傷〟へと伸のばし、呪じゆ文もんを唱となえつつ振り返ります。

　手を振るジェイドと目が合いました。

「ワイは、ここで待っとるわ。武ぶ運うんを祈いのっとるで」

　アホタレはジェイドを仲間と呼びましたが、ジェイドがティアマリア側の人間であるという事実は変わっていません。

　味方として一いつ緒しよに戦ってくれることまでは期待できません。手出しせずにいてくれるだけでも、十分です。

「〝落葉コノハ〟」

　物体の落下速度を変化させる魔法を使って、私、アホタレ、トモエさん、クシナダの四人は最深部のさらなる深みへと下り立ちました。

　そこは、途と方ほうもなく広大な空間でした。

　広すぎて、壁が見えないほどです。

　上の広間と比べて薄うす暗ぐらいのは、空間の広さに対して照明の光量が不足しているせいでしょう。

　そんな、広く薄暗い空間で、『それ』と『彼』は超ちよう常じようの死し闘とうを繰くり広げていました。

　刻々と色を変える巨きよ大だいな『顔』──ティル・ナ・ノーグと、『白びやつ虎こ』の異名を取る獣じゆう人じんの戦士──ヨアキム。

（いい加減に死ね！　死ねよ！　死ねってば！　アハハハハハハハハハハハハハハッ！）

　ソーマ＝サイフォスの哄こう笑しようを響ひびかせて、ティル・ナ・ノーグは灼しやく熱ねつの赤しやつ光こうを四方八方、ばらまくように撃うち続けています。

　そのうちのいくつかは、私たちのほうにも飛んできました。

　危うく直ちよく撃げき、という場面が一度ならずあったにもかかわらず、私が無事でいられたのは、例によってアホタレが抱かかえてくれたおかげです。

　トモエさんとクシナダは、自じ力りきで避けていました。

　飛び交かう赤光のおかげで空気が灼熱し、かすったわけでもないのに顔や手──露ろ出しゆつしている部分の肌はだがジリジリと痛んでいます。

（アハハハハハ！　ヒャハハハハハ！　死ね死ね死ね死ね死ねえええええっ！）

　広大な空間を灼しやく熱ねつのるつぼと化しながらも、ソーマーサイフォスの哄こう笑しように余よ裕ゆうは感じられません。

　余裕など、あるはずがないのです。

　追い詰つめられているのは、ソーマ＝サイフォス──ティル・ナ・ノーグのほうだったのですから。

　刻々と色を変える巨きよ大だいな『顔』は、絶え間なく赤しやつ光こうを撃うち続けているのと同時に、絶え間なく白びやつ虎この爪つめと牙きばに切り裂さかれ続けていました。

　白虎。

『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人──ヨアキム＝フィガロに対する異名として使われてきたその名称は、今の彼の姿すがたを表現するのに最も適した言葉になっていました。

　白虎。

　文字どおりの白い虎とらへと姿を変えて、ヨアキムはティル・ナ・ノーグと戦っていたのです。

　青い眼めと白い毛並みが輝いて見えるほどに美しいその巨大な虎は、逞たくましい四し肢しで力強く床ゆかを蹴けってはしなやかに宙を舞い、ティル・ナ・ノーグに爪つめと牙きばを見舞っています。

　その白い虎──白虎がヨアキムであるということは、一目でわかりました。

　理り屈くつではなく、それがヨアキムが獣じゆう人じんの本性を全開にした姿だと、本能的に確信できたのです。

　獣人の本性は、人ではなく獣けもの。

　そして、本性を解き放ったヨアキムの力は、常じよう軌きを逸いつしていました。

　ティル・ナ・ノーグの自動修復機能は、変わらず働いています。

　白虎となったヨアキムの爪と牙から受けた損傷は、次々と修復され、消えていっています。

　にもかかわらず、損傷は一いつ瞬しゆんごとに増えて、蓄ちく積せきしていました。

　ヨアキムがティル・ナ・ノーグを傷つける速度が、自動修復の速度を上回っているのです。

　五の傷が修復される間に十の傷を与えれば、当然、損傷は蓄積されていきます。

　そんな、力押しにも程があるとんでもない戦い方で、ヨアキムはティル・ナ・ノーグを追い詰つめていたのです。

（この、このこのこの！　いい加減に死ねよ！　死ねってば！　ヒャハハハハハ！）

　ソーマ＝サイフォスは余よ裕ゆうがあって笑っているわけではないのです。恐きよう慌こうのあまり、半はん狂きよう乱らんになっているだけなのです。

　ヨアキムに加勢して一気に叩たたくべき場面だったのでしょうが、私もアホタレもトモエさんもクシナダも、白虎となったヨアキムの力の凄すさまじさに、ただただ圧倒されていました。

「見ているか、ティアマリア！」

　ティル・ナ・ノーグの頰ほおに牙きばを突つき立てつつ、ヨアキムが声を響かせました。

　獣けものの姿すがたになっても、人の声を発することは可能なようです。

「おまえの夢は、ここで潰ついえる！」

　頰を嚙かみ砕くだき、蹴けって、額ひたいを爪で切り裂さきます。

（ひいっ！）

　と、ソーマ＝サイフォスが悲鳴をあげました。

　ティル・ナ・ノーグは『顔かお』中じゆう傷だらけになりながらも、額部分だけはほとんど傷ついていませんでした。

　やはり、ソーマ＝サイフォスが同化している心コ臓アが弱点であることは、間違いありません。

　心臓が収納されている額部分だけは懸けん命めいに守ろうとしていたのでしょうが、ヨアキムの、まさに人を超えた力の前に、守りきれなくなりつつあるのです。

　ヨアキムはティル・ナ・ノーグに張りついたまま、爪を振るい牙きばを繰くり返し突つき立てました。

（離れろ！　離れろよ、こいつっ！）

　ティル・ナ・ノーグは巨きよ大だいな『顔』を上下左右に激しく動かしてヨアキムを振り払はらおうとしましたが、ヨアキムは文字どおり食らいついて離れません。

（離れろって言ってるだろ！）

　橙だいだい色いろだったティル・ナ・ノーグの『顔』の色が青に変わって、表面全体に複雑な模も様ようが浮かび上がりました。

　模様は光り、弾はじけて、青白い閃せん光こうをほとばしらせました。電でん撃げきです。

　張りついていたヨアキムに避ける術すべはありません。直ちよく撃げきです。

　ティル・ナ・ノーグの電撃の威い力りよくは、私の〝雷らい電でん〟を明らかに上回っていました。

　そんな電撃をまともにくらいながらも、ヨアキムは突き立てた牙を放しはしませんでした。

　ティル・ナ・ノーグの攻こう撃げきは、超高熱の赤しやつ光こうも電撃も、どちらも魔ま法ほう系の攻撃です。

　獣じゆう人じんは魔法に対して高い抵抗力を持つ種族です。完全に獣の姿になったことにより、魔法抵抗力がさらに上がったのでしょう。

　ティル・ナ・ノーグの電撃の直撃にさえ耐え抜いてみせた白びやつ虎このヨアキムは、左右の前脚あしを交こう互ごに振るって、強きよう靱じんな爪つめでティル・ナ・ノーグの額部分を切り裂さいて、切り裂いて、切り裂きます。

（うわああああああああああっ！）

　狂乱の悲鳴をあげてティル・ナ・ノーグは何度も電撃を発しましたが、何度撃うたれてもヨアキムは離れません。

　美しく、恐おそろしく、そして雄お々おしい白虎は、左右の爪と牙を同時にティル・ナ・ノーグの額部分に突き立て、浮遊を続けていた巨大な『顔』を、ついに床ゆかへと叩たたき落としました。

　獣の本ほん性しようを剝むき出しにした桁けた違ちがいの強さ。最愛の妹と故郷を失ったその日から、今日きようこの時のために生きてきたのだという凄すさまじい気迫。

　ヨアキムの勝利は目前かと思われました。

「終わりだ」

　しかし──。

　とどめとばかりに右脚あしの爪つめを振りかぶったヨアキムは、

「がは……っ！」

　突とつ然ぜん、血を吐はいてよろめきました。

　よろめきながらも振り下ろした爪は虚むなしく空くうを搔かき、ヨアキムはそのまま巨きよ大だいな『顔』の上からずり落ちてしまいました。

　落ちたその場所で、またしても血を吐きます。

（あ……？　アハ……アハハハ……）

　とどめを免まぬかれたティル・ナ・ノーグは、巨きよ体たいを再び浮き上がらせると、倒れたまま苦しげな呼吸を繰くり返すヨアキムを見下ろし、高らかに嘲ちよう笑しようしました。

（アハハハハハ！　あと一息だったってのに、根性のないヤツだな！　バーカバーカ！）

　傷だらけの『顔』の周囲に、文字列が浮かび上がります。

「ヨアキム！」

　私が叫さけぶのと同時に、アホタレが動きました。

　瞬しゆん時じにティル・ナ・ノーグとの距きよ離りを詰つめて、抜ばつ剣けん一いつ閃せん、暗黒剣デスブリンガーを叩たたきつけます。

（この……っ！）

　巨大な『顔』が傾いて、文字列が消えました。

（邪じや魔まをするなよ、もう！）

　傾いたまま、ティル・ナ・ノーグは後ろに下がりました。

　アホタレの斬ざん撃げきは強きよう烈れつでしたが、一いち撃げきでティル・ナ・ノーグをどうこうできるものではありません。

　アホタレに攻こう撃げきされながらも強引にヨアキムにとどめを刺さすことも、ティル・ナ・ノーグにはできたはずです。にもかかわらずティル・ナ・ノーグが下がったのは、額ひたい部分の損傷が大きかったからでしょう。大事を取ったのです。

　アホタレは一いつ瞬しゆんだけ振り返って私と視線を交わすと、ティル・ナ・ノーグを追いかけて暗黒剣を閃ひらめかせました。

　長い黒髪かみと白い衣ころもを靡なびかせて、トモエさんが後に続きます。

　オレが時間を稼かせぐ。その間にアンジュはヨアキムを下がらせてくれ。

　アホタレの目はそう言っていました。ほんの一瞬でしたが、伝わりました。

　私は頷うなずいて、ヨアキムに駆かけ寄りました。

　白びやつ虎このヨアキムは白い巨体を起こそうとして、しかし、途と中ちゆうで倒れてしまいました。

「ヨアキム……」

「不ふ甲が斐いないな、まったく……」

　咳せき込んで、血を飛び散らせます。

「早く、人の姿すがたに戻ってください」

　ヨアキムが倒れた理由は、ティル・ナ・ノーグの攻こう撃げきではありません。いえ、もちろん攻撃によるダメージもあるはずですが、一番の理由は銀ぎん毒どくです。

　獣けものの本性を全開にしたことで、銀毒が一気に浸しん透とうしてしまったのでしょう。

「このまま獣の姿でいたら、本当に死んでしまいます」

「気にするな。どのみち俺おれは助からん」

「ですが……」

「好きにさせてくれ。俺の復ふく讐しゆうにも、最後の最後で意義が生まれたんだ」

　ヨアキムはそう言うと、牙きばを食いしばって立ち上がりました。

「復讐の、意義……？」

「そいつさ」

　ヨアキムの青い虎とらの眼めが、私の斜ななめ後ろに向けられました。

　振り向いて、私はそこに立つ人物を確認しました。

　雪色の髪かみの少年、クシナダです。

「クシナダ」

　白びやつ虎こが、深く静かな声で呼びかけます。

「おまえの憎にくしみを、俺おれに預あずけろ」

「え……？」

　目を丸くしたクシナダに、白虎は言います。

「俺が命に代えてもアレを破壊し、ティアマリアに生き地じ獄ごくを味わわせてやる。おまえの復ふく讐しゆうも、それで終わりにしろ。そして、おまえは新しい夢を見つけろ」

「新しい、夢……？」

「そうだ。おまえには、その資格がある。俺が失ってしまった資格だ」

　白虎のヨアキムはまたしても血を吐はいてよろめきました。

「俺は、あいつと……ソーマと同じだ。自分の憎しみに無関係な人間を大勢巻き込んだ、ただの下げ劣れつな殺人者だ。だが、おまえは違う。おまえはまだ、やり直せる。新しい夢を見つけて、生きていくことができる」

　クシナダは拳こぶしを握にぎりしめ、食いしばった歯の隙すき間まから声を出しました。

「でも、僕は……僕の憎しみは、ティアマリアをこの手で殺さない限りは──」

「晴れやしないさ」

　ヨアキムが遮さえぎって言います。

「憎にくい相手を殺したところで、憎しみが晴れることはない。大切な人を、夢を、失った心の傷を癒いやしてくれるのは、唯一、時間だけだ」

　まともに力が入っていないと一目でわかる脚あしで、ヨアキムはクシナダへと近づいていきます。

「憎しみは、負の感情だ。決して人を幸せにはしない。だが、時として憎しみは生きる支えにもなる。少なくとも、俺おれにとってはそうだった。おまえも同じだろう？」

　見み据すえてくる青い眼めを真っ向から見据え返して、クシナダは深く頷うなずきました。

「俺もおまえも憎しみを支えに生きてきた。だが、憎しみは負の感情だ。どこかで終わりにしなければ、いずれはより大きな不幸を生んで、身を滅ぼす」

「そのどこかが、ここだと……そう言うのですか？」

「そうだ。今ここで、おまえは憎しみを終わらせるんだ。俺が終わらせてやる。おまえは、新しい夢を見つけて、生きるんだ」

「どうして……ですか？」

　クシナダは躊躇ためらいがちに手を伸のばし、白びやつ虎この顔に淡あわく触ふれました。

「どうして、そんなにしてまで僕ぼくを……」

「言っただろう？　似ているからだよ」

　ひゅーひゅーと苦しげに喉のど笛ぶえを鳴らしながら、ヨアキムは答えを返します。

「皇帝城アマリリスに忍しのび込んできたおまえを目にした時、感じた。おまえは、ネーナを失って間もない頃の俺だと。憎しみだけを支えに生きて、復ふく讐しゆうの後のことなどなにも考えていない。放っておけば、必ず俺と同じ過ちを犯す。そう思った」

「それじゃあ、僕に共きよう闘とうを持ちかけたのは、戦力として期待していたわけじゃなくて……」

　ヨアキムは青い眼を笑むように細めると、その大きな頭でクシナダの胸を押しました。

　踏ふん張りが利かなくなっていたクシナダは、ぺたんと尻しり餅もちをついてヨアキムを見上げます。

「俺はそこまでお人好しじゃない。おまえの力を当てにしていたのは事実だ。もちろん、おまえたちの力もな」

　横目で私を見て、口の端はを吊つり上げます。

「でも、それでもあなたは僕のために……」

「引け目を感じる必要はない。クシナダ。俺はおまえに感謝している」

　ヨアキムは言いました。

「おまえのおかげで、俺の復讐にも意義が生まれた。ただの殺人者に成り下がり、余命もない俺がティアマリアへの復讐を果たしたところで、誰一人救われはしない。俺自身も含めてな。だが、俺がおまえの憎しみを引き受けて終わりにすれば、おまえは新しい夢を見つけられる。死んでいったリコリス村の人たちも、それを望んでいるだろう」

　クシナダは奥歯を嚙かみしめて浅くうつむきました。

　クシナダにもわかっているのです。亡くなったリコリス村の人たちがクシナダに求めているのは、ティアマリアへの復ふく讐しゆうなどではなく、クシナダが幸せに生きていってくれることだと。

　私はリコリス村の人たちを直接は知りませんが、この世界では異い端たんの存在である魔ま人じんのクシナダを愛情深く育てた人たちなら、きっと、復讐よりもクシナダの幸せを願うはずです。

「誰かを救いたくて復讐するわけじゃない。復讐に意義など求めてはこなかった。だが、たとえ一人でも救われる誰かがいるのだとしたら、そのほうがいい。だから、クシナダ。俺おれにおまえを救わせてくれ」

　そう言うと、ヨアキムは白い巨きよ体たいを振り返らせました。

　牙きばを剝むき爪つめを剝いて、力の入らないはずの四し肢しに無理やり力を漲みなぎらせます。

　その鼻先に、アホタレが落ちてきました。

　受け身も取れずに背中から硬かたい床ゆかに叩たたきつけられて、声にならない悲鳴をあげます。

「レックス様！」

「ってて……ビリビリに自分から当たりにいっちまった」

　ビリビリ……ということは、電でん撃げきをくらって弾はじき飛ばされたのでしょう。

　痛みに顔を歪ゆがめながらも、アホタレはすぐに立ち上がりました。ダメージはあるようですが、動けないほどではなさそうです。

「ご無事ですか、レックス様」

　アホタレの隣となりに、両手を白く輝かせたトモエさんが下り立ちました。

「とりあえず、死にそうってほどじゃないよ。痛いけどな」

　ティル・ナ・ノーグの電撃の威い力りよくは、私の〝雷らい電でん〟を数段上回っているはずです。それをくらって生きていられるのですから、うちのアホタレもヨアキムに負けず劣おとらずの怪かい物ぶつです。

（アハッ……アハハハッ！）

　トモエさんに答えるアホタレの声に続いて、ソーマ＝サイフォスの笑い声が聞こえてきました。

　薄うすい闇やみの向こうから、巨きよ大だいな『顔』がゆっくりと近づいてきます。

　白びやつ虎このヨアキムが与えた傷は、ほとんどが消えてしまっていました。

　アホタレとトモエさんの二人がかりでも、ヨアキムのようにティル・ナ・ノーグの修復速度を上回る損傷を与えることはできなかったようです。

（形成逆転だねぇ）

「それは、どうかな」

　白虎のヨアキムが私とアホタレの間を通り抜けて、前へと歩み出ました。

（立っているのもやっとの身体からだで、まだ戦うつもりかい？）

「無論だ。ソーマ。おまえ個人に恨うらみはないが、おまえがそれと同化している以上、倒さざるをえない。悪いが、死んでくれ」

（なにそれ？　その口振り。まさかまだ自分に勝ち目があると思ってるの？）

「勝つさ。命に代えてもな」

　青い眼めを大きく見開いて、白びやつ虎このヨアキムは咆ほう吼こうを轟とどろかせました。

　それは、この広大な地下空間どころか施設全体をも震ふるわせるような、重く、そして強い咆吼でした。

　私は思わず腰こしを抜かしてしまって床ゆかにお尻しりを強打するはめになりましたが、それはどうでもいいです（痛いですが）。

　白虎のヨアキムは、白い毛並みを逆さか立だて、全身からミシミシと軋きしむ音をたてていました。

　ただでさえ巨きよ大だいだった体たい軀くがさらに一回りも二回りも大きくなったように見えるのは、迫力に圧倒されているからそう見えているだけ……ということではないでしょう。

（放っておいても死ぬようなヤツの命なんて、怖こわくないよ！）

　いいえ。

　ソーマ＝サイフォスの言葉を、私は心の中で否定しました。

　たしかに、ヨアキムの命は風ふう前ぜんの灯ともし火びです。消えかけの蠟ろう燭そくのようなものです。しかし、蠟燭の火は消える間ま際ぎわに一ひと際きわ大きく燃え上がるのです。

「クシナダを、頼む」

　一番近くにいた私を横目で捉とらえてそう言うと、ヨアキムは巨きよ体たいに充満させていた闘とう気きを爆ばく発はつさせて、ティル・ナ・ノーグに襲おそいかかりました。

（この……っ！）

　撃うち出された幾いく条じようもの赤しやつ光こうを紙かみ一ひと重えでかわし、ティル・ナ・ノーグの鼻っ柱に深く爪つめを突つき刺さし、食らいつきます。

　密着状態で電でん撃げきを浴びせられても、ものともしません。

「死ぬ気だな、あいつ」

　アホタレが後頭部を搔かきつつ言いました。

「ええ……」

　ヨアキムに生き残るつもりがないのは明白でした。

　この戦いで、彼は全すべてを終わらせようとしているのです。復ふく讐しゆうも、クシナダの憎にくしみも、そして自分自身の命さえをも。

「……助けて……」

　座り込んだままのクシナダが、震ふるえる声で言いました。

「……助けて、ください。あの人を……」

　声だけでなく瞳ひとみをも震わせて、クシナダはアホタレを見上げました。

「ヨアキムさんを、助けてください……」

「んー……」

　アホタレは剣けんの腹で自分の肩かたをポンポンと叩たたきつつ、言葉を返します。

「でも、ヨアキムが生きてたら、ティアマリアを殺させてもらえないぞ。あいつは、クシナダに復ふく讐しゆうをやめさせたがってるんだろ？」

　どうやら、ティル・ナ・ノーグと戦いながらも、アホタレにはこちらの会話が聞こえていたようです。

「それでも、いいのか？」

「僕ぼくは……」

　クシナダはうつむき、切れるほどにきつく唇くちびるを嚙かみしめると、顔を上げ、赤らんだ大きな瞳ひとみにアホタレを映して答えました。

「かまいません。この戦いで、僕の復讐も終わりにします。だから、あの人を……ヨアキムさんを、助けてください」

　クシナダは、私たちとの共きよう闘とうを決めた時にも、ティアマリアを殺さないと約束していました。

　あの時のクシナダは、約束といっても口だけで……私たちを出し抜いてでもティアマリアを殺そうと考えていたのが、明白でした。

　ですが、今は違います。

　心底から、クシナダは憎にくしみを断ち切ろうとしているのだとわかりました。

「任せろ」

　そんなクシナダの頭に手を載のせ、雪色の髪かみを撫なでて、アホタレはニッと歯を見せました。

「レックス様」

　私は立ち上がってアホタレに声をかけました。

「よもや、自分一人で任されようとは思っていませんね？」

「もちろん。任されるのはオレたち三人だ。アンジュもトモエも、頼りにしてるぜ」

　アホタレは、私の望んだとおりの言葉を返してくれました。

　私はトモエさんと顔を見合わせて、笑みを交わしました。

「とりあえず、だ。アンジュは例の魔ま法ほう、使うなよ」

「〝完全燃焼アラミタマ〟のことですか？」

　アホタレは頷うなずきました。

「ですが……」

　ティル・ナ・ノーグの装そう甲こうには魔法を吸収する特性があります。

〝完全燃焼〟で魔ま力りよくを高めたとしても、やはり吸収されてしまうかもしれません。その可能性が高いと考えて、〝完全燃焼〟は使わずにいました。

　しかし、吸収される危険が否定できなくても、もう外ほかになにも手段がないとなった場合には、迷わず使うつもりでいました。

「私の身を案じていただけるのはありがたいのですが……」

「案じるに決まってるだろ。でもな、今回は無む茶ちやをするなって意味で使うなって言ってるんじゃない。使う必要がないから、言ってるんだ」

　それって……。

「勝算がある……ということですか？」

「ま、一応な。トモエ」

　アホタレは視線を少しずらして、トモエさんに声をかけました。

「一昨日おととい話した例のアレ、試してみるぞ」

　トモエさんは光を消した両手を、ポンと胸の前で合わせました。

「例のアレ、ですわね」

「ぶっつけ本番になっちまったけど、やれるな？」

　トモエさんは引き締めた表情に笑みを浮かべて、頷うなずきました。

　ふたりのやりとりの意味がわからない私は、ただ目を丸くして立ち尽つくすしかありませんでした。




（死ね！　死ね！　死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねってば！）

　狂乱の叫さけびを響ひびかせながら、ティル・ナ・ノーグは超高熱の赤しやつ光こうを、電でん撃げきを、一いつ瞬しゆんたりとも絶やすことなく撃うち出し続けています。

　しかし、白びやつ虎このヨアキムは止まりません。

　矢にも弾だん丸がんにも勝まさる疾はやさで巨きよ体たいを奔はしらせ、ドラゴンのそれさえをも凌りよう駕がする爪つめと牙きばでティル・ナ・ノーグを切り裂さき、嚙かみ砕くだきます。

　体力は、とっくに尽つきているはずです。

　何度も電撃に打たれ、赤光に灼やかれ、美しかった白い毛並みは見る影もないほどに傷つき、汚よごれています。

　それでもなお倒れないヨアキムは、人を超え、今や獣けものですらありません。

　鬼き神しんです。

（僕ぼくは力を手に入れたんだ！　母かあさんから貰もらった力を失って……でも、こいつと同化して、強くなったんだ！　この力で、僕はこの世界に復ふく讐しゆうするんだ！　邪じや魔まをするな！　アハッ！　ヒャハッ！　ヒャハハハハハハハハハハッ！）

　ソーマ＝サイフォスは、明らかに正気を失っていました。

　マオの空中遺い跡せきでトモエさんに敗れたせいなのか。ティル・ナ・ノーグの心コ臓アと同化した影えい響きようなのか。両方という可能性もありますが、とにかく、私の知る彼とは様子が違っています。

「言ったはずだ、ソーマ。おまえはただの下げ劣れつな殺人者だ。今のおまえには、もう復讐を口にする資格はない」

　ソーマ＝サイフォスの哄こう笑しようを全身で切り裂さいて、ヨアキムはティル・ナ・ノーグの巨きよ大だいな『顔』に爪そう牙がを見舞います。

「案ずるな。同じ『恒久平和の実現者ピースメーカー』のよしみだ。俺おれも一いつ緒しよに逝いってやる」

（うるさいうるさいうるさい！　おまえ一人で勝手に逝けよ！）

　赤しやつ光こうに左右の前脚あしを、横っ腹を、額ひたいを灼やかれ、電でん撃げきに全身を打ち据すえられて、ヨアキムは床ゆかに叩たたきつけられました。

　効いていないはずがありません。しかし、ヨアキムは何事もなかったかのように立ち上がり、再び咆ほう吼こうを轟とどろかせました。

「夢の終わりだ！　ティアマリア！」

（ひいっ！）

　ソーマ＝サイフォスが短い悲鳴をあげて、ティル・ナ・ノーグが逃げるように『顔』を傾かたむけたその時、雷かみなりが落ちるようにヨアキムとティル・ナ・ノーグの間にアホタレが降り立ち、痛つう烈れつな跳とび蹴げりをお見舞いしました。

　ティル・ナ・ノーグに──ではなく、ヨアキムに。

「──!?」

　いきなり味方に蹴られたヨアキムは、驚きよう愕がくに眼めを見開いて吹っ飛び、倒れました。

（……!?）

　ソーマ＝サイフォスも驚いたようで、ティル・ナ・ノーグは『顔』を傾けたまま動きを止めています。

「なにを、する……っ!?」

「あんたが死のうとしてるから、止めたんだ」

　ヨアキムは「ぐっ」と呻うめきました。

「どのみち長くはもたん身だ。ここで命を燃やして、なにが悪い」

「長くはもたなくても、ここで死ななきゃ、もう少しは生きていられるだろ」

　アホタレに蹴り倒たおされたことで、こらえてきたダメージが一気に噴ふき出したのでしょう。ヨアキムは立ち上がろうともがいていますが、かないません。

　アホタレはそんなヨアキムの鼻先に片膝ひざをついて、言います。

「あんたは、ここで死んじゃダメだ」

「なら、俺はどこで死ねばいい？」

　すがるような眼をして問うヨアキムに、「そうだな……」、アホタレは少し考えてから、小さく笑って答えました。

「花だよ」

「花……？」

「ああ、花だ。花の咲いている場所がいい。綺き麗れいな花を大切な人と一いつ緒しよに眺ながめながら、その人に見取られて眠ねむるように逝くんだ。こんな場所で誰かを憎にくみながら戦って死ぬより、そのほうがずっといいだろ？」

　ヨアキムは鼻で笑いました。

「生あい憎にくと、俺おれにはもう大切な者などいない」

「そうでもないだろ？」

　アホタレは視線で、ヨアキムの傍かたわらにやってきた人物を示しました。──クシナダです。

「……ヨアキム、さん……」

　がっくりと床ゆかに両膝ひざをついたクシナダは、大きな瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだをポロポロと零こぼしつつ、言いました。

「死なないで、ください……どうか……」

　焼け焦こげたヨアキムの腹に突つっ伏して、懇こん願がんします。

「どうか、生きてください……」

「クシナダ……」

　首をもたげ、呆ぼう然ぜんとクシナダを見つめるヨアキムに、アホタレは言います。

「な？　そうでもなかったろ？」

「レックス……」

　片目をつむり歯を見せて、アホタレは立ち上がりました。

「トモエ！」

　振り返って、声を張ります。

「はい！」

　応こたえて、トモエさんは両腕うでを大きく広げました。

　天を仰あおぐように胸を張って、目を閉じます。

　風もないのに白い衣ころもが激しく靡なびいて、長い黒髪かみが花のように広がりました。

　光。

　汚けがれのない真っ白な光がトモエさんの全身を包んで、黒髪さえをも白く染め上げました。

　そして、アホタレが暗黒剣デスブリンガーを高く掲かかげると、トモエさんは自らを純白の奔ほん流りゆうへと変えて飛び立ち、掲かかげられたアホタレの暗黒剣にぶつかりました。

　音もなく弾はじけた光が闇やみを消し去り、アホタレを神こう々ごうしく照らします。

　アホタレは一度深く静かに息を吸い込み、吐はくと、感覚を確かめるように暗黒剣を縦たてに横に斜ななめに振り抜きました。

　いえ、それはもはや暗黒剣ではありません。

　暗黒鉄デスメタル製の漆しつ黒こくの刃やいばは今、トモエさんの色に──純白に染まり、輝いていました。

（な、なんの真ま似ねだい？　それは……）

　攻こう撃げきを忘れていたソーマ＝サイフォスが、『顔』の傾かたむきを直して、問いを口にしました。

　声がかすかに震ふるえていたのは、不ふ吉きつな予感を覚えているからでしょう。

「たぶん、あんたの考えているとおりだよ」

　その言葉の直後、アホタレは床ゆかを軽く蹴けって迅じん雷らいと化し、瞬またたく間にティル・ナ・ノーグとの距離を殺しました。

　そして、純白に輝く漆しつ黒こくの刃やいばを振り下ろします。

（うあ……っ！）

　たいして力を込めているようには見えなかったその一いち撃げきは、しかし、ティル・ナ・ノーグの頑がん強きよう極まる装そう甲こうを紙の如ごとく切り裂さいて、ソーマ＝サイフォスに息を吞のませました。

（う……あ……ああっ！　あああああっ！）

　アホタレが──アホタレとトモエさんがなにをしているのか、今の一撃でソーマ＝サイフォスには正確に理解できたようです。

　悲鳴をあげ、巨きよ体たいを下がらせながら赤しやつ光こうを雨あめ霰あられと撃うち出してきます。

　並の剣けん士しでは絶対に避けられない攻こう撃げき。

　トモエさん級の凄すご腕うでの剣士でも、完全に避けきるのは難しいでしょう。たとえ避けきれたとしても、かいくぐって相手に肉にく薄はくすることまではできません。不可能です。

　しかし、アホタレは。

　アホタレには、その不可能を可能にしてしまえるだけの力がありました。

　迫りくる赤光の全すべてをかすらせもせずにかいくぐったアホタレは、ティル・ナ・ノーグの周囲を駆かけ回り、跳とび回って斬ざん撃げきの嵐あらしを吹かせました。

　トモエさんを纏まとった暗黒剣デスブリンガーが閃ひらめく度に、ティル・ナ・ノーグのあらゆる箇所に、ヨアキムが与えたのよりも深い傷が刻まれていきます。

「すごい……」

　私の後ろで、クシナダが感かん嘆たんの声を洩もらしました。

　私もまったく同じことを思っていました。

　すごい。

　本当にすごい。

　私が宿の部屋に引きこもり落ち込んでいた間に、アホタレとトモエさんはこんなすごい戦い方を考え出していたのです。

　その名も、超絶対暗黒剣アルテイマブリンガー。

　今、私が思いつきで勝手に決めた名前ですが、トモエさんの超絶対刃アルテイマソードとアホタレの暗黒剣を合体させた技なわけですから、不適切ではないでしょう。

　トモエさんが、マオの空中遺い跡せきでの戦いで見せたように全身を超絶対刃と化し、アホタレの暗黒剣と一体化する。

　絶対防ぼう御ぎよの結けつ界かいすら易やす々やすと切り裂さいてしまえる絶対を超える刃を、トモエさん以上の強さを持つアホタレが自在に振るえるようになるのです。

　それが、超絶対暗黒剣。

　アホタレは力を込めずに全すべてを切り裂さくことができますし、トモエさんは動き回らずにすむ分、体力の消しよう耗もうを抑おさえられます。そして、体力の消耗を抑えられれば、超絶対刃アルテイマソードを維持できる時間も長くなる──というわけです。

　アホタレとトモエさんにとっては、まさに究極の戦ま法ほうと言っても過言ではないでしょう。

　……と、感心してばかりはいられません。

　私は私の仕事をしなくては。

　編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと突つき刺さし、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ります。

　魔ま界かいより導く元素は、空くう。

　火、風、水、土に続く、五番目の元素。

（やめろ！　やめろやめろやめろやめろやめろ！　やめろって言ってるだろ！　やめろよ！）

　赤しやつ光こうの豪ごう雨うも、ほとばしる電でん撃げきも、アホタレを止めることはできません。

　アホタレの身のこなしは、ますます冴さえていました。

　超絶対暗黒剣アルテイマブリンガーを一いつ瞬しゆんたりとも止めることなく躍おどらせ、ティル・ナ・ノーグの修復速度の限界を遙はるかに超える数の傷を与え続けています。

「やめるのは、オレじゃない。あんただ」
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　激しく動きながら、アホタレが静かな声を出しました。

「あんただってヨアキムと同じだ。あんたにだって、あんたを大切に思ってくれる人がいるんだ。八つ当たりなんてやめて、そこから出てこいよ」

（いるもんか！　そんな奴やつ！）

「ヒナギクのことを、もう忘れたのか！」

　アホタレが珍めずらしく──彼にしては非常に珍しいことに、怒ど鳴なりました。

（ヒナギク!?　知らないね！　そんな裏切り者の名前なんて、もうとっくに忘れたよ！）

　アホタレの動きが、一いつ瞬しゆん、止まりました。

「そうか……」

　呟つぶやいて再び動き出したアホタレは、さらに凄すさまじい疾はやさでティル・ナ・ノーグを攻せめ立てました。もはや私の目には残像さえ捉とらえられません。

「大切に思ってくれる人のことさえ捨て去るなら、あんたはもう、どうやったって救われない」

　アホタレは、怒おこっていました。

　声音は静かですが、しかし、かつてないほどに怒っていました。

「ごめんな、ヒナギク」

（謝るなら、僕に謝れぇ！）

　ティル・ナ・ノーグがこれまでとは違う攻こう撃げきを繰くり出してきました。体当たりです。

　額ひたい部分めがけ超絶対暗黒剣アルテイマブリンガーを振り下ろそうとしていたアホタレは、まともにくらって吹っ飛びました。

（潰つぶれろぉ！）

　背中から床ゆかに叩たたきつけられたところに、ティル・ナ・ノーグの巨きよ大だいな『顔』が勢いをつけてのしかかってきます。

──レックス様！

　私は心の中で叫さけびました。

　アホタレは──私の勇者は、これしきでは倒されないと信じて、詠えい唱しようを続けます。

　そして、私の勇者は見事、信頼に応こたえてくれました。

　ティル・ナ・ノーグの巨大な『顔』を、その膨ぼう大だいな質量を、剣けんを持っていない左手で──つまりは片手で、受け止めてしまったのです。それも、仰あお向むけの格好のまま。

（噓うそっ!?）

「おおおおおおおおおおっ！」

　ソーマ＝サイフォスがあげた驚きの声に、アホタレの雄お叫たけびが重なりました。

　ティル・ナ・ノーグの超重量を片手で受け止めただけでも十分すぎるほどに驚かされましたが、アホタレはさらにとんでもないことをやってのけました。

　受け止めたティル・ナ・ノーグを、宙ちゆう高くに放り投げたのです。

（うわあああっ!?）

　究極の兵器とはいえ、ソーマ＝サイフォスの意志によって動いている以上、彼が混乱して攻こう撃げきを忘れれば、ティル・ナ・ノーグの攻撃もやみます。

（あああああっ!?）

　攻撃どころか、ソーマ＝サイフォスはティル・ナ・ノーグを浮かせることさえ忘れていました。

「──っ！」

　鋭するどい呼こ気きとともに跳とんだアホタレが、真まっ逆さかさまに落ちてきたティル・ナ・ノーグの額ひたい部分に超絶対暗黒剣アルテイマブリンガーを深く突つき刺さしました。

　上昇していくアホタレと、落ちていくティル・ナ・ノーグ。

　純白に輝く漆しつ黒こくの刃やいばは、ティル・ナ・ノーグの額を、鼻を、口を、そして顎あごの先までもを切り裂さいて、切っ先を天へと向けました。

「アンジュ！　今だ！」

　アホタレの声が広大な地下空間に響き渡ります。

　はい！　と私は心の中で叫さけびました。

　呪じゆ文もんの詠唱は、既すでに完了しています。

　私は両手で構えた杖つえの先を落ちてくるティル・ナ・ノーグへと向け、力ある言葉を解き放ちました。

「〝屠竜アメノハバキリ〟！」

　杖つえの先に生まれた、血と死と虚きよ無むを司つかさどる三色──赤、黒、白の光が、一つに溶とけ合い、螺ら旋せんを描いて虚こ空くうを奔はしります。

　第五元素系、巨きよ竜りゆう殺傷魔ま法ほう──〝屠竜アメノハバキリ〟

　その名のとおり巨きよ大だいなドラゴンさえも殺しうる破は壊かい力りよくを持つ〝屠竜〟は、私が使える中で最強の魔ま法ほうです。

　これを吸収されてしまえば、ティル・ナ・ノーグに大きな力を与えてしまうことになるでしょう。

　しかし、今なら。

　魔法を吸収する力を持つティル・ナ・ノーグの装そう甲こうは、アホタレとトモエさんの超絶対暗黒剣に切り刻きざまれ、ボロボロです。

　ティル・ナ・ノーグが究極の兵器だといっても、その装甲がどれだけ頑がん強きようでも、あれだけ傷つけば、本来の強度は失われるはずです。

　修復機能も、魔法を吸収する力も、十分には発はつ揮きされないはずです。

　事実、少し前から損傷の修復速度が遅くなっていることに、私は気づいていました。

　アホタレとトモエさんが与えたダメージは、ヨアキムが与えたダメージをも遙はるかに超えて、ティル・ナ・ノーグを限界にまで追い詰つめていたのです。

（う……あ……ああっ！）

　ティル・ナ・ノーグは床ゆかに激げき突とつする直前で落下を止めたものの、その時にはもう、三色の光の奔ほん流りゆうは巨きよ大だいな『顔』の文字どおり目と鼻の先まで迫っていました。

（ひ……ぎ……ゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ！）

　直ちよく撃げき。

　血の色である赤が弾はじけ、

　死の色である黒が弾け、

　虚きよ無むの色である白が弾けて、

　ティル・ナ・ノーグは──。

　ティアマリアの夢は──。

　ソーマ＝サイフォスの憎ぞう悪おと狂気と命を抱だいたまま、跡あと形かたもなく爆ばく散さんしたのです。




「終わった、か……」

　白びやつ虎このヨアキムが、長い息を吐はきました。

　青い眼めは、ティル・ナ・ノーグの残ざん骸がいの一つ──比較的大きな金属片を虚うつろに映しています。

「ソーマ＝サイフォスは、見つかりません」

「そうか……」

　私の報告に、今度は短く息を吐きました。

　ティル・ナ・ノーグは完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされています。心コ臓アと同化していたソーマ＝サイフォスも、生きてはいないでしょう。

　トモエさんに視線を送ります。

　トモエさんは既すでにお馴な染じみのメイド服姿すがたに戻っていました。

　胸の前で手を組み、目を閉じて、じっと祈いのりを捧ささげています。閉じた目の端はしには、涙なみだが浮かんでいました。

　ソーマ＝サイフォスの死を悲しんでいるのです。

　トモエさんはヒナギクと記き憶おくを共有しています。私たちにとっては敵でしかなかったソーマ＝サイフォスも、ヒナギクにとっては恩人にも等しい大切な人だったのです。

　ヒナギクの記憶を持つトモエさんは、今はトモエさんの中で深い眠ねむりについているヒナギクの代わりにソーマ＝サイフォスの死を悲しみ、涙を流しているのです。

「だー、もう疲れたー。一歩も動きたくねー」

　すぐ隣となりでだらけた声を出したのは、アホタレです。

　さっきまでの勇ゆう姿しはどこへやら、床ゆかに大だいの字じになって鼻水を垂たらしています。

「というか、なんで鼻水……」

「しょーがないだろ。くしゃみしたら出てきちゃったんだから」

「まったく、あなたという人は……」

　ティル・ナ・ノーグを破壊したといっても、ここはまだ敵地の中なのです。まだまだ油断はできません。

　いつもなら、杖つえでひっぱたいてでも起き上がらせるところですが……。

　さっき、戦いが終わってすぐに、アホタレが左腕うでに結んだ私のハンカチを締しめ直しているのを見てしまったおかげで、怒おこるに怒れなくなってしまいました。

　あんな、ただのハンカチ一枚を大事そうに扱われたら、なんだかもう……あんまりガミガミ口うるさいのはやめたほうがいいかな、とか思っちゃうじゃないですか。

　まったくもう、私らしくもない。

　アホタレに……というより、自分に対してため息をついた時、咳せき込む声が聞こえました。

「ヨアキムさん……」

　血の交じった咳せきを繰くり返すヨアキムの背中を、傍かたわらのクシナダが優しくさすっています。

「ヨアキム、早く人の姿すがたに戻ったほうが……」

「そうしたいのはやまやまだが、女の見ている前で裸はだかを晒さらすわけにもいかんだろう」

　そう言って、ヨアキムは笑えむように口の端はを吊つり上げました。

「そっ、それは……っ」

「心配無用だ。激しく動かなければ、銀ぎん毒どくもそうは回らない」

「……無理は、しないでくださいね」

　ヨアキムは青い眼めを伏せて力なく言いました。

「生きながらえたところで、たいした意味はないがな」

「そんなことは……」

「そんなこと、ありません！」

　クシナダの張った声が、私の声をかき消しました。

「意味は、あります！　僕ぼくが……喜びます。ヨアキムさんが生きていてくれたら、僕は、すごく嬉うれしいです。それじゃあ、ダメですか……？」

　クシナダにすがるような目を向けられたヨアキムは、伏せていた青い眼を見開き、諦あきらめたようにゆっくりと首を横に振りました。

　女の子のように愛らしいクシナダの顔に、明るい笑みが広がりました。

　それは、私たちが初めて見る、クシナダの心からの笑顔でした。

「あいつ、あんな顔で笑うんだな」

　いつの間にか立ち上がっていたアホタレが、隣となりの私にだけ聞こえる声で言いました。

「ええ……」

　クシナダの笑顔を微笑ほほえましく思いながら、私はこうも思っていました。

　ソーマ＝サイフォスにも、クシナダにとってのリコリス村の人たちやヨアキムのような人がいれば、クシナダのように明るく笑える結末を迎えることができたのだろうか──と。

　答えは、きっと否いなでしょう。

　ソーマ＝サイフォスにも、大切に思ってくれる人がいました。ヒナギクがいました。でも、彼は最後までそれに気づきませんでした。アホタレに言われてもなお、気づこうとしませんでした。

　ソーマ＝サイフォスの世界には敵しかいなかったのです。敵しかいない世界で、心の底から笑うなんてできっこありません。

「ねえ、ヨアキムさん？」

　クシナダが躊躇ためらいがちに言います。

「もし、この先、なんの当てもないんだったら……ですけど」

「なんだ？」

「旅を……しませんか？　僕と……」

「旅か……」

　ヨアキムは考え込むように浅くうつむくと、グルル……と小さく喉のどを鳴らして、そして答えを返しました。

「悪くないかもしれんな。どのみち当てなどない。……で、どこへ行く？」

「そうですね……最初は……ヨアキムさんが嫌いやじゃなかったら、ヨアキムさんの故郷ふるさとへ行ってみたいです」

「ダヤンか。嫌ではないが、人には厳しい場所だぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです。僕ぼくは人じゃありませんから」

　言って、クシナダはくすっと笑いました。

「そうだったな。……ダヤンか。あの日以来だな」

　ヨアキムは青い眼めを遠くに向けて、言いました。

「砂と岩山ばかりの愛想あいそのない土地だが、花は咲く」

「見てみたいです」

　ちょんちょん、とアホタレが私の肩かたを突ついてきました。

「なんですか？」

「オレも、行ってみたい」

「ダヤンにですか？」

「んにゃ。アンジュの故郷」

「私の？」

　うんうん、と楽しげに頷うなずきます。

「……なんの変へん哲てつもない田舎いなか町まちですよ？」

「いいんだよ。アンジュが生まれ育ったところを見てみたいだけなんだからさ」

「見てどうするんですか」

「どうもしないよ。ただ、見たいだけ」

　つくづく、物好きな男です。

　でも、そうですね……兄たちと遊んだ近所の川原かわらや、お父とうさんのブドウ畑、馴な染じみの商店街、おばあちゃんとよく薬草を摘つみに行った町外れの森を、アホタレと一いつ緒しよに歩いてみるのも悪くはないかもしれません。

「……いいですよ。この旅が終わったら、行ってみましょうか」

「約束だぜ」

　頭の後ろで手を組んだアホタレが、屈くつ託たくのない笑みを向けてきます。

　つられて、私も笑ってしまいました。




「故郷ふるさとですか。素す敵てきですわね」




　ゆったりとした女の声が、弛ゆるみかけていた場の空気を一いつ瞬しゆんにして張りつめさせました。

　振り返った視線の先──薄うすい闇やみの向こうから歩み出てくる人影がありました。

「ティアマリア……」

　優しげな美び貌ぼうに優しげな微び笑しようを浮かべて、フェブロニアの女じよ帝ていティアマリアは言いました。

「わたくし、故郷を憶おぼえておりませんので、羨うらやましいですわ」

　ティアマリア……いえ、彼女の本当の名前は、ルピシア。

　亡き本物のティアマリアに代わって帝てい位いに就ついた、影かげ武む者しや……。

　その手には、上の広間で見たのと同じ（と思われる）闇やみ色いろの珠たまが携たずさえられていました。

「貴様は帝てい都との生まれだろう。なにを言っている？」

　白びやつ虎このヨアキムが唸うなり交じりの声で言いました。

　どうやら、彼は眼前のティアマリアが本物のティアマリアではないという事実を知らないようです。

「あら？　そうでしたわね、うふふふ……」

「ティアマリア……っ！」

　頰ほおに片方の手を添そえ微笑ほほえむルピシアに、クシナダが剣けん吞のんな声をぶつけました。

　ティル・ナ・ノーグが破は壊かいされたといっても、クシナダのティアマリアへの憎にくしみが消えてなくなったわけではありません。

　頭に血を上らせてルピシアに襲おそいかかるのではと肝きもを冷やしましたが、クシナダは動けないヨアキムを守るように立っています。

　憎しみは消えずとも、クシナダは復ふく讐しゆうよりも大切なものを見つけたのです。

「俺おれたちとティル・ナ・ノーグとの戦いは、見ていたのだろう？」

　クシナダの肩かた越ごしにルピシアを見み据すえるヨアキムの青い眼めは、怪訝けげんそうにすがめられていました。

　私が感じているのと同じ違和を、彼も感じているのでしょう。

「ええ、もちろんですわ」

「ならば、ティル・ナ・ノーグが……おまえの夢が砕くだけ散る様さまも見たはずだ」

　くすくすと、ルピシアは笑い声だけを返してきました。

「夢を砕かれて、失って、なぜおまえは笑っている？」

「ディーナ・シー」

　ルピシアが唐とう突とつに聞き覚えのない単語を口にしました。

「……なんだ？」

「ティル・ナ・ノーグの武装の一つですわ」

「……なにを、言っている」

　嫌いやな予感がしました。とても、嫌な予感が。

「ティル・ナ・ノーグではないのです。みなさんが破壊されたのは。あれは、ディーナ・シーなのです」

「つまり、あなたの夢はまだ失われてはいない、と……」

「はいっ」

　邪じや気きのかけらもない満面の笑顔で肯うなずかれて、膝ひざから力が抜けました。

　アホタレが咄とつ嗟さに支えてくれなければ、倒れてしまっていたところです。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アンジュ」

「は、はい……いえ……」

　あまり、大丈夫ではないかもしれません。

　ティアマリアは実は影かげ武む者しやで……。

　必死の思いでようやく破は壊かいしたティル・ナ・ノーグは、実はティル・ナ・ノーグの武装の一つにすぎなかった……。

「あ、あなたには騙だまされてばかりです」

　アホタレの腕うでに体重を預けたまま、私はルピシアを睨にらみつけました。

「みなさんがいけないんですのよ」

　ルピシアの笑みが、質を変えました。

　日だまりのように明るくて温かい笑みから、氷のように冷たい笑みへと。

「わたくしの夢を阻はばもうとするんですもの。意地悪の一つも、したくなるというものですわ」

「本物は、どこだ」

　ヨアキムが立ち上がって牙きばを剝むきました。

「本物のティル・ナ・ノーグは、どこにある!?」

　強い声で広間を震ふるわせたヨアキムは、クシナダの前へ歩み出ようとして、途と中ちゆうで倒れてしまいました。

「ヨアキムさん！」

　駆かけ寄ってきたクシナダを頭で押し退のけて、ヨアキムは青い眼めを血走らせました。

　立ち上がろうと必死に脚あしに力を入れているのがわかりました。が、悲しいかな、ヨアキムの脚はもう床ゆかに縫ぬいつけられたかのように動きません。

「安心してくださいな。ティル・ナ・ノーグを隠かくすつもりは、ありませんから」

　そう言って、ティアマリアは手にしていた闇やみ色いろの珠たまを軽く掲かかげ、もう片方の手で淡あわく撫なでさすりました。

　珠は仄ほのかに光って──。

「わたくし、みなさんに意地悪のつもりで噓をつきましたけれど、ティル・ナ・ノーグが完成したのは噓ではありませんわ」

　そして、私たちは『それ』を目もく撃げきしたのです。

『それ』は、突とつ然ぜん、私たちの足の下に現れました。

　いえ……。

『それ』は、私たちがディーナ・シーと戦っていた間も、ずっとそこに在あったのです。ただ、見えていなかったというだけで。

　床が透とう明めいになって見えるようになった『それ』は、あまりにも巨きよ大だいでした。

　巨大すぎて、真上に立つ私たちからは頭とう頂ちよう部ぶとその下に広がる人体でいえば肩かたに当たる部分しか見て取ることができません。

「これは……これが……」

　私が出した声は、情けないほどに震ふるえていました。

「本物の、ティル・ナ・ノーグ……」

「大きくて、立派でしょう？」

　うふふ、と笑い声をたてたルピシアに視線を戻した私は、うっとりとした表情でほんのりと頰ほおを上気させている彼女の斜ななめ後ろに、動く影を見つけました。

　透とう明めいの床をもぞもぞと芋いも虫むしのように這はって、近づいてきます。

　はぁはぁと荒い息いき遣づかいも聞こえてきました。

　人だということは、すぐにわかりました。

　酷ひどい怪け我がをしているということも。

　身体からだは大きくありません。むしろ小こ柄がらです。

　服は一切身に着けていません。全ぜん裸らです。

　にもかかわらず、一目で性別を判断することはできませんでした。

　それほどに、酷ひどい怪我なのです。

「う……あ……あ……ティア、マリ、ア……」

　呻うめき交じりに発せられた声が、その人物が誰なのかを私に教えてくれました。

「僕ぼく、に、ちか……ら、を……」

　ソーマ＝サイフォスです。

「あい、つらを、こ……こ、ろす……ち、から……を……」

「あら？　ご無事でしたのね、ソーマさん」

　ソーマ＝サイフォスが伸のばした血まみれの手を、ルピシアは軽く身を引いて避けてしまいました。

「ぼ、ぼぼ、ぼ、僕、は……」

「大たい佐さ……」

　その凄せい惨さん極まる姿すがたを見ていられなかったのでしょう。トモエさんは手で口くち許もとを覆おおって目を背けました。

　ソーマ＝サイフォスの怪け我がは、どんな治ち療りようを施したところで助かる見込みはないように見えました。

　彼には自傷行為によって強さを増し、怪我も治してしまう力がありました。しかし、その力はトモエさんとの戦いで失われていました。

「残念ですが、ソーマさん。わたくしは、もう貴方あなたに力を与えてはあげられません」

　悲しげに瞳ひとみを潤うるませて言ったルピシアは、手しゆ中ちゆうの珠たまを淡あわく撫なで、表情を一変させました。

「貴方あなたには、糧かてになっていただきます」

　猫ねこのように目を細め、口の端はを大きく吊つり上げてルピシアが言った次の瞬しゆん間かん、ソーマ＝サイフォスの血まみれの身体からだになにかが絡からみつきました。

　肉の紐ひも──。

　それが、ティル・ナ・ノーグの頭とう頂ちよう部ぶから生はえ出た触しよく手しゆのようなものだと理解できた時にはもう、ソーマ＝サイフォスは床ゆかをすり抜け、ティル・ナ・ノーグの頭に食われていました。

　比ひ喩ゆでもなんでもありません。

　頭頂部がぱっくりと口を開け、ソーマ＝サイフォスを食らったのです。

　ぐしゃり、ばきり、と肉が潰つぶれ骨が砕くだける嫌いやな音が耳を塞ふさぎたくなるほど鮮せん明めいに聞こえてきました。

「た……さ……っ！」

　大佐、と叫さけんだのでしょう。しかし、トモエさんが床に両手をついてあげた叫びは、まるで声になっていませんでした。

「ソーマさんには、ティル・ナ・ノーグの糧になっていただきました」

「し、死んだのですか。ソーマ＝サイフォスは……」

　ルピシアに問いながら、答えを聞くまでもなく、私はソーマ＝サイフォスの死を確信していました。

　ティル・ナ・ノーグがソーマ＝サイフォスを食らった音は……あの音は……紛まぎれもなく、命が壊こわれる音でした。

　ソーマ＝サイフォスは、死んだのです。

「はい。ソーマさんはお亡くなりになりました。残念ながら」

「残念……？　自分で殺しておいて残念と言うのですか、あなたは」

　ルピシアは怪訝けげんげに眉まゆ根ねを寄せました。

「ソーマさんを殺したわたくしが、彼の死を残念に思うのは、おかしなことでしょうか？」

「本気で言っているのなら、あなたは狂っています」

　うふっ、とルピシアは可愛かわいらしく笑いました。

「よく言われますわ」

　ジェイドの言っていたとおりです。

　誰のどんな言葉も、ルピシアの耳には入らない……。

「ティル・ナ・ノーグは、魔ま人じんの力と命をエネルギーにしているのです。ソーマさんは魔人と人の混ハ血ー児フですから、たいしたエネルギーにはなりませんけれど……まあ、それでも犬死によりはずいぶんと報むくわれた最さい期ごではないかと」

　言いたいことは色々ありましたが、ぐっと吞のみ込みました。

　彼女にはなにを言ったところで、無む駄だです。

　彼女を言葉で止めることができるのは、本物のティアマリアだけ。しかし、そのティアマリアが既すでに死んでしまっている以上、ルピシアを止めるには、彼女を殺すか、ティル・ナ・ノーグを破は壊かいするしかありません。

　そして、彼女を殺すという選せん択たく肢しは、アホタレが選ばせてくれません。

　私たちが彼女を止めるためには、ティル・ナ・ノーグを破壊するしかないのです。

　透すけた足下へと視線を落とすと、勝手に喉のどが鳴りました。

　床ゆかの上から見下ろしている現状では、ティル・ナ・ノーグが具体的にどんな姿すがた形かたちをしているのかは、わかりません。全ぜん貌ぼうが見えていないわけですから、正確な大きさもわかりません。

　それでも、かつてなく巨きよ大だいな敵であることは間違いありません。大きさだけでなく、力でも、です。

　大きさでも力でも、ナブラスカ山で戦った古いにしえの巨きよ人じんユトムンダスを軽く凌りよう駕がしているでしょう。

　そんな相手に、果たして勝てるのか……。

「うふふっ。それではみなさんに真なるティル・ナ・ノーグを……永久不滅の平和の象徴をご覧らんいただきましょうか！」

　ルピシアは高く声を響かせると、闇やみ色いろの珠たまを撫なでて青く光らせ──。

　視界が一変しました。

　薄うすかった闇やみが濃こさを増し、その向こうに森が見えました。足下は土。背後には湖。湖の上には建物があって──それらは全すべて、見覚えのある光景でした。

「あれ？　オレたち外に出されちまったのか？」

　アホタレがきょろきょろと周囲を見回しつつ言いました。

　アホタレだけではありません。トモエさん、白びやつ虎このヨアキム、クシナダ、ジェイドの姿すがたもありました。……ジェイド？

　目が合うと、ジェイドは敬礼のように額ひたいに片方の手を運び、歯を見せました。

「ジェイド……なぜ、あなたまでここに……」

　ジェイドは上うわ衣ぎのポケットにしまっていたもう片方の手を出すと、腕うでを組んで「うーん」と唸うなりました。

「ルピシアは、ワイが裏切った思うとるみたいやな。……ま、裏切ったも同然やけれど」

　そう言うと、ジェイドは視線と顎あごで私の後ろを示しました。

　私は振り返り、そして、絶望を目まの当たりにしたのです。
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　絶望。

　それは、初めての経験でした。

　多くの強敵と戦ってきて、これは絶対に勝てないと絶望を味わったこともありました。

　ですが、敵の姿すがたを目まの当たりにした瞬しゆん間かんに絶望を感じたのは、初めてです。

　ティル・ナ・ノーグ。

　湖を囲む森の向こうに現れた究極のウェポンは、城にも勝まさる巨きよ大だいさで私たちを見下ろしています。

　巨大な敵であることは、わかっていました。かつて戦った巨きよ人じんユトムンダスさえも凌りよう駕がしているだろうとも、思っていました。

　しかし、遂に全ぜん貌ぼうを視認できたティル・ナ・ノーグは、そんな私の予想を超えて巨大でした。

　上半身は、人に似ています。しかし、腕うでの数は六本。肩かたから伸のびる腕のほかに、背中から異様に長い腕が四本、生はえているのです。

　下半身──というより、腹から下は金属によって構成されていました。形状は馬のそれに似ていて、脚あしの数は四本。ディーナ・シーがそうだったように、金属部分は刻々と色を変え、時折、内部の複雑な構造が透すけて見えています。

　私たちを見下ろしている、と表現しましたが、顔には目も鼻もありません。耳や頭とう髪はつも。あるのは、まるで紅べにを差したように赤い唇くちびるだけです。

　肩かたと胸には、見覚えのある『顔』が無数に──所ところ狭せましとついていました。

「ひぇ～。でっかいな～」

　アホタレが暢気のんきな声を出しましたが、口く調ちようとは裏腹に表情は強こわ張ばっていました。

　トモエさんとクシナダは青ざめ、ヨアキムは悔くやしげに目め許もとと口許を歪ゆがめています。

　みんな、わかっているのです。

　あれは、戦って勝てる相手ではないと。一目でわかってしまったのです。

「あれが、ティル・ナ・ノーグや。ただデカイだけやない。強いで」

　一人、表情を変えていなかったジェイドが言いました。

　彼は知っていたのです。私たちが戦ったティル・ナ・ノーグが、本当はディーナ・シー……ティル・ナ・ノーグの武装の一つにすぎなかったことを。

　なぜ言ってくれなかったのかと恨うらめしく思わずにはいられませんが、文句は言えません。

　アホタレは彼を友達だと、仲間だと言いましたが、彼がティアマリアとルピシアの味方であるという事実までが変わったわけではないのですから。

　ルピシアは彼を裏切り者だと思っているようですが……。

「逃げるんや」

　ジェイドが私たちの前へと歩み出て、言いました。

「アレはワイがなんとかする。ねえちゃんらは、逃げるんや」

「ジェイド……？」

「アレは、人間の手に負えるもんやない。……ワイが、差し違えてでも破は壊かいする」

「でも、あなたはルピシアの……」

　ジェイドは顔だけを振り向かせ、悲しげに微わ笑らいました。

「言うたやろ？　ティアマリアの望んだ平和と、ルピシアが実現しようとしてる平和は違うんや。……ティル・ナ・ノーグは、平和を築く道具にはなられへん。あれにできるんは、人殺しだけや。止めなあかん」

「なら、なぜもっと早く……」

　ルピシアの傍かたわらに居続けたジェイドなら、ティル・ナ・ノーグの開発を止めることだってできたはずです。

　しかし、彼はルピシアの力になり続けた。様々な形で、ティル・ナ・ノーグの開発を支えてきたに違いありません。

　ティアマリアは、ルピシアを支えてほしいとジェイドに願って逝いったそうです。

　ルピシアを支える。

　ティアマリアのその遺ゆい言ごんには、ルピシアが道を踏ふみ外さないように見守り導いてほしいという意味も含まれていたはずです。ジェイドにだってそれは理解できていたはずです。

　でも、彼はルピシアの暴走を止めるどころか助け続けた。

「あいつな、むっちゃがんばっとったんや」

「ルピシア……ですか？」

「せや。ティル・ナ・ノーグさえ完成すれば、ティアマリアの夢を叶かなえられる。そう信じて、むっちゃがんばったんや」

「でも、その努力が多くの人の人生を狂わせた」

　ヨアキムは故こ郷きようと最愛の妹を失い、クシナダは愛し育ててくれた村の人たちを失った。

「それが、辛つらいところや。でも、ワイはルピシアを止められなかった。もちろん、口では何度も止めた。聞いてもらえへんかったけどな」

「でも、あなたなら、その気になればルピシアを止めることはできたはず」

　自分はティアマリアの言葉に縛しばられている、とジェイドは言っていました。

　しかし、彼が本当にティアマリアの言葉に縛られているのなら、ティアマリアの望んだ世界とは、ある意味でまったく逆の世界を作ろうとしているルピシアを、なんとしてでも止めたはずです。

「ワイは、ルピシアの努力を実らせてやりたかったんや。たとえそれが間違った努力だったとしても、どれだけ血が流れても、あいつの努力を実らせてやりたかったんや」

「ジェイドは、ルピシアのことが好きだったんだな」

　アホタレが私の隣となりに立って言いました。

　ジェイドは肯こう定ていも否定もせず、ただ遠い目をしてこう言いました。

「ワイは、ティアマリアとルピシアが仲良うしてる姿すがたを見るのが大好きやった。楽しそうに手を繫つないで、幸せそうに笑い合っとる姿が、大好きやったんや……」

　ティアマリアを愛している。ジェイドは何度もそう言っていました。

　その言葉に、噓うそも偽いつわりもありません。

　しかし、ティアマリアだけではなかったのです。ジェイドが愛していたのは。

　アホタレの言うとおり、ジェイドはルピシアのことも愛していたのです。

「ティル・ナ・ノーグは完成した。ルピシアの努力は実った。本人に言わせれば、本番はこっからちゅーことになるんやろうけど、これ以上はもう無理や。……ティル・ナ・ノーグは破は壊かいせなアカン」

「ジェイド」

　ジェイドの背中を、ヨアキムの声が刺さしました。

「おまえたちはなんの話をしている？　ルピシアとは誰だ？　ティル・ナ・ノーグを作ったのは、ティアマリアではないのか？」

　ルピシアのことを知らないヨアキムは、私たちの会話の意味がつかめずに当とう惑わくしていました。やはり、ルピシアのことを知らないトモエさんやクシナダも、同じく頭の中には疑問符ふが踊おどっているはずです。

「んー。その話は、し始めると長いんや。悪いんやけど、後でねえちゃんらにしてもらってや」

　ジェイドは手を合わせつつ、白はく濁だくしているほうの目でウィンクをしてみせました。

「ヴリトラ」

　今度は、クシナダがジェイドを呼び止めました。

「一人で、あれと戦うつもりですか」

　クシナダは、魔ま人じんの少年としてではなく、黒こく竜りゆうヴリトラの兄弟──『名も無き白はく竜りゆう』として訊たずねていました。

「せや。あれは、ヘバりきった今のにいちゃんらの敵かなう相手やない。……元気でも、アカンかもしれへんけど」

　たしかに、私たちがたとえ万ばん全ぜんの状態だったとしても、あの途と方ほうもなく巨きよ大だいな敵に勝てるとは思えません。

　肩かたや胸についている無数のディーナ・シー、あれが一いつ斉せいに襲おそいかかってきただけでも、手に負えないでしょう。

「しかし、ヴリトラ。あなたなら、あれに勝てるというのですか？　僕ぼくには、とてもそうは思えません。あれは、僕たち四天竜ノーブルドラゴンが全員揃そろってようやく……いえ、それでも勝てるかどうか」

　クシナダの見立てに、私も同感でした。

　四天竜の力は、目まの当たりにしたことがあります。

　金きん竜りゆうオルリスの力は凄すさまじいものでしたが、ジェイド──黒こく竜りゆうヴリトラの力がオルリスと同等なのだとすると、ティル・ナ・ノーグには勝てないでしょう。

「そこはまあ、根性でなんとかするわ」

　勝算があって言っているようには聞こえませんでした。

　ティル・ナ・ノーグは、自分の責任においてもなんとしても破は壊かいしなければならない。そんな覚かく悟ごだけで、ジェイドはティル・ナ・ノーグに戦いを挑いどもうとしているのです。

「ティル・ナ・ノーグは、ワイが、破壊する」

　一言一言、嚙かみしめるように言ったジェイドは、クシナダに向けていた視線をわずかにずらして、目を鋭するどく細めました。

　ヨアキムを見たのかと思いましたが、だとすると視線を向ける方向が左右逆です。

　私は振り向いて、息を吞のみました。

　いつの間にか、クシナダの斜ななめ後ろに女が──ルピシアが、立っていたのです。

「ティアマリア……！」

　私の様子でルピシアの登場に気づいたクシナダが、殺気をほとばしらせました。

「残念ですわ、ジェイド。貴方あなただけは、わたくしを理解してくれていると思っていたのに」

　殺気立つクシナダを一いち瞥べつさえせずに、ティアマリアは前へと歩みを進めました。

　クシナダの横を通り、私とアホタレの間を通り、ジェイドの横をも通り過ぎて、ゆっくりと振り返ります。

「理解は、しとる。せやから、ここで終しまいなんや。おまえは、ようがんばった。もう十分、意地は通した。せやから、ここらで終いにしようや」

「お終いになんてできませんわ。だって、全すべてはこれからなんですもの。うふっ」

　ルピシアは眼鏡めがねの奥の目を見開き、口の端はを吊つり上げ歪ゆがめて、笑いました。

「貴方がティル・ナ・ノーグと戦いたいというのでしたら、止めません。姫ひめ様さまとわたくしの理想郷テイル・ナ・ノーグは無敵ですし、貴方はもう用済みですわ」

　うふふ、うふふ、と肩かたを震ふるわせて笑います。

　私は杖つえを握にぎりしめ、精神の糸を編みました。

　ティル・ナ・ノーグを操あやつっているのは、ルピシアです。それは間違いないはずです。

　ならば、いっそルピシアを倒してしまえば……。

　アホタレは認めてくれないでしょう。クシナダとの約束もあります。ですが、ティル・ナ・ノーグを……あんなとんでもない化け物を、暴れさせるわけにはいきません。

　アホタレに見下げ果てられることになったとしても、私がルピシアを……。

「わたくしを殺すのは、お勧めしませんわ」

　ルピシアが見開いた目をジェイドの肩越しに私に向けて、言いました。

「わたくしが死んだら、ティル・ナ・ノーグはこちらの世界と魔ま界かいを滅ぼすまで、無差別攻こう撃げきを続けます。そのように命令を与えてあるのです」

「……っ」

　歯は嚙がみさせられた私は、無む駄だと知りつつも言葉を返しました。

「全すべてを滅ぼして、それで平和になるとでも？」

「なりますよ？　人が死に絶えれば、戦争はなくなります。わたくしは、それでも一向にかまわないのですけれど」

　やはり、無駄でした。

　ルピシアの考える平和には、人の命が含まれていないのです。

「ねえちゃん、下がっとき。これは、ワイの仕事や」

　ジェイドはそう言うと、一度深呼吸をして、全身に力を漲みなぎらせました。

　竜りゆうの姿すがたを──黒こく竜りゆうヴリトラの真の姿を、解とき放つつもりなのです。




　ゴゴゴッ……。




　地鳴りにも似た音が、地の底から──ではなく、天上から聞こえてきました。




　ゴゴゴッ……。

　ゴゴゴゴゴッ……。




　雷らい鳴めいかとも思いましたが、違います。ティル・ナ・ノーグにも動きはありません。

「ジェイド……？」

「いや、ワイやないで」

　未だ人の姿を保ったままのジェイドは、震ふるえる空を見上げて眉み間けんに皺しわを寄せました。




　ゴゴゴゴゴッ……。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……。




　空の震えは次第に激しさを増し、風が吹きました。

　強い風です。

　木々がざわめき、湖面が波立ち、踏ん張らなければ立っていられなくなってきました。

「これは……まさか……まさか……」

　ジェイドが喉のど元もとの汗あせを手の甲こうで拭ぬぐいつつ、虚うつろな声を出しました。

「まさか、バ────なのか？」

　風の音がうるさくて、はっきりと聞こえません。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　──バキッ！

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！




　空から聞こえる振しん動どう音おんに、異質な音が交じっていました。

　空が壊こわれる音です。

　それは、比ひ喩ゆでもなんでもありません。

　本当に、空に亀き裂れつが生じたのです。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　バキッ！

　バキバキッ！

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！

　バキバキバキバキバキッ！




　夜色の空に生じた赤い──血の色をした亀裂は、振動とともに広がり、深まり──。

　そして、現れたのです。

　ひび割れた空を突つき破って。

　巨きよ大だいな人型が。




　それを目にした瞬しゆん間かん、私は糸の切れた人形のようにその場にへたり込んでいました。

　恐きよう怖ふも絶望も一いつ瞬しゆんで通り越して、私は敗北していたのです。

　それほどに。

　姿すがたを見ただけで屈くつ服ぷくしてしまうほどに、天上に現れた人型は圧倒的な存在だったのです。

　まず、巨きよ大だいです。

　ティル・ナ・ノーグよりは一回り小さいかもしれませんが、それでも、その大きさは巨きよ人じんにも巨きよ竜りゆうにも勝まさっています。

　巨きよ体たいと比較してもなお分ぶ厚あつい銀色の甲かつ冑ちゆうに身を包み、右手には身長を超える長さの抜き身の剣けんを携たずさえています。

　背中には、夜の色よりもさらに暗い漆しつ黒こくのマント。

「なんだ、ありゃ？　人……なのか？」

　アホタレが誰ともなく問いを口にしましたが、私は答えを持っていませんでした。

　突とつ如じよ、空を割って現れたそれが一体なんなのか、私にはまったくわかりません。

　巨きよ人じん……にしても、大きすぎます。

　あれもまた、ティル・ナ・ノーグと同じくルピシアの作り出したものかとも思いましたが、

「な、なんですの？　あれは……」

　ルピシアの様子が、その可能性を否定していました。

　私と同じように天上の人型を目にしただけで身体からだの力が抜けたらしいルピシアは、ジェイドに支えられて、辛かろうじて立っていました。

「あれは、巨人やない。ルピシアの作ったモンでもない」

　ジェイドが、ルピシアの肩かたをつかむ手に力を込めて言いました。

　ルピシアは痛みに歪ゆがめた顔をジェイドに向けて、彼の次の言葉を待ちました。

　私も待ちました。アホタレも、トモエさんも、ヨアキムも、待っています。

　しかし、ジェイドはなかなか次の言葉を発しません。戸と惑まどいと躊躇ためらいの入り交じった表情で、唇くちびるを嚙かみしめています。

　私は天上の人型に目を戻しました。

　吹きすさぶ風に街一つ覆おおってしまえそうなマントを靡なびかせて、天上の人型は地上の一点を見下ろしています。

　顔は兜かぶとにくまなく隠かくされていて目があるのかどうかさえわかりませんが、顔が向けられている先は明白でした。

　ティル・ナ・ノーグです。

　そして、ティル・ナ・ノーグもまた、首をもたげ、目のない顔を天上の人型に向けていました。

「あれは、バハムートです」

　皆がジェイドの言葉を待っている中、ジェイドではない、別の人物が天上の人型に言及しました。

　クシナダです。

「バハ……ムート？」

「せや、あれはバハムートや。間違いない」

　クシナダを振り返った私は、すぐにジェイドに向き直りました。

　ジェイドは顔中に脂あぶら汗あせを滲にじませ、苦痛に耐えるような顔で、衝しよう撃げき的てきな言葉を紡つむぎました。

「魔ま王おうメイ＝ヘムの、超ア戦イ闘ド体ルや」

　ジェイド本人とクシナダ以外の全員が絶句する中、ティル・ナ・ノーグが赤い唇くちびるを開いて甲かん高だかい女の声を響かせました。




　空の震ふるえは治まる気配を見せず、風はなおも荒れ狂い続けています。

　天上の人型──ジェイドがバハムートと呼んだそれとティル・ナ・ノーグとの対たい峙じもまた、続いていました。

　その、世界の終わりさえ予感させる光景を、私たちはジグの背中の上から見守っていました。

　ジェイドが、あの場から離れるよう強く主張したのです。

　ジグの背中を借りているのは、アホタレ、私、トモエさん、クシナダ、ヨアキムに、ジェイドとルピシアを加えた計七人。

　リンドヴルムは決して大きなドラゴンではありませんから、七人も乗るとさすがに窮きゆう屈くつです。

　全員乗れるようにするために、ヨアキムには人の姿すがたに戻ってもらいました。腰こしにはジェイドが貸したマント（キューブが変形したものです）を巻いて、全ぜん裸らを免まぬかれています。

　ルピシアまで乗せることには抵抗を感じました。が、ジェイドにルピシアも乗せるよう手を合わせて頼まれ、アホタレがあっさりと許可してしまったのですから、仕方がありません。

　そのルピシアは手にした闇やみ色いろの珠たまを赤く光らせ、バハムートの打倒を宣言していました。

「あれが魔ま王おうメイ＝ヘムだというのなら、こちらから出向く手間が省けたというものですわ」

　ルピシアはティル・ナ・ノーグの勝利を微み塵じんも疑ってはいないようでした。

「バハムートは、魔王が全力で戦う時にだけ身に纏まとう決戦用の戦闘装しよう束ぞく……いわば、魔王の最終戦闘形態です。百年前の人じん魔ま戦争で完全に破は壊かいされたはずですが……」

　そう教えてくれたクシナダは青ざめ、声も震えていました。

「相手にとって不足はありませんわ。姫ひめ様さまとわたくしの理想郷テイル・ナ・ノーグは、無敵ですもの」

　あるいは、ティル・ナ・ノーグをバハムートと戦わせようとするルピシアを、止めるべきだったのかもしれません。

　しかし、私は──私の頭はもう、まともに働かなくなっていました。

　ティル・ナ・ノーグ。

　そして、魔王メイ＝ヘム。

　国どころか世界そのものさえ滅ぼしうる二つの巨きよ大だいな存在を立て続けに目まの当たりにして、私はもう、ただ目を見開いていることしかできなくなっていたのです。

「さあ、ティル・ナ・ノーグ！　平和の敵を排はい除じよするのです！」

　ティル・ナ・ノーグが再び女の声を響かせて、背中から羽の如ごとく生えた四本の腕うでを天上の人型へと伸のばしました。

　しかし、その手はバハムートに届きませんでした。

　バハムートとティル・ナ・ノーグの間に無数の青い稲いな妻ずまが奔はしり、それが虚こ空くうに巨大な魔ま法ほう陣じんを描いて、ティル・ナ・ノーグの手を弾いたのです。

「そんなもの！」

　ルピシアが裏返った声をあげて身を乗り出すと、ティル・ナ・ノーグは再び──今度は六本全すべての腕うでを伸のばし、魔法陣を引きちぎりました。

　指先を突つき刺さし、魔ま法ほう陣じんを内側からつかんで、力任せに引きちぎったのです。

「あはっ！」

　歓声をあげたルピシアは、直後に表情を凍こおりつかせることになりました。

　一振り。

　バハムートがひどく無む造ぞう作さに振るった剣けんが、ティル・ナ・ノーグの右側の腕うで三本をいともあっさりと切り落としたのです。

　血、でしょうか。

　赤すぎるほどに赤い液体が傷口から大量に噴ふき出て、地上に雨の如ごとく降り注ぎました。

「ま、まだまだっ！」

　ルピシアは表情を凍こおらせたまま叫さけんで、ティル・ナ・ノーグにさらなる攻こう撃げきを命じました。

　ティル・ナ・ノーグの残された左側の腕うでとバハムートの剣が交こう錯さくし、ティル・ナ・ノーグの腕が空を舞いました。しかし、切断されたのは三本のうち二本だけ。残る一本はバハムートの腕をつかんでいました。

「やった！」

　ティル・ナ・ノーグの手から発せられたと思われる赤黒い稲いな妻ずまが、バハムートの全身を打ち据すえました。

　──が、銀色の甲かつ冑ちゆうに守られた巨きよ体たいはビクともしません。

　バハムートの剣を持っていないほうの手が、ティル・ナ・ノーグの腕をつかみ、肩かた口ぐちから引っこ抜きました。

「あ……ああ……」

　ルピシアは、理解したようです。

　そして、私も。

　ティル・ナ・ノーグでは、バハムートに勝てない。

　六本の腕を全すべて失ったティル・ナ・ノーグは、女の口から悲鳴をほとばしらせて、その禍まが々まがしい巨体を仰のけ反ぞらせました。

　バハムートが、返り血（？）に濡ぬれた手を剣の柄つかに添え、長大かつ分ぶ厚あつい刃やいばを両手持ちで振りかざしました。

「あ……ああああああああああっ！」

　認めたくない現実を拒きよ絶ぜつするようにルピシアが激しく頭を振ると、ティル・ナ・ノーグの肩と胸から全すべてのディーナ・シーが離れ、バハムートに攻こう撃げきをはじめました。

　私たちをさんざんに苦しめたディーナ・シーが、数十……いえ、百を超えているかもしれません。

　バハムートの周囲を飛び交いながら、赤しやつ光こうを、電でん撃げきを、絶え間なく浴びせかけます。

　しかし、バハムートは揺ゆらぎません。

　バハムートにとって……魔ま王ほうメイ＝ヘムにとって、私たちがやっとの思いで破は壊かいしたディーナ・シーは、蚊かにも等しい……あるいはそれ以下の存在でしかないのです。

　ディーナ・シーの猛もう攻こうを意にも介かいさず、バハムートが剣けんを振り下ろしました。




　一いつ刀とう両りよう断だん。




　城よりも山よりも巨きよ大だいな体たい軀くを脳天から真っ二つにされたティル・ナ・ノーグは、断面から血──ではなく、真まっ赤かな炎ほのおを噴ふいて崩くずれ落ちました。

　炎はたちまち森へと広がり、夜の森を紅蓮ぐれんの海へと変えてしまいました。

　その光景を、私たちは言葉なく見つめていました。

　わかりません。

　こんな理解を超えた光景に対して、なにを言えばいいのかなんて、私にはわかりません。

「う……噓うそ……」

　ルピシアが。

「い……嫌いや……」

　ティル・ナ・ノーグを作った張本人であるルピシアが、沈ちん黙もくを破って震ふるえた声を出しました。

「ゆ、夢が……姫ひめ様さまと、わたくしの夢が……」

　ルピシアは両手で頭を抱かかえ、見開いた目から大おお粒つぶの涙なみだをこぼして絶ぜつ叫きようしました。

「嫌あああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　銀色の巨きよ体たいを地上で燃え盛さかる炎ほのおの色に染めて、バハムートは静かに佇たたずんでいました。







　　　　あとがき




　どうも。

『竜と勇者と可愛げのない私』第５巻です。

　２巻でも３巻でもなく、５巻です。

　ここまでくることができたのも、イラストのぎん太た先生やデザイナーさん、担たん当とう氏をはじめとする関係者の皆さんと、なにより読者の皆様のおかげです。篤あつく御礼申し上げます。

　……と、まるで最終巻のようなノリですが、物語はまだまだ中ちゆう盤ばん……はもうすぎたかな。後半戦に突とつ入にゆうといった感じです。

　フェブロニアの女帝・ティアマリアをはじめ、名前だけは序じよ盤ばんから出ていたあの人やら最後の四天竜ノーブルドラゴンやらも登場して、盛り上がってきたんじゃないかと思います。少なくとも、作者は盛り上がっています。この胸の高鳴りは、『プリキュアオールスターズＤＸ３』のブルーレイディスクが手元に届いたからとか、そういうことじゃないと思います。たぶん。

　このあとがきを書いたら、３回は見るんだ……。

　そんなわけで、私は元気です。




　告知です。

　この巻と同じ10月に発売される『電撃文庫MAGAZINE Vol.22』と12月発売の『Vol.23』に『竜と勇者と可愛げのない私』の番外編的な短編が連続掲けい載さいされる予定です。

　レックスのお祖ば母あさん、レミエルのお話です。

　興味のある方は、そちらも手に取っていただければ嬉うれしいです。




　微び妙みように行数が余あまってしまったので、軽く近きん況きようなど。

　筋肉痛が二日後にくるようになった。

　……運動、してなかったもんなぁ。

　ジョギングを再開しよう。そうしよう。……涼すずしくなったらな！（このあとがきを書いているのは夏の真っ盛り）




　では、また──。





志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞。『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。駅から徒歩３分の電撃文庫編集部に辿り着くのに１時間かかった筋金入りの方向音痴。
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ぎん太た

ゲーム原画、イラスト等、美少女絵を中心に活動してます。最近オーブンレンジを買い替えて、パン作りにはまってます。バターロールとかぶどうパンは割と楽に美味しくできますが、シンプルなコッペパンがむずかしい。









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし５











志し村むら一かず矢や
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